














わけあり商人の皇宮録




～想いは遙か、海の果てまでお届けします～

電子DX版








九月　文





[image: ]

電子版 ビーズログ文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　夜明け前、サフィードが邸てい内ないのとある部屋に足を踏ふみ入れると、寝しん台だいの上に部屋の主あるじの姿はなかった。

　目を凝こらし、廊ろう下かから射さしこむ光源を頼りに見わたす。すると、長なが椅い子すの上に部屋の主──マィヤはいた。

　マィヤは、お気に入りの手織キリムのクッションにしなだれかかるようにして眠っていた。

　その手からこぼれ落ちそうになっているのは、店の売上報告書だ。

　ずいぶん遅くまで燭しよく台だいの灯あかりが漏もれていると思ったが、どうやら報告書を読みながら眠ってしまったらしい。

　しかしいまは部屋の灯りが消えているあたり、深夜には灯ひが落ちるように残りの油量を調整して、彼女なりに油の無む駄だ遣づかいと火の始末に配はい慮りよしたのだろう。

（こいつはまったく……）

　きっちりしているんだか、ずぼらなんだか──そうサフィードは苦笑を漏らすと、こんこんと眠りつづけるマィヤを両腕で抱き上げた。

　その身体からだはあまりに軽い。驚いて視線を落とすと、さわ、とマィヤの金の髪が揺れた。

　その髪は女性にしてはずいぶんと短く、まるで少年のよう──というのも、先日の皇こう帝てい代行の任務のときに惜おしげもなく切ってしまったからだ。

　アルカダル帝国において髪は女の命。おしゃれよりも商売が大事！　と言い放はなち、衣い装しように無む頓とん着ちやくだったマィヤでさえも、髪だけは海外から仕入れた髪かみ油あぶらで手入れを欠かさなかった。

　しかし、

『べつに無理やり切られたってわけじゃなくて、自分から切ってもいいかなって。商アテ人イルでいるときもターバンからこぼれ落ちるのが心配だったし』

　そう告げたマィヤの目に、微み塵じんも後こう悔かいはなかった。

（……そういえば商売のときもそうだったな）

　商売は女がするものではない、そう言われながらも興味を示し、大おお店だなの娘が表に出るものではないと言われながらも少年の恰かつ好こうで出つづけた。

　それはけっしてマィヤが女であることに執しゆう着ちやくしていないからではない。

　すべては自分の望むことをやり遂とげるため。

　目的のためなら困難をものともせず、未熟なりにぶつかっていく。そんな彼女のまっすぐな瞳がまぶしかった。

　手のかかるお嬢じよう様さまだと、一歩引いた場所から高みの見物をしていたはずなのに、そんな余裕がなくなったのはいつからだろう？

　自分がここにいるのは祖国奪だつ還かんのため、〈女じよ帝てい〉の庇ひ護ごと引きかえに受けた極ごく秘ひ任務ゆえだ。

　彼女はただの護ご衛えい対象にすぎない。予想外の方向に突っぱしる彼女から目が離せないだけだと思っていた。

　なのに、その範はん疇ちゆうでとどめることができなくなったのはいつのことだったか──。

（──けれど、ここまでだ）

　もし自分が動かなければ、明日も昨日とおなじ朝がやってくる。

　朝あさ靄もやのたつ時分から荷積みや荷に揚あげの確認のために港へゆき、一段落着けて屋敷にもどる。共に朝食を取り、商会所の出している報告書を見ながら、市場の動向について議論を交かわす。それがこの数年間、ずっとくり返されてきた毎日だ。

　しかし海のむこうでは〈時〉が動きはじめている。

　皇帝代行をしていたマィヤの機転で、アルカダル帝国と聖ロマノス帝国との戦いくさは当面の間は回かい避ひされた。

　だがその両国の狭はざ間まに位置する祖国は、いまだに危険な状況にある。

　急ぎヴァルティア王国から祖国を奪還しなければ、祖国はロマノス帝国の先せん鋒ぽうとして戦にまきこまれてしまう。

　祖国ファルナスの公子として、そのような状況を見すごすことなどできない。

（もうすこし、見ていたかったけどな）

　彼女がどのように成長するのか、商人としてなにを成し遂げるのか、楽しみに思っていた。

　しかし自分はいずれ去る者、見届けられないことはわかっていたし、事実を明かせない以上、このようなかたちにならざるをえないことも予想がついていた。

　──予想外だったのは、彼女から目が離せなくなった、いまの自分の気持ちだけだ。

（俺が目を奪われるなんて、な）

　サフィードは宝物を運ぶかのように慎しん重ちように足を運び、彼女を寝台に横たわらせる。

　そして彼女の顔にかかった髪を指先でどけると、マィヤは「ん……」とかすかに寝返りをうった。

　すると彼女の華きや奢しやな首筋があらわになり、不意に気持ちが駆かられた。

　触れたい──

　かすかにしびれをおぼえた指先が中空に止まり、サフィードは動けずそのまましばらく寝顔に見入っていた。

　しかし。

「……未練だな」

　ふっと苦笑を漏らすと、中空に止まっていた指で、彼女のやわらかな頰ほほをふにっとつまんだ。

『なにするのっ！』

　眠りつづけるマィヤのいつもの表情を思い出して、笑みがこぼれる。

　もし自分に妹や弟がいたなら、そう考えながら、その範疇からはずれてしまいそうなときもせいいっぱい家族としてふるまっていた。

　彼女にとってみても自分は兄のような存在で、それ以上でも以下でもない。ふたりの関係を保つためには踏み外はずすわけにはいかない一線だった。

　しかしそんなこちらの気も知らず、なにも気づかないまま、いまもマィヤは無む邪じや気きに眠りつづけている。

　そんな彼女にすこしむかついて、サフィードがそのやわらかな頰をふにふにとつまみつづけていると、マィヤが微笑ほほえんだ気がした。

（……いったいなんの夢を見てるんだ）

　不ふ審しんに思って目をすがめたサフィードだったが、あまりに幸せそうなその寝顔に笑みがつられた。

　彼女のことだ、どうせ美お味いしいものを食べる夢でも見て、ご満まん悦えつなのだろう。

　見納めに良いものを見た。この光景はきっと一生忘れられない思い出になるだろう。

　そんな予感を覚えながらサフィードはマィヤの頭をぽんぽんとたたくと、その一言を告げた。




「──じゃあ行ってくる」
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「えっ、サフィードはもう行っちゃったの!?」

　朝、いつものように屋敷の居間で朝食を待っていたマィヤは、料理をならべる給仕に思わず声を上げた。

「はい、夜のうちに発たたれたようです」

「そんな……」

　サフィードがまた買いつけの旅に出ることは知っていた。しかし夜のうちに出るとは聞いていない。どうりで朝食が一人分しかないわけだ。

　マィヤが「そう……」と落らく胆たんしてうつむくと、「失礼いたしました」と給仕は気まずそうに部屋から下がっていった。

（もう行っちゃったんだ……）

　食事はいつも楽しみにしているが、特に今け朝さはなぜか無む性しようにお腹なかがすいていて、いつにもまして心待ちにしていた。なのに、給仕から告げられた事実に、ならんだ数々の皿が急に色あせて見える。

（だって昨晩はなにも言ってなかったのに……）

　昨晩、サフィードと一緒に食事をしたときも、いつものように売り上げや市場の動きについて話しただけだった。

　今晩発たつというならそのときに一言、言ってくれればよかったものを。

（サフィードの分の料理がないってことは、料理人も出しゆつ立たつを知っていたってことよね。どうしてわたしには言ってくれなかったの？）

　声をかける間がないほど、急に出港時間が変わったのだろうか。もしくはいまが仕入れ時だと商人の勘かんが告げ飛び出したのかもしれない。

（それでも一声かけてくれたって）

　せめて一言、行ってらっしゃいと言いたかった。

　旅の行きと帰りはかならず挨あい拶さつ、それがマィヤの家の決まりごとだ。決まりごとは守るように。そう口くち酸すっぱく言っていたのはサフィードのほうだというのに、そのサフィードが破るなんて。

　見慣れているはずの居間が不意にひろく感じる。屋敷には大勢の家人がいるのに、たったひとりいなくなっただけで、こんなにもがらんとするものなのか。

　いつになく静かな室内にさびしさをおぼえながら、マィヤは料理を黙もく々もくと口に運んだものの、ほくほくと温かな湯気をあげているそれらがなんとも味あじ気けなく感じられて、半分くらい食べたところで席を立った。

　もしサフィードがここにいれば、「おまえが食事を残すなんて病気か!?　病気だな!!　そうにちがいない!!」と即行寝しん台だいに放りこまれているところだ。

　──けれどサフィードはもういない。

　マィヤは少年の恰かつ好こうに着替えてターバンを巻くと、商材を背負い、部屋をふり返って告げた。




「──行ってきます」




　しかしだれもいない部屋から聞きたい声が返ってくることはなかった。
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　マィヤ──少年商人アティルがアルカダル帝国の皇こう宮ぐうの〈白の宮きゆう殿でん〉を訪れると、中庭の人影はまばらだった。

　夜明けとともに目覚める商人にはすでに昼前といった時間だが、皇宮に住まう〈特使〉たちはまだまどろみの中らしい。

　特使の王子たちに群がっているご令れい嬢じようがたもまだ訪れていない。

　早く来すぎちゃったかな……とアティルがそわそわと中庭の様子を窺うかがっていると、ふわりとした金髪の青年と目が合った。ラフィーカだ。

「やあ、よく来たね」

　金銀宝石の産出国であるサラフ国の王子ラフィーカは、今日もまた、どれほどの重さだろうかと心配になるほどの金装そう飾しよくを身にまとって、にこにこと近づいてきた。その姿は、あざやかな金の髪とあいまって、まるで太陽神の化身のようだ。

　しかしあと数歩という距離まで近づいたとき、ラフィーカは不意に表情を翳かげらせると、ちょいちょいとアティルを手招きした。

「……はい？」

　アティルが呼ばれるままについていった先は、中庭の木こ陰かげだ。

「あの、ラフィーカ様、どうかなさったんですか？」

　プラタナスの葉が燦さん々さんと降る陽光をさえぎって、濃こい影を落としている。そのおかげで人目につきにくいが、ラフィーカはだれに対しても開放的な性格だ。

　人目をしのぶような行動はラフィーカ様らしくないな──

　するとラフィーカはなんの前触れもなく自身の肩にあった金飾りをはずし、アティルの肩に載のせた。

「うっわ、重おもっ……！」

　思わず声が漏もれる。肩飾りだけでこの重さだと、全身金装飾ともなればどれほどになることか。

（もしかしてこれって筋肉増強具とか？　装飾をはずしたらすごく身軽になって、拳けん法ぽうの達人になるとか──）

　もはや着飾る域を超こえている装飾品に、思わずあらぬ方向に思考が飛んでしまったアティルだが、

「マィヤちゃんこそなにかあったの？　なんだか元気ないみたいだけど」

　その指摘に思わず息を吞のんだ。

　白の宮殿にいる特使たちの中で、ラフィーカだけが少年商人アティルは実は女マのイ子ヤであることを知っている。だからラフィーカから〈マィヤ〉と呼ばれることに不思議はないが、驚いたのは一目で気持ちを見抜かれたことだ。

　アティルも半人前とはいえ商人のはしくれ、私情を隠かくして笑顔を作ることには慣れているはずなのに。

「そんなことは……」

　と曖あい昧まいな笑みを浮かべて逃げをうったものの、ラフィーカはなんの疑いもなく心配そうに「どうしたの？」と覗のぞきこんできて、アティル──マィヤは観念した。

「……やっぱりわかります？」

「うん。すぐにわかったよ」

「そんなに顔に出てました？」

「顔っていうか、後ご光こう？」

「は？　後光？」

　聞き覚えのない言葉だ。

「なんですかそれ？」

　するとラフィーカは古い記憶を呼び起こすように小首をかしげた。

「えーっとエシャンが言ってたんだけど、東方では生気や徳があふれる人の背後には光が射さしてるんだって」

「はあ……」

　エシャンというのは、すこし前までこの白の宮殿に住まっていた青年で、ラフィーカの友人だ。

　エシャンは物知りだが人を食った性格だった一方、ラフィーカは人並み以上に人がいい。またエシャンにだまされたのでは……とちらっと考えたが、思えばエシャンはラフィーカにだけはまっすぐ向き合う人だった。

「ほら、西方の絵画でも聖人は光をまとってたりするじゃない？　俺には見えないんだけどさ、そこにいるだけで場がぱあっとあかるくなる人っているでしょ？　そういうものなのかなって。俺ははじめて会ったときにマィヤちゃんにそれを感じたよ」

「えっ、そうなんですか!?」

「うん、元気が身体からだ中じゆうからにじみ出てる感じ？　でもそれが今日は翳ってるからどうしたのかなって、光ひかり増まししてみたんだけど」

（光増し……）

　この金装飾の首飾りは、光増しとやらのためだったらしい。せっかくの心こころ遣づかいだが、アティルはあまりの重さにおずおずとお返しした。

　もしかしたら衣い装しようの下にはものすごい筋肉が隠れているのかも──などと考えながら見つめる前で、ラフィーカは平然と自身の肩にもどして問うた。

「なにかあったの？」

「あ、はい。あの……家族が知らないうちに船旅に出ちゃって……」

「ああ、お父さんとお兄さん？」

　ラフィーカには、父ハーティが皇宮で行方ゆくえ不明になったときに捜そう索さくを手伝ってもらっている。そしてラフィーカが〈お兄さん〉と呼んでいるのはサフィードのことだ。

「はい。父が知らないうちに旅立っているのはわりといつものことなんですけど、サフィードがいなくなるなんてめったになくて……」

　サフィードが家をあけるのははじめてというわけではないが、今回だけはなぜか胸が急せく。

　朝、急に知らされたから驚いただけだ。そう思いたいのに、もやもやとしたなにかがおさまらない。胸の奥から不安がどんどん湧わきだしてくる。

　なにか悪いことが起きるのでは──

　そんな不安が脳のう裏りをよぎってマィヤが身をふるわせたそのとき、ぽん、とターバンの上から重みが載った。

　今度はなにかとマィヤが面おもてを上げる。頭上に載っていたのはラフィーカの手だ。

　ラフィーカは、幼おさない子をあやすようにターバンの上からマィヤの頭を撫なではじめた。

「ラフィーカ様？」

「気がかりなんだったら今日は帰ったほうがいいかもしれないね」

「でも商売が……お品をお待たせしているお嬢様方もいらっしゃいますし」

「じゃあ訊きくけど、しょげてる商売人のところで宝石を買いたいって思う？」

「──！」

　その指摘にマィヤは息を吞んだ。

「食べ物みたいに食べてなくなるものならいいけど、ものは装飾品だからね。華はなやかな場所に行くのに、買った相手の沈んだ顔なんて思い出したくないでしょ」

　──ラフィーカの言うとおりだ。

「だから、ね？」

　と片目をつぶっておどけてみせるラフィーカの指摘を、マィヤは素直に受け入れた。

「そう……ですね」

「そうそう。こういう日は気分をまぎらわせないとね。おいしいものでもぱーっと食べるとか。あ、なんなら俺の部屋に運ばせようか？」

　ラフィーカが一声かければ、アルカダルでは採とれないような高価な食材が運ばれてくるにちがいない。今朝の食事はあまりすすまなかったのでお腹はすいているし、陽気なラフィーカと一緒にいれば気もまぎれる。

　しかしマィヤは首をそっと横に振った。

「ありがたいお話ですけれど、いまはちょっと」

「そっかー。うん、まあマィヤちゃんも不安だよね。海のほうはいま荒れてるみたいだし」

「そうなんですか？　天候はこのとおりですし、海かい賊ぞくも捕つかまって取引量はもどってきたって聞きましたけど」

「うん、アルカダル近郊はそうなんだけど、海外はちょっとぴりぴりしてるかな。アルカダルとロマノスに挟はさまれたあたりとかさ。ヴァルティアも荒れはじめたって聞くし」

「ヴァルティア……？」

　ヴァルティアはアルカダルの西に位置する国で、先日、王太子アレクセルが挨拶と称しようしてアルカダルにやってきた。

　ヴァルティアは国土も国力もアルカダルの十分の一にも満たない小国だ。王太子の訪問も、表向きは大国であるアルカダルに国交を求めるものだったが、本当の目的はロマノス帝国の手先としてアルカダルに揺さぶりをかけることだった。

　ロマノス帝国はヴァルティアよりさらに西、アルカダルとならび立つ大国で、アルカダルと過去に何度もおおきな戦いくさをしている因いん縁ねんの相手だ。

（この前は協定書を盾たてになんとか撃げき退たいできたけど……）

　アレクセルにはアルカダルが周辺諸国と締てい結けつした協定書を突きつけ、アルカダルが一枚岩であることを見せつけた。アレクセルからこの報しらせを受けたロマノスが戦をあきらめてくれればいいと思ったのだが、そうはいかなかったということか。

　それとも。

「もしかしてヴァルティアがアルカダル側に傾きはじめている──とか？」

　ヴァルティアがなびいてくれたなら、ロマノスはますますアルカダルに攻めこみにくくなる。

　しかしラフィーカの返答は「どうだろうね」とかんばしくなかった。

「ヴァルティアで内乱がはじまっちゃったみたいなんだよね。なんでもファルナスの公子が生きてたっていうんで、ファルナスの民たみが蜂ほう起きしたらしいよ」

（ファルナス……!?）

　思いがけない名にマィヤの鼓こ動どうが跳はねた。

「十年ばかり前の内乱のときに大公一家は亡なくなったって言われてたけど、公子は無事生き延びていたみたいなんだよね。当時はまだ幼かったから隠していたけれど、十年あまりが経たって無事成長したってことかな。ヴァルティアに支配されていたファルナスの民は、公子を旗はた頭がしらに祖国奪だつ還かんの兵を挙げたって」

　──ひそかにアルカダルで庇ひ護ごされていたって話も聞くし、そういう意味では公子はアルカダル寄りの立場でいてくれるんじゃないかなと思うけど、すくなくともヴァルティアは両帝国の争いに関わっていられる状況じゃないだろうね──

「──って、マィヤちゃん？」

　呼びかけられて、マィヤははっと我われに返った。

「あ……すみません」

　ファルナスの名が出たときから耳の奥でばくばくと鼓動が響いて、ラフィーカの言葉はろくに頭の中までとどいていなかった。

（だってファルナスって……）

　ファルナスはサフィードが生まれた国だ。そのことは本人の口から聞いている。

　今回のサフィードの急な出立とファルナスでの蜂起、とても無関係とは思えない。

（まさか祖国奪還の戦にくわわるつもり……？）

　サフィードが武芸に優すぐれていることは知っているが、傭よう兵へい国こくだったファルナスの民の個々人がいくら武術に優れていようと、戦となれば話はべつだ。

（サフィードが戦場になんてそんな……）

　マィヤが恐怖に身をふるわせると、ラフィーカが心配そうに眉まゆを下げて覗きこんできた。

「マィヤちゃんなんか顔色がよくないけど大丈夫？」

「はい……」と答えたものの、胸の奥で渦うずまくのはいままで感じたことのない不安だ。

（ファルナスのこと、くわしく調べなきゃ！）

「今日は休んだほうがいいんじゃないかな。ご令嬢たちには俺から伝えておくから」

　マィヤはラフィーカの渡りに舟な申し出に、「ありがとうございます！」と頭を下げると、急せいた心に押されるまま小走りで白の宮殿をあとにした。







　足早に駆かけてゆく後ろ姿を見ながら、ラフィーカはおおきなため息を漏らした。

「あーあ、どうして背中を押しちゃうかなあ俺……」

　彼女の兄──いや、兄のようなものである青年が、ファルナスに所縁ゆかりがあることは薄々感じていた。その彼がいなくなったいま、彼女が〈ファルナス〉の名に反応しないはずがない。

（ってわかっていたのになあ）

　彼女はおとなしく屋敷に帰ったわけではない。そのことはあの目を見ればわかる。

　ファルナスの事情など知らぬ存ぜぬで押しとおし、いつものように皇宮で商あきないをしてもらい、美お味いしいお茶を飲んで楽しく過ごすことだってできたはずだというのに。

（けれど、あんな顔見せられちゃったらなー）

　アルカダルに来て十年ちかく、ラフィーカはさまざまな人物を見てきた。

　白の宮殿を訪れるのは、各国を代表する使者や、名だたる貴族の令嬢たち。国や家名を負う彼ら彼女らのさまざまな思おも惑わくが交こう錯さくし、人間観察にうってつけの場所だった。

　皇宮商人にも大勢会った。さいわいお金には不自由していなかったので、その人となりを知りたくて、ラフィーカはほかの特使たちよりも積極的に商人と交流した。

　そんな中に現れたのが彼女だ。

　彼女は少年の恰好をしていたが、男だとか女だとかそういうことではなく、まとっている光がほかの商人とはちがっていた。彼女には後光だと言ったが、それは自分の兄や女じよ帝てい、そしてエシャンにはじめて会ったときに感じたのとおなじものだった。

　そしてその光は、あの兄のようなもの──商人だというあの青年にも感じた。

　シェリーク商会は皇宮商人の中でも特に勢いがあると聞くし、勢いがある者が持つ光かと思ったが、そうではない。

　商売ではない、おおきななにかを負う者が持つ光。

　それは責任感ではなく、みずから切り開く強さを持つ者が持っているものだ。

　それが翳っていたなら──そしてその原因が彼にあるというなら、ファルナスの話題に触れずにいることはできなかった。

（彼女も行っちゃったかあ）

　一いち抹まつの寂さびしさが胸をかすめる。胸の奥にぽっかりと穴があいたようで、それはエシャンが去ったときと似ている。

　しかし失ったとは思わない。彼女はこのような狭い場所にいるよりも、それぞれが旅立った先で輝いていてくれるとわかるから。

　そして旅立った者たちの報せは必ずここにもたらされる。ここは全世界とつながっているアルカダル帝国の皇宮なのだから。

（だから自分が輝ける場所に行っておいで）

　ラフィーカは駆けてゆく後ろ姿を、光の足跡のように見送った。
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　商売することなく皇宮を出たマィヤ──アティルが息を切らしてむかった先は、自分の屋敷ではなく、港だ。

　港は情報の宝庫、ファルナスに関する情報も飛び交かっている。

　運よく西をまわった定期便が入ってきているらしく、アティルは下船する者の中に商人仲間の青年を見つけると、両りよう頰ほおをぱんっ、と叩いて気合いを入れなおし、なにくわぬ顔で声をかけた。

「兄さん、長旅おつかれさま」

「おー、アティルか。ひさしぶりだな。かれこれ二ヵ月ぶりか。こっちの景気はどうだった？」

「半月ほど前にヴァルティアから使者が来てね、そのときは後宮が再開されるかも、ってすごいにぎわいだったよ。残念ながら後宮は開かれなかったんだけどね。

　兄さんこそ今回の買いつけはどうだった？」

「こっちは折悪く海賊が出はじめたんで買い控びかえてたけど、帰る直前に捕まってくれたらしくてな。物が滞とどこおってた分、物価も下がってたし、この好機にって大量に仕入れてきたぜ」

　首しゆ尾びは上々だなと、青年はにかっと笑い、アティルもつられて笑顔がこぼれた。

「それはよかった。うちも今日、サフィードが買いつけに出たところなんだよ」

「今日か。俺はたまたま運が良かったけど、西のほうはきなくさくなってきたから、いまからだとどうだろうなあ」

（──西）

　その一言にアティルは神経を研とぎすまし、しかし面には出さずになにげなさをよそおって訊たずねた。

「西ってファルナスかい？」

「お、さすが情報が早いな。あれはおおきな戦になるんじゃないか」

「ファルナスが併へい合ごうされたのなんて十年以上前の話だろ？　いまさら公子が現れたからってなんとかなるものかな。そんなにファルナスの民に不満が溜たまっていたのかい？」

「いや、ヴァルティアもファルナスの民を奴ど隷れいにしたってわけじゃないし、虐しいたげていたわけでもない。治世もそれほど悪くはなかったんだけどな。ほら、ファルナスって国ができた経けい緯いがちょっと変わってるからさ」

「経緯？」

「ああ。ファルナスの大公って代々その地を治めていた領主ってわけじゃなくて、傭兵たちの親玉みたいなものだっただろ？　傭兵ってのは国のお抱かかえの軍隊とは毛色がちがうし、ほかの国みたいに王様が挿すげ替わったからといっておとなしく従わなかったんだろうなあ。そんな不満がくすぶっていたところに、忘れ形見の公子の生還だ」

　──〈公子〉。

　その名に、とくん、と鼓動が跳ねる。

　しかしアティルが努めて表情を揺らさずにいると、青年は滔とう々とうと語りつづけた。

「公子そのものがありがたいというより、元の傭兵国にもどりたいって輩やからが多かったんだろうな。国同士の面子メンツのための戦いじゃなくて、そもそも文化がちがう者同士の戦いだから根は深いし、ファルナスも一度立ったからには独立を勝ち取るまでとことんやるだろ。

　戦になればいつも以上に物が動くし、その戦の火種がいまからの買いつけにどう影響するかってところだな」

　ま、当たれば一いつ攫かく千せん金きんだ、商人として狙ねらわない手はないけどな。そうつづけた青年は、別の商人から声がかかると「じゃあまたな」と去っていった。

　青年を笑顔で見送ったアティルはにぎやかな海岸から離れると、倉庫の軒のき下したで逸はやる鼓動をなだめた。

（ファルナスに公子様が帰ってきた……公子様だなんてまさかそんな、ご大層な人じゃ）

　ない──とは言えない。

　サフィードが公子の婚こん約やく者しやであったイリアと対等に話していたのを、自分は実際に目にしている。

　しかしサフィードが発ったのは昨晩だ。ファルナス公子が生還したために挙兵したというなら、サフィードが公子であるはずがない。

（サフィードはただ買いつけに行っただけよ。なんでもない顔をしてそのうち帰ってくるから。お願い、公子様だなんてちがうと言って──）

　胸の中でふくらむ不安を祈る気持ちでこらえていると、

「おや、マィヤじゃないか」

　思いがけない呼びかけに、アティル──マィヤははじかれたようにふり返った。

「父さま!?」

　そこにいたのは、買いつけの旅に出ているはずの父、ハーティだった。

「父さま、お帰りなさい！」

「ありがとう。迎えに来てくれたのかい？」

　にこやかにハーティは告げるが、残念ながら父がどこに行っていたのか知らないし、今日の船で帰るという連絡をもらっていたわけではない。ここで会ったのはただの偶然だ。

「父さまはどこに行ってたの？」

　父は裾すその長い東国風の長ちよう衣いに南国サラフの袖そでなし上着、その上に羽は織おっているのは毛皮の肩掛けで、腕には蛇へびの金装飾が巻きついている。

　その奇き抜ばつな恰好を見るに北国か東国のようだが、南のサラフということも──と考えをめぐらせてみたが、返ってきたのはまったく予想外の答えだった。

「今回はちょっと西に行ってみたんだよ」

（──なぜ西）

　この衣装のどこに西の要素があるというのだろう。我わが父ながらあいかわらずよくわからない。

　しかしハーティは、「今回もいい品をたくさん見つけたよ」とほくほくとして実に満足そうだった。

「留守の間、店のほうはどうだった？　サフィードも港に来ているのかい？」

「あ……っ！」

　ハーティのその問いかけで気がついた。

　マィヤの胸の中でもやもやしていたのはこれだ。

　店主代理のサフィードが、店主ハーティが不在のときに店を離れるはずがない。

　ハーティは買いつけの旅から、たいてい一ヵ月もすればもどる。すでに旅立って一ヵ月、あと数日もすれば帰ってくることがわかっていただろうに。

（その数日すらも待っていられないほど急ぎだったということ？）

「ん？　どうしたんだい？」

　わきあがる不安にマィヤがふるえていると、ハーティが顔を覗きこんできた。

「……サフィードね、いなくなっちゃったの」

「え？」

「昨晩いきなり旅に出ちゃったの。わたしに一言もなしに……」

　家人たちに伝えてあったということは誘ゆう拐かいや失しつ踪そうではない。サフィードのことだから、預かっていた仕事の分担もしっかりしていったことだろう。それでもこのようなことはじめてだ。

　ただごとではない──しかし、ハーティの口から出たのは意外な言葉だった。

「……そうかあ。行っちゃったんだね」

「え？」

　父のその口ぶりは、まるでサフィードが旅立つことを、いや、いずれ去ることを知っていたかのようだ。

「まさか父さま、サフィードの過こ去と、知ってたの……？」

　するとハーティは「うん、まあね」といともあっさりとうなずいた。

「もちろんすべてを知ってるわけじゃないけれど、大体のところはね。預かるときに聞いたから」

「サフィードはたしか商売仲間から預かったって……」

　そう聞いていたので、てっきり同業の商人の子かと思っていたのだが、つづくハーティの言葉にマィヤは愕がく然ぜんとした。

「正確には、商売仲間じゃなくて商売先のお得意様から、かな」

「──！　お得意様!?」

　うん、そうだよ、とハーティはうなずいた。

　ハーティは皇宮商人だ。もちろん皇宮外にもお客様はたくさんいるが、ハーティが示す相手はとある人物を思い出させた。

（お得意様って、まさか女帝陛へい下かじゃ……）

　もしそうなら、女帝が預けるほどの相手がただ人であるはずがない。マィヤの鼓動がふたたびとくとくと速まりはじめた。

「ずっといまのままではいられない子だってことは知っていたよ。でもここで生きてくれるんじゃないかって気もしてたんだけどね」

　やっぱり放ほうっておけなかったかあ、とハーティは海のほうを見やった。

　その見やる先は西──ファルナスがある方角だ。

「挨拶もなしなんてよっぽど急ぎだったのかなあ」

　──それはきっとヴァルティアから王太子アレクセルが来たからだ。

　彼が〈時〉を告げたのだ。皇宮商人サフィードでいられる時間はもう終わりなのだ、と。

　彼の本当の狙いはアルカダルとの友好ではなく、アルカダルへの揺さぶりですらなく、サフィードに直接なにかを伝えることだったのかもしれない。

　協定書一枚でヴァルティアの目論見もくろみをつぶしたつもりでいたが、アレクセルは一番の目的を果たしていたのだ──

　マィヤが唇くちびるをかみしめていると、船乗りらしき男が近づいてきてハーティに声をかけた。

「ハーティ様、荷下ろしが完了いたしました。どちらにお運びいたしましょうか」

　男はハーティから荷の送り先を聞くと立ち去った。

「そういえば父さま、どうやって買いつけの品を持って帰ってきたの？」

　海外で買いつけた品は船便を使って送るのだが、そのときよく用いているのが内海を就航している定期便だ。定期便は国が出している船で、昨年の納税額に応じて積せき載さい枠わくが割り振られ、毎便一定量を載せられる通常枠と、船が空いているときに臨時で使わせてもらえる臨時枠がある。

　その定期便を使ったのかと思ったのだが、シェリーク商会の通常枠は店の業務で使っているし、今年分の臨時枠はすでに使いきっている。皇帝代行の報ほう酬しゆうとして今年の使用回数をゼロにもどしてもらい、また使えるようになっているが、そのことは国外にいたハーティは知らない話だ。

　いくらアルカダルの情報網もうが発達しているとはいえ、いまも内海を周遊している定期便や世界各国の港に伝わるにもまだ数日かかるはず──

　と考えをめぐらせていたマィヤだが、ハーティの返答はマィヤの想像をはるかに超えていた。

「うん？　今回は船ごと買っちゃったんだよ」

「はい!?」

「うちの店ももう、大船を持ってもいい頃合いだと思ってね。ほら、あれだよ。いい船だろう？」

　指さす先を見やると、定期便ほどではないにしろ、大船と呼べる規模の船が桟さん橋ばしちかくに停てい泊はくしている。

　これでいつでも買いつけに行けるねえ、と満面の笑みを浮かべるハーティに、マィヤは心の中で吠ほえた。

（と～う～さ～ま～～～また勝手なことを────!!）

　たしかに船自体は買えない額ではないが、船を動かすには船員を雇やとわなければいけないし、港に置いておくだけでも停泊料がかかる。船の登録代も馬ば鹿かにならないし、定期的な修理も必要だ。船は船体そのものよりも維持費が莫ばく大だいにかさむのだ。

　マィヤも船がほしかったのはたしかだが、維持費を考えて購入時機を窺っていたというのに、ハーティはまたなにも考えずにぽんと買ってしまったにちがいない。

（まったくもう！　父さまったら運航計画も立てずに買っちゃってどうするのよ！　……まあ、またいつもみたいにサフィードがなんとかして、良いように活用してくれるだろうけど……）

　と思いかけて、マィヤははたと我に返った。

　──サフィードは、いない。

　いつもの生活にあたりまえのようにいた存在が、もういないのだ。

　普段からなにげなくしてもらっていたことも今後は頼れない。話せない。もう会えない──そのことをあらためて突きつけられて、マィヤは愕然とした。

　サフィードが行った先がファルナスだとして、ヴァルティアから独立がなればアルカダルに帰ってきてくれるのだろうか？

（ううん、もし本当に公子だっていうならもう一生このまま……？）

　ファルナスはヴァルティアの支配下となってからアルカダルと国交もなく、交易もない。今後国交が回復したとしても、公子だなんてそんなご身分の人とはきっともう二度と顔を合わせることはない。

（もう会えない……？）

　──いやだ、と心が叫んだ。

　いつもいるのがあたりまえで、あたりまえの毎日がずっとつづくのだと思っていた。

　父の言うように、サフィードはいまのままではいられない人だったのかもしれないし、この日を覚かく悟ごして生きてきたのかもしれない。

　だけどこのようなかたちで終わりにしたくない。

（会いたい──）

　でもどうすれば。

　そのときマィヤは、目に留まったそれにはっとした。




「父さま！　わたしも船に乗せて！」




「……え？」

　目をぱちくりとさせるハーティに、マィヤは叫んだ。

「わたし、ファルナスに行くわ！」

　ファルナスは遠く、国境すら接していない。けれども国境が接していなくとも、国交がなくとも、海はどこまでもつながっている。船があればどこにだって行けるのだ。

「ファルナスに行ってどうするつもりだい？」

「サフィードと話をしたいの。わたしはサフィードの口からなにも聞いてないから」

　どうして話してくれなかったのか。自分が話せるような相手ではなかった──とは思いたくない。もっとなにか事情があったのだ。それを自分は聞いていない。

「ファルナスでは戦がはじまろうとしているんだ。危険だよ。女の子をそんなところにやるわけにはいかない」

「じゃあアティルとして行くわ」

　皇帝代行を務めるために髪も切った。そのことに悔くいはないし、必要だというならふたたび少年になるまでだ。しかし、

「行ったところで、彼はマィヤの知っている彼じゃないかもしれないよ？」

「───！」

　その指摘にマィヤは息を吞んだ。

（父さまはファルナスでのサフィードのことを知っているの……？）

　ファルナスでのサフィードはサフィードではない──それはマィヤも考えていたことだ。

　そもそも〈サフィード〉という名自体がアルカダル人のものだ。ラフィーカやエシャンとおなじようにアルカダルに来たときに名を変えたのだろう。

　自分に言っていかなかったのは、アルカダルで過ごした〈サフィード〉と決別するため。ここで過ごしたすべてを切り捨てて旅立ったのかもしれない。

（──それでも）




「わたし、あきらめたくないの」




　マィヤはハーティを見つめて、はっきりと告げた。

「サフィードにも言えない事情があったことはわかってるし、行ったところで彼が〈サフィード〉じゃないかもしれないってこともわかってる。でも、現実はそうだから、そういうものだからって勝手に吞みこんで、受け入れて、なにもせずにあとから悔くやしい思いをするのはいやなの、絶対」

　商売をはじめたときもそうだ。良家の娘は家にいるもの、商売などするものじゃないと言われながらも商売の勉強をした。女は店先に立つものじゃないと言われれば男装してまでも店先に立った。その代わりに普通の娘として大切ななにかを失っていたのかもしれないが、自分で選んだ道に後こう悔かいはない。

　いまだってそう、女ひとりで行くところではないと言われても、サフィードはいつか帰ってきてくれると信じてただ待ちつづけて、いったいなにが変わるだろう？

　待ちつづけて帰ってこなかったとき、なぜあのとき行かなかったのかと後悔しないだろうか。

　会ったところで欲しい言葉はもらえないかもしれない。追い返されるだけかもしれない。けれどもそれは自分で手に入れた未来だ。

　危険をおかすことなく、ただ待つだけで得られる未来なんてほしくない。

「だから行ってくるわ」

　強い気持ちを込めて蒼あおの瞳ひとみでじっと父を見つめる。するとハーティはいつになく考える様子で返答がなかったが、やがて息をつき、マィヤのターバンの上に手を載せた。

「──しかたがないね」

「父さま……？」

「あの子もだけど、君もまた、おとなしく収まってるような子じゃないってわかっていたからね」

「え、それってどういう……」

「似た者同士ってことだよ。あの子と一緒に育ったんだから当然なのかな」

　そう告げると、ハーティはマィヤの頭を撫でながら愛いとしげに目を細めた。

「店のことは気にしなくていいよ。マィヤの思うようにすればいい。気が済むまで行っておいで」

「──！」

　その言葉にマィヤは顔を輝かせると、父に抱きついた。

「ありがとう、父さま！」
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　──今日も冷えるな……。

　その晩、城じよう塞さいの見張りに立っていた衛えい兵へいは、寒さに首を縮ちぢこまらせた。

　ヴァルティア国内で数少ない港を擁ようするこの城は、海を臨のぞむ場所に建っているだけあって海風がきびしい。昼夜の寒暖差は内陸ほどではないにしろ、しめった海風に吹かれつづけた身体は冷えきっている。

　かたわらを見やると、同どう僚りようの衛兵もおなじように身体を小さくして寒さをやりすごしていた。

　このあと一杯やるか──そう声をかけようとしたが、やめた。侵入者の立てる音を聞き逃のがさないために、哨しよう戒かい中ちゆうの私語は厳に慎つつしむように命じられている。

　海風に乗った声こわ音ねが城内に届いてしまって、あとでどやされるのも面倒だ。どのみちあと半時で交代、誘うのは交代後でもいいだろう。

　そう思って視線を海にもどすと、今日も海は荒れていた。

　元々傭兵が根城にしていたこの港は、潮しおが荒いだけでなく、周囲に小さな島が点在していて水深が浅く、大船が入ってくるのはむずかしい。とてもめぐまれた港とは言えないが、それでも海を手に入れてからヴァルティアの経済は飛躍的に発展した。

　もしロマノスとアルカダルの戦がはじまって、戦に乗じてあらたな港を手に入れることができたなら、ヴァルティアはもっと豊かな国になる。豊かになれば、そのうち田舎いなかから家族を呼び寄せることもできるはず──

　そこで衛兵の思し惟いは不意に打ち切られた。

　傍かたわらでどさっ、となにかが落ちる音がしたためだ。

　はっと見やると、傍らにいた同僚がくずれ落ちていた。

　代わりにそこにいたのは、衛兵ではない別の男だ。

「な──」

　何者──と声を上げようとした次の瞬間、背中に強い衝撃が走り、衛兵の意識は闇やみへと吸いこまれていった。







　城への侵入者は二人一組の哨戒兵を次々と沈めて外周を制圧すると、詰め所に踏みこんだ。

「何者だ!?」

　城内にいた兵は動揺を隠せずにいた。外周の哨戒兵から警けい笛てきひとつ聞こえないまま踏みこまれたのだから、無理もない。

　詰め所には数十名の兵がいたが、その幾いく倍ばいもの人数の闖ちん入にゆう者しやに出口を封じられてしまい、兵たちが抜いた剣先はふるえていた。

「この城の守りをどうやって……！」

　たしかにこの城は、小ぶりながらも元傭兵の城だけあって、随ずい所しよに守りの工夫がなされた堅城として知られている。

　しかし、

「自分の城の造りを忘れるはずがないだろう？」

　人を食ったような声音。

　闖入者の中でもひときわ若い青年の返答に、兵たちの顔からさっと血の気が引いた。

　青年の年のころは二は十た歳ちばかり、夜の灯あかりの中にもあざやかな金茶の髪に藍あいの瞳、貴公子然としながらも剣をかまえる姿はしなやかで隙すきがない。

　その青年に符ふ合ごうする人物を兵たちは知っていた。

「まさか……」

「だれが造ったと思っている？　万が一獲とられたときにも、獲り返しやすいように造っておくさ」

「貴様、ファルナスの……!?」

「ご名答」

　その一言が引き金になった。

　抜ばつ刀とうが返答となり、剣けん戟げきがあったのはほんのわずか、兵のほとんどが三合打ち合う前に床に沈められた。

　背後の者が意識を失った兵の手足を縛しばり上げる。その動きには無駄がなく、実に手慣れたものだ。

「殿でん下か、完了いたしました」

　四し半はん時ときとかからずなされた制圧の報告に、青年は「殿下、な」と自じ嘲ちよう気味な笑みを浮かべながらも、淡たん々たんと指示を出した。

「城内の水場の確認、糧りよう食しよくの確保、間取りの再確認。伏兵に気をつけろ。捕とらえた兵は街の外にでも転がしておけ」

「はっ」

　そして青年は口を引き結んで笑みを収めると、配下たちに向きなおり、宣言した。




「ファルナスはこのアトゥナ城を拠きよ点てんに旗を揚あげる。

　──祖国を、ヴァルティアの手から取りもどす」




　その宣言は、「おお！」と城内に響き渡る鬨ときの声で覆おおわれた。
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　執しつ務む室しつで報告書に目をとおしていると、格こう子し窓まどからあかるい陽ひ射ざしとともに街のにぎわいが入りこんできた。

　にぎわいの声は日に日に大きくなっているが、今日はまた格別だ。港に船でも着いたのかもしれない。船が着くと活気が増すのはどこの港でもおなじだ。

　国はちがえどなつかしい空気に釣つられてサフィードが窓辺に近づくと、ノックの音がして部下が入ってきた。

「殿でん下か、伝令がまいりました。シレネ砦とりでの奪だつ還かんがなったとのことです」

「ああ、そうか。これでようやくこの街も落ちつくな」

　サフィード率いるファルナス人がこのアトゥナ城を取りもどしてから一ヵ月あまりが経たつ。ようやく兵も集まり、軍らしく整ってきたので、この城を拠きよ点てんに周辺の城じよう砦さいを攻めはじめた。

　それから城砦を二つ落とし、シレネ砦で三つめ。シレネ砦は大きな街道沿いにあり、ここを押さえればヴァルティアの進軍をいち早く知ることができる。

「とりあえず進軍はここまでだな。いまは守りを固める」

　闇やみ雲くもに進軍して城を奪還したところで、いたずらに兵力を分散させるだけだ。いずれヴァルティアが鎮ちん圧あつに動き出す。しばらくはヴァルティア軍を迎げい撃げきする必要がある。

「ここでファルナス再興を求める者たちが集つどうのを待つ。幸い、この街なら補給路が断たたれることもないしな」

「先に海を確保できたのはおおきかったですね」

「そうだな。港が手つかずでいてくれたのも助かった。拡張して軍港になっていたらそちらの警戒も大変だっただろうからな。そういえば今日は港がずいぶんとにぎわっているようだが、なにがあった？」

「今け朝さ早くに定期船が入ってきたからでしょう」

「ああ、なるほどな」

　定期船は、内海の主おもだった港を定期的に就航して各国間の物資を流通させる。海の経済を支える柱のひとつだ。〈定期便〉とも呼ばれるその船には護ご衛えい艦かんもついており、もっとも安全に荷を運べる方法として重ちよう宝ほうされている。

「アトゥナに寄るのは三ヵ月に一便だったか」

　定期船は各国が出しているので月に一便以上あるのだが、残念ながらこのアトゥナの港に大型船は入ってこられない。入れるのは中型船までのため、定期便が寄港するのは三ヵ月に一度程度になってしまう。

　すると「さすがにおくわしいですね」と部下は苦笑した。この部下はサフィードがアルカダルで商人をしていたことを知っている。

「かれこれ十年、毎日のように港にいたからな」

「殿下が商人に身をやつすことに反対する者も大勢おりましたが」

「まあな。だがそのおかげで物の流れにくわしくなったし、世界情勢から取り残されることもなかった。そこは女じよ帝てい陛へい下かに感謝だ」

　このまま商人でいるのも悪くない──そう思ってしまうほど、自分の性しように合っていた。

　しかし。

「……殿下？」

「──いや、なんでもない」

　面おもてに出ていたのだろう。〈殿下〉と呼ばれながらなにをいまさら、とサフィードは苦笑を漏もらすと、頭かぶりを振って望ぼう郷きようの念を追いやった。

「女帝陛下はこたびの件、どのようにおっしゃっておいででしたか」

「悪いようにはせぬ、だそうだ」

　挙兵にあたってサフィードはアルカダルからの支援を受けていない。アルカダルは情勢を見み極きわめてから加勢するということか、それとも後ろから刺さすような真ま似ねはしないから存分にしろということか。

「あいかわらず食えない御お方かたですね」

「まったくだ。だが表立って加勢してこないことに助かっている面もあるしな」

　この戦いくさはあくまでもファルナス独立のためのもの、その背後に大国が絡からんでいるとなれば、次はアルカダルの属国になるだけではないかと民たみに懸け念ねんされかねない。

　アルカダルは敵にならない、いまはその確証だけで十分だ。

「ところでオレスはどうした」

「オレス様ならば、定期船で受け取りの品があるというので港に──」

　そのときノック音がして、「噂うわさをすれば、だ」と部下と顔を見合わせて苦笑した。その几き帳ちよう面めんな音だけでだれだかわかる。

「失礼いたします」

　予想どおり入ってきたのは自分の一番の側近、アルカダルでは〈タルジュ〉と呼ばれていた男だ。

　黒の短髪に黒の瞳ひとみ、アルカダルの皇こう宮ぐう武官の制服でなくなったというのに黒一色の衣い装しように身を包んでおり、背筋もぴんと張って、あいかわらず堅かた苦くるしい。

「オレス、今日は視察に出るんじゃなかったのか？」

　なつかしい愛称で呼びかけられて動揺したわけではないだろうに、オレスと呼ばれたタルジュはかすかに眉まゆを寄せた。

「どうした。なにかあったのか」

「人ばらいを願えますか」

「……人ばらい？」

　はらうもなにも、いま室内には自分とオレスと側近の三人しかいない。深刻な事態ならなおさら一緒に聞いていたほうがいいだろうに、と思いかけた直後、彼の言が正しかったことを思い知らされた。

　オレスにつづいて入ってきたのは、ターバンを巻いた小こ柄がらな少年だ。しかし自分はその少年が男ではないことを知っていた。

　なぜ、という疑問より先に、その名がこぼれ落ちていた。

「マィヤ……」

　──ここにいるはずのない人物が、そこにいた。







（サフィード、やっぱりいた……！）

　通された部屋にいたその姿に、マィヤは全身に血がのぼるのを感じた。

　挙兵したファルナス軍はアトゥナを根ね城じろにしている──

　その噂を手がかりに定期便でアトゥナに来てみれば、港で見知った男の姿が目に留まり、あとは迷惑そうな表情を隠かくさないその男──タルジュを離すまいと必死にしがみついて、なかば引きずられるようにきた次し第だいだ。

　タルジュはまったく咎とがめられることなく警備が厳重な城の奥へと入ってゆき、ついてゆくマィヤも不安をつのらせていたが、ついた先にいた青年の姿を見るなり、不安は吹き飛んだ。

「どうしておまえが……」

　呆ぼう然ぜんとするサフィードに、タルジュは傍かたわらにいた部下へ目め配くばせして部屋を下がらせる。

　そしてたかぶる想いに胸を詰まらせていたマィヤだったが、

「馬ば鹿かかおまえは!?」

「え、えっ!?」

　思いもよらぬ怒ど声せいに動揺した。

　涙の再会──を期待していたわけでもないが、怒鳴られるのは予想外だ。

「どうして来たりした!?」

「どうしてって、サフィードが勝手にいなくなっちゃったから！」

　そう反射的に言い返したものの、

「ここがどういう場所かわかっているか!?　戦のまっただ中だぞ!?　女がのこのこと物もの見み遊ゆ山さんに来るところだとでも思ってるのか!?」

　と勢いに気け圧おされてしまった。

「だっ、だからちゃんとこうして少年姿アテイルで来たし！」

「そういう問題じゃないッ!!」

　その一いつ喝かつにマィヤはふるえあがった。

「どこもかしこも帝都とおなじだと思うな！　帝都の外では男でも女でも年とし端はもいかない子どもなんざ売っぱらわれてもおかしくないんだぞ!?」

「だからそういう心配がないように定期便で来たし！」

　定期便には国の護衛艦がついている。海上移動のもっとも安全な方法だ。

　しかしサフィードはいらだたしげに腕を組んで言い放った。

「じゃあこのまま定期便でアルカダルまで送り返されろ」

「積み荷あつかい!?」

「定期便での輸送は最上級品の商品ばかりだ。仲間に入れてもらえてよかったな」

「積み荷以下!?」

　ひどい言われようにめげかけたマィヤだが、サフィードは容よう赦しやなく追い打ちをかけてきた。

「積み荷のほうがまだましだ。積み荷は勝手に歩きまわったりしないからな。無断で帝都を離れたりして旦だん那な様にどう弁解するつもりだ」

「父さまにはちゃんと言ってきたわ」

「は!?」

「父さまはサフィードと入れちがいで帰ってきたのよ。それで父さまにファルナスに行きたいって言ったら、行っておいでって。だからちゃんと父さまの了承はもらっているわ」

「………」

　その反論にサフィードは啞あ然ぜんとして言葉をなくし、次ついで、はあ、とおおきなため息をついた。おおよそ、この考えなし親子が……とあきれているのだろう。

　たしかに、考えなしな父の買いつけをサフィードに何度も救ってもらっていたのも事実だ。

「──なにはともあれ、道中無事だったのはなによりだった。このままなにも起きないうちにアルカダルに帰れ」

「いやよ。帰らないわ」

「なに？」

「わたしはサフィードと話がしたくて来たの。ちゃんと話を聞くまで帰らないから」

　なんの覚かく悟ごもなくこのようなところまで来たわけではない。帰れと言われて帰るくらいならはじめから来ていない。

「どうしてうちを出ていったのか、理由を聞かせて」

　落ちつきはらったサフィードの藍あい色いろの目がじっと見つめてくるが、マィヤも負けじとばかりに見返す。

　もう現実から目を逸そらさない──そう決めたから。

　するとサフィードは、先ほどの激げつ昂こうが噓うそのように淡たん々たんと言葉を紡つむいだ。

「わざわざファルナスくんだりまでやってきたんだ。察しがついていないわけじゃないんだろう？」

「それは……」

　蜂ほう起きしたファルナス軍が滞在している城、そこになんら咎められることなく入っていったタルジュ、その最さい奥おうともいえる部屋にいたサフィード──

　サフィードの衣装は、ほかのファルナスの傭よう兵へいたちとはあきらかに布の質や装そう飾しよくの格がちがう。その立場は、訊きくまでもなく理解せざるをえない。

　サフィードは──いや〈彼〉は、この城で重きをなす人物なのだ、と。

「おまえがその目で見たとおりだ。それ以上、話すことはない」

「でも……！　わたしはなにも聞いてないもの！　サフィードの口からなにも！」

　マィヤは声を荒らげた。

　事情を聞きたいだけなら、事情を知っている父に訊けばよかっただけのことだ。それでもマィヤは、信頼する父であっても、人づてに知らされる事実ではなく、サフィードの口から語られる言葉を信じたいと思った。

　人づてに聞いたことで決断したくない。

「だからわたしはサフィードの口から聞いたことしか信じない……！」




　マィヤの叫びにサフィードは息を吞のんだ。

　どうして行く前に一言言ってくれなかったの。

　どうして事情を話してくれなかったの。

　訊きたいことはたくさんある。定期便に乗っている間もずっとその想いがめぐっていた。

　一緒に過ごしたこの十年はなんだったのか。なにも言わずに終わりにして、なかったことにして、それだけで消し去ることができる程度のものだったのか。

　それにファルナスに旅立つ前には言っていくと約束していたのに。

　ほかにも言いたいことはたくさんあるが、一方的に責める真似はしたくない。まずはどのような事情があったのか聞いてからだ。

　サフィードはしばし考えこんでいたが、やがてぽつりと言葉を落とした。




「──アレクシウス」




「え？」

「それが親からもらった俺の名だ」

「───」

　マィヤはその名を呼ぼうと口をひらきかけたが声にならなかった。

　その名は、この国で敬称がつくものだということを知っている。

（ファルナス公子、アレクシウス───殿下）

　マィヤは様々な国の王子を白の宮殿で見ている。そしてそのクジャクたち相手になんら臆おくすることなく商売をつづけてきた。けれどもいま、眼がん前ぜんにいるファルナスという国を負って立つ存在に感じたのは怯おびえだ。

（サフィードがアレクシウス殿下……）

　その現実にマィヤがくちびるをふるわせていると、サフィード──アレクシウスは、背後に控ひかえていたタルジュに命じた。

「お引き取り願え」

「──は」

　タルジュはアルカダルの皇宮にいたときとおなじように、うやうやしく頭こうべを垂たれた。

　タルジュとサフィードの立場はアルカダルにいたころと逆転しているが、タルジュはそれをあたりまえのように受け入れている。マィヤもまた、アレクシウスの名は本物なのだと受け入れないわけにはいかなかった。

　サフィードは亡ぼう国こくの公子としてアルカダルに潜せん伏ぷくしていた。ほかの王子たちのように白の宮殿にいなかったのは、生き伸びていることを知られては困る事情があったのだろう。

　商人の子として十年間、ファルナス奪還の機会をうかがっていた。マィヤたちと過ごした日々は、偽いつわりにすぎなかったのだ。

（そのことを言えなくて、言うまでもないことだから、黙って行ったの……？）

　その理屈に苦い思いがこみあげてくる。

　どうして気づかなかったのだろう──いや、気づいていた。

　なんらかの隠しごとがあることはわかっていたのに、気づかないふりをしていただけだ。いまある日常をこわしたくなくて、気づかなければずっとこの生活がつづくのだと思って、見て見ぬふりをしていた。

　サフィードも言う機会をうかがっていたのかもしれない。切り出せない空気を作っていたのはきっとマィヤのほうだ。

　──そのつけが、〈いま〉なのだろうか。

　タルジュが近づくのを感じて、マィヤは身を硬かたくした。

　タルジュは皇宮で仕えていたときとおなじように、容赦なく命を遂すい行こうするにちがいない。タルジュも傭兵の国ファルナスの民だ。あがいたところで対抗できるとも思わない。けれど。

（わたしがサフィードと会いたかったのは……）

　マィヤが口をひらきかけたそのとき、マィヤのかたわらを通りぬけたタルジュは、先んじて口をひらいた。

「おそれながら、お引き取りいただこうにもお帰りの手段がございません」

「……なに？」

「船はアトゥナでは荷の揚あげ下ろしのみで、すぐさま出港です。いまから行ったところで間に合わないでしょう」

「逆回り航路があるだろう」

　事務連絡のように淡々と告げるタルジュに、サフィードはいらだたしげに返すが、

「逆回り航路がアトゥナに入るのは、半月ばかり先の予定です」

（あっ！）

　アルカダルの帝都には三日とあけずにどこかしらの国の定期便が停泊していて、入港の順番待ちすらめずらしくないが、それはアルカダルが海路と陸路をつなぐ重要拠点だからだ。

　荷揚げのすくない小さな港に寄る船、特に定期便は圧倒的に便数がすくない。

「定期便以外のアルカダル行きの船ならございますが」

「馬鹿言え。護衛艦なしのそんなあぶなっかしいのに乗せられるか」

「ならば半月後ですね」

　サフィードは、自国が小国であることを責めるように、ちっ、と舌打ちした。

　それはとても公子の取る態度ではない。その姿に、マィヤは胸にぽっと暖かいなにかが灯ともるのを感じた。

（公子にもどっても、サフィードは変わっていない──？）

「しかたがない。それまでおまえが預かっておけ」

　サフィードがいらだちを隠さずに命じると、タルジュは型どおりの礼を返した。







　タルジュにうながされて執務室を出ると、マィヤはあわてて頭を下げた。

「あっ、あの、タルジュさん、ありがとうございます！」

　あのとりつくしまのない状況で、まさかお役目大事のタルジュが助けてくれるとは思わなかった。

　しかしタルジュは、礼を言われる筋合いはないとばかりに、いつもどおりの無表情のまま口を開いた。

「ここでの名はオレティウス、あの方はオレスとお呼びです」

「あ、はい。わかりました。オレスさん、ですね」

「あの方が市し井せいにいらしたことも、かの国にいた者しか知らないことですので」

「……。……はい」

　言外に、サフィードと呼ばないように、と釘くぎを刺されてしまった。

　私の部屋はこちらになります、とうながされた先は、公子の執務室からふたつみっつばかり離れただけのすぐ近くの部屋だ。

「なかにもいくつか部屋がございますので、奥の部屋をお使いください」

　室内に入ると、白一色のしっくい壁が、射さしこむ陽光に映はえていた。

「わあ、海がよく見えますね」

　マィヤが寝しん台だいに駆かけ寄ってひざをついて窓の外を眺ながめていると、

「海からの襲撃にも備えなければいけませんので、夜間は板戸を閉めてください」

　と言い足された。眺ちよう望ぼうのためではなく哨しよう戒かいのための窓だということだ。

「あなたの行動についてご指示を受けておりませんが、戦時中だということをご理解のうえ、城内にお留とどまりいただけると助かります」

　淡々と告げるタルジュに、「はい、お世話になります」と、マィヤは寝台の上でぺこりと頭を下げた。

　街に出てみたい気持ちもあるが、サフィードのちかくに留まることができるのはありがたい。

（近くにいれば話す機会もできるだろうし！）

　先ほどはけんもほろろだったが、あきらめておめおめと帰るつもりはない。

（いまにみてなさい！　絶対に聞き出してやるんだから！）

　とマィヤが拳こぶしを握りしめて覚悟をあらたにしていると、タルジュがぽつりと言葉を落とした。

「……まさかあなたが追って来られるとは思いませんでした」

「え？」

「あの方になにをおっしゃりにいらしたにせよ、あなたが会いに来てくださったことには感謝しなければいけないのでしょうね。この先、思いを残して務まる局面ではありませんから」

「え、それって……」

　問い返す前に、タルジュ──オレスは部屋から出ていった。

（思いを残してって……この先になにがあるというの？）

　感謝されたような釘を刺されたようなオレスの言葉は、マィヤの心に深く残った。
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　一方、窓の外を見やっていたサフィードは、オレスが執務室にもどると、視線を向けることなく口をひらいた。

「予定よりもずいぶんと出港が遅れているようだが？」

「左様ですか。積み下ろしに手間取っているのやもしれませんね」

　その指摘にも声こわ音ねを揺らすことはない。あいかわらず淡々と返すオレスにサフィードは、この野郎、と内心ののしった。

　この様子ならばマィヤが乗ってきた西行きの便に乗せ直すこともできたし、逆回り航路が半月後というのも怪あやしい──と思っていると、「本当に半月後です」と先に言われてしまった。己の側近ながらそつがないにもほどがある。

「今日、港に出ていたのはあれを拾うためか」

「結果的にそうなりましたね。ですがなにが届くかはわかりませんでした。ただ、あの便で送るという報しらせを受けておりましたので港に赴おもむいたまでのこと。まさか人が届くとは思いませんでしたが」

「準備のいいことだな。ということは当然護衛つきか」

「そちらはべつの者に接触させております」

　オレスはしれっと言ってのけた。

　少年姿とはいえ非力な子どもがひとりで船旅など危険きわまりない。サフィードはマィやをそう叱しかりつけたものの、予想はついていた。

　マィヤには、本人のあずかり知らないところでちゃんと護衛がついている。この目で確認したわけでなくとも、ついていないはずがないのだ──彼女は女帝のひとり娘なのだから。

　彼女の父であるアルカダルの先帝が皇宮内で暗殺され、生まれて間もない彼女は生母の命めいで皇宮から出された。侍じ女じよに抱かれて無事逃げのびた彼女は、侍女とともに人のよい商人に拾われ、実の娘として育てられて現在に至いたる。

　その侍女が病やまいで亡なくなったのちは、傭兵の国ファルナスの公子であった自分を護衛のために商家に送りこむほどの徹底ぶりだ。親子として対面こそしていないが、女帝が娘を気にかけていることはまちがいない。

「なにを考えているんだ、あの御方は。まさかこんなところに来てまで護衛しろっていうんじゃないだろうな？」

「前回のように、警護のために皇帝代行をさせるかたちとは異なりますが、結果的に護衛せざるをえない状況なのは変わりないですね」

　淡々と告げられた言に、サフィードは、はあ、とおおきなため息をついた。

「結局そうなるわけか……」

　ファルナスにもどったことでサフィードはすでに彼女の護衛の任からはずれている。とはいえ彼女が女帝の娘だと知っている以上、彼女の身を危険に晒さらすわけにはいかない。万が一、彼女がファルナスで命を落とすようなことがあれば、女帝の恨うらみを一身に浴あびることになる。すなわち、アルカダルを敵に回すもおなじだ。

「しかしこれはよい機会だと思いました」

「なにがだ。いまの俺にファルナス以上のなにかを背負う余裕があると思っているのか？」

「だからこそです」

「……なに？」

「たしかにいまの貴方あなた様に感かん傷しように浸ひたっている余裕はない。ならば、白黒はっきりつけるには本人が目の前にいたほうがいい。

　あの方に伝えなかったのは、動向を知られたくなかったからでしょう？」

　オレスの指摘にサフィードは息を吞んだ。

　──もしファルナスの公子だと名乗ってきたならば。

　遠くアルカダルの帝都にいても、自分の動向は伝わってしまう。

　それは戦勝の報かもしれないし、戦死の報かもしれない。そんな噂に心乱されてほしくなかった。

　もう自分は彼女の知る自分サフイードではない。そうわかってもらうよりも、自分ははじめから知らせないという方法を取った。正体を知らなければ感情を揺らすことはない。

　名もなき商人がひとり行方ゆくえ不明になった、それだけで終わる話のはずだった。

　傷つけたくない、その想いからしたことだが、そんな気き遣づかいが必要な相手ではなかった。それどころか彼女は真実をつかむために、危険をおかしてまでみずから乗りこんできてしまった。

　彼女はみずから放つ輝きそのままに、その行動はいつも自分の想像を超こえてくる。

「幸い、生きて再会することができたのです。今度こそ、心を残されませんように」

「……そうだな」

　オレスの指摘に、サフィードは遠く青い空を見やって想いを馳はせた。
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　翌朝、陽が昇るかどうかといった時分から、マィヤ──アティルは箒ほうきを手に城中を掃はいてまわっていた。

「おはようございます！」

「……なんだ、見かけない顔だな？」

「昨日からオレスさんの下につくことになりましたアティルです！　よろしくお願いします！」

　はじめは不ふ審しん感かんを隠さないでいた兵たちも、そう言って頭を下げると、

「ああ、昨日の船で来たのか」

「そういやオレスさんに連れられてきてたのがいたな」

　と表情がやわらぐ。

「そんな細っこい腕で大丈夫か？」

「掃そう除じも大事だが鍛たん錬れんもおこたるなよ」

　声を返してくれる兵たちに「はい！　ありがとうございます！」と元気に返事をしながら、アティルは城内をくまなくまわった。

　タダ飯食らいは商人の恥はじ、せめて掃除でもしてお手伝い──というのも理由のひとつだが、一番の目的は城内の把は握あくだ。

　ここがどのような造りになっていて、どのような者たちが暮らしているのか。サフィードがいまいる場所をこの目で見ておきたい。

　自分が間かん諜ちようであることを危き惧ぐしてオレスに素す性じようを訊たずねる者もいるだろうが、オレスも適当に話を合わせてくれるだろう。

　アティルがそれとなく観察しながら場内を掃きつづけていると、一刻ほどして角つの笛ぶえが鳴り響き、

「おい、食いそびれるなよ」

　と面倒見のよさそうな男が食堂に案内してくれた。

　地下の食堂にいたのは百名ばかり、席がそれだけしかないので交代で食事を取るようだ。

　トレイに木もく椀わんを載のせてならんで進んでゆくと、流れ作業で順々に食事を載せられる。

　堅かたく焼きあがったパンに乳ちちで煮た麦、スープはトマトの煮込みだ。おおぶりの野菜や羊肉がごろごろと入っていて、大おお鍋なべや大おお釜がまで作られたそれらはいかにも大味だが、すべてがほくほくとして芯しんまで温かい。

「おまえ、ずいぶん若いな。内乱のときは物心つく前か？」

「あ、ぼくはファルナスの生まれじゃないんです。国のほうでオレスさんにお世話になっていたのでついてきました」

　適当な噓をついて、あとでつじつまが合わなくなっても困る。アティルが素直にファルナス人でないことを明かすと、

「ああなるほど。アルカダル人か。そういやアティルって名もアルカダルのものだな」

　と男は納なつ得とくしてうなずいた。この男は、オレス──タルジュがアルカダルに亡命していたことを知っていたようだ。

「アルカダルにいれば平和に過ごせただろうに、なんでまた。わざわざ戦地に飛び込むなんて物好きだな？　その身体からだじゃ鍛きたえていたわけでもないんだろう？」

「戦場ではお役に立てませんけど裏方ならお手伝いできるかなって。むこうでいろいろお世話になったので、こちらでなにかできればと思いまして」

「ずいぶん殊しゆ勝しような心がけだな」

　まあ無茶はするなよ、と男は早々に席を立ち、食事を待つ次の男に席を譲ゆずった。

　次の男とも自己紹介がてら世せ間けん話ばなしをしたアティルだが、その男もアティルより先に席を立ってしまった。見渡してみると、みな食べるのが速かった。どうやら優雅に朝食を取るようなところではないようだ。

　もっと話を聞きたかったが、アティルはあわてて口に流しこむと、ふたたび掃除にもどった。

　下の階から順々に城内をめぐって上階にあがり、執務室の前を掃除していると、サフィードがオレスとともにもどってきた。

「おはようございます！」

　アティルが元気よくあいさつすると、サフィードは目を瞠みはった。

　なにをしているんだ──という思いが顔に表れている。だがサフィードは言葉にせず、わずかに逡しゆん巡じゆんしたのち無言で室内に入った。どうやら無視を決め込むことにしたらしい。

　そんなサフィードに、アティルはなにくわぬ顔でついて入ると、

「──おい、なぜ部外者を中に入れる」

　サフィードが言い咎めたのはアティルではない。アティルの入室を拒こばまなかったオレスだ。アティルについては徹底無視するつもりらしい。しかし、

「私がお預かりしている御方ですので、城内でご自由に滞在していただくことにしました」

　それがなにか問題でも？　といった口ぶりでオレスにしれっと返されたサフィードは反論できずに、むっとして席についた。

（オレスさん、強い……）

　掃除中に集めた情報によると、オレスはファルナスの将軍の息子むすこらしい。サフィードをアルカダルに亡命させたのはオレスの父で、いまは別の国に客将として迎えられているため、オレスが側近を務めているとのことだ。

（そういえばアルカダルでも皇宮武官の隊長格だったっけ）

　場を仕切ることに慣れているのだろう。オレスにうながされるまま、サフィードは書類に目を通しはじめた。

　アティルも箒から雑ぞう巾きんに持ち替えて、執務室の調度をみがきはじめる。そして折をみて話をしようとサフィードの手があく時機を見計らっていたが、室内にはひっきりなしに伝令が入ってきた。

「シレネ砦の糧りよう食しよくの備び蓄ちくの報告をお持ちしました」

「セレイア砦、昨晩は交戦なしとのことです」

　報告を受けるたびにオレスが地図に状況を書きこんでゆき、サフィードはそれを見ながら各伝令に砦への指示を下す。

　報告書に向ける真剣なまなざしはアルカダルにいたころとおなじもので、もたらされる報せが売り上げから戦況になってもなんら変わらない──いや、戦況を見ているいまのほうこそ本当の姿なのだろう。

　商人にしては整いすぎた姿勢やしぐさも、ここではしっくりとくる。あるべきところに収まって、こここそが彼の本来の居場所なのだとアティルに突きつけてくる。

　──あの人は、自分の知っているサフィードじゃない。

　その現実にどきりと鼓こ動どうが跳はねるとともに、じわりと胸に痛みがひろがる。

（本当に公子様なんだ……）

　遠い存在のように感じられて、アティルが呆然と眺めていると、サフィードは一瞬ちらとこちらを見たが、すぐに視線をもどしてしまった。

（もう話すことはないということ……？）

　突き放されたような気がしてアティルが息を吞んでいると、ふたたびノック音が響いた。

　入ってきた兵は、せわしげなノック音そのままにあわてた様子で言ごん上じようした。

「申し上げます。ヴァルティアからご使者がみえました」

「──なに？」

　この城に集うのはヴァルティアからの独立を求めて立ち上がった者たち、つまり敵方からの使者がきたということだ。

「先触れなしとは無ぶ粋すいなものだな。使者は誰だ？」

　サフィードは事態の重さに反して気安い声で返していたが、

「それが──エルトリア公にございます」

　その名が出るなり、室内が一瞬で緊きん迫ぱくした空気に包まれた。

（えっ、その人ってたしか──）

　かつてのファルナス公国の重臣にして、ヴァルティア軍を領内に入れたことでファルナス滅亡を招いた人物。サフィードにとっては祖国と両親を奪った相手──つまり仇かたきだ。

（そんな人がどうして……）

　しかし動揺するアティルをよそにサフィードは表情をひきしめると、

「──了解した。通せ」

　と兵を下がらせた。

「危険ですので奥に下がっていてください」

　そうオレスに告げられると、アティルはとっさに叫んだ。

「あっ、あの！　ここにいちゃいけませんか!?」

「は？」

　ふたりの間ではどのような言葉が交かわされるのか──いや、交わされるのは言葉ではなく刃やいばかもしれない。

　戦時中に、敵国の使者が斬きり殺されるのはままあることだ。特に今回はサフィードにとって因いん縁ねんの相手、憎にくんでも憎みきれない男だ。現にいまのサフィードは、平静を装よそおっているものの、瞳の奥にはいつも以上に秘めたなにかを感じる。

　両者の間でなにがおこなわれるのか、サフィードが──アレクシウス公子がどのように遇するのか、自分の知らないアレクシウス公子がどのような人物なのか、この目で見届けたい。

　しかし、それまで無視を決めこんでいたサフィードが告げた。

「部外者が首を突っこむな」

「──！」

　その一言に、アティル──マィヤは反射的に叫び返した。

「部外者なんかじゃないもの!!」

「……なに？」

「この十年はサフィードにとっては偽りの毎日だったかもしれないけれど！　でもたしかにずっとわたしと一緒に暮らしていたの！　名前を捨てたからってこの十年間を捨てられるなんて思わないで！」

　そしてマィヤは一息に言い切った。




「わたしの思い出まで勝手に消し去るなんて許さないんだから……!!」




　マィヤは肩でおおきく息をしながら鋭するどく睨にらみつけた。

　サフィードは、その名を捨てることで十年間をなかったことにしているようだが、一緒に過ごしてきたこの十年間はサフィードだけのものではない。勝手に捨てられると思ったらおおまちがいだ。

（勝手に終わりになんてさせないんだから！）

　鬼き気き迫せまるマィヤをサフィードは呆然と見つめていたが、その間に割って入る影があった。──オレスだ。

「痴ち話わ喧げん嘩かならばあとでお願いします」

（痴話喧嘩!?）

　思いがけない言葉に、がう、と嚙かみつこうとしたマィヤだったが、オレスは猛もう獣じゆう使いよろしく淡々と、「ご使者をお待たせしていますので」と告げた。

「この部屋にいらっしゃるならば殿下の後ろにお立ちを。従者としてふるまってください」

　言いまわしに不満はあるが、とりあえず室内に残ることが許されたマィヤ──アティルは、オレスにおとなしく従うことにした。

　サフィードは正装の外がい套とうを羽は織おり、身なりをととのえる。先ほどまでは自分に文句を言いたげだったその目からは、いつしか鋭い光はなくなっていた。それどころか面に浮かんでいたのは、因縁の相手を迎えるにしては不敵な笑みだ。

（どういう心境の変化？　サフィードはどうするつもりなの……？）

　のこのこと敵てき陣じんに乗りこんでくる仇に、残ざん虐ぎやくなふるまいにおよぶのでは──とアティルは不安をおぼえて、固かた唾ずを吞んで見つめる。

　しかしサフィードの目は、室内に入ってきた人物を見るなり見開かれた。




「おひさしゅうございます、殿下」




　執務室に入ってきたのは、知らない中年男などではなく、ドレスに身を包んだ妙みよう齢れいの淑しゆく女じよだった。

（えっ、イリア様!?）

　イリアがまとっていたのは、ヴァルティア王族にしてはひかえめな、アルカダルを訪れたときよりも装飾も色味も抑えたドレスだ。

　それは神へ祈りを捧ささげるときの礼拝服のようにも見えたが、サフィードの軍服姿と対ついをなすかのようにすらりとしたイリアの立ち居を引き立てて、その凜り々りしさに女のアティル──マィヤでさえも目を奪われてしまった。

　そして驚いたのはサフィードもおなじらしい。サフィードは幻まぼろしでも見たかとまばたきをくり返し、そして口をひらいた。

「エルトリア公がおいでだと聞いていたが？」

「はい。私がいまのエルトリア公です」

「なに？」

「お恥はずかしい話ですが、父はこの使者の命めいが下されたときに位くらいを退きました。いまは私がその名をお預かりしております」

　その言に、なるほどな、とサフィードはうなずいた。

「さすがに敵地に乗りこんでくる勇気はなかったか。そんな任を振られるなんて、さしずめファルナス併へい合ごうの功を振りかざして煙けむたがられたというところか？」

　ファルナスを裏切った者を、ファルナス再興のために立ち上がった軍への使者に選ぶ──つまり、のこのことファルナスに殺されに行くか、任を投げ出して位を退くか、どちらかを選べと突きつけられたかたちだ。遠まわしに進退を突きつけられてしまうような存在だったのだろう。

　そしてサフィードの言にイリアは、肯うなずきこそしなかったが、困ったようなあいまいな笑みを浮かべた。どうやら図星だったらしい。

「して新たなエルトリア公のご用件は？」

　その名を負ってよくここに来られたものだ、そう言わんばかりの横おう柄へいさをにじませてサフィードは問うた。

「摂せつ政しようアレクセル殿下の意をお伝えしにまいりました」

「ほう、王太子殿下が正式に摂政になられたか。それほど国王のお加減はよろしくないということかな」

「仰おおせのとおりです。すでに王は統治に関する全権を、王太子であるアレクセル殿下にゆだねておいでです」

「して、摂政殿下はなんと？」

「殿下は、アレクシウス公子にファルナス公位を受けていただきたいと。旧ファルナス領を約束するとのことにございます」

「摂政の言葉ならば空から手て形がたではないということか」

「ぜひご一考いただければ幸いに存じます」

　とイリアはゆるやかに頭を垂れたが、サフィードはさっくりと返した。

「無む傷きずで旧領安あん堵どは悪い話ではない──が、いかんせん芸がないな」

「と申されますと？」

「その話ならアルカダルで聞いた。すでに返答済みだ。断る、とな」

（やっぱり！）

　アレクセルがアルカダルを訪れた狙ねらいは、ロマノスとの戦の脅おどしだけではなく、公子アレクシウスと接触することだったのだ。

「もう一度おなじ話を持ってくるなら、色をつけるのが常道だろう？」

「ごもっともな仰せでございます。殿下は戦が長引けばロマノスが介かい入にゆうしてくるやもしれぬと、両者の利を考えてそのように仰せです」

「ほう、ロマノス、な」

　ロマノスはファルナスとヴァルティアを間に挟はさむ形でアルカダルの西に位置する大帝国で、アルカダルとは因縁の間柄だ。ファルナスはかつてはロマノスに与くみする傭兵だったが、それも百年ちかく昔の話、いまは特にロマノスと格別なつながりはない。

「ロマノスの介入を許して、おとなしくファルナスだけ襲おそってくれればいいがな？　争いに介入してファルナスを乗っ取ったヴァルティアが、今度はロマノスの介入を許して乗っ取られたら滑こつ稽けいこの上ないぞ」

「仰せのとおりにございます。ファルナスとヴァルティアの争いに第三国の介入を許せば両者に利がない──そのことはご理解いただけましょう」

「だから戦をすることなくおとなしく臣下に下れというわけか」

「……然さ様ようにございます」

　身もふたもない言いようにイリアは目を伏せ、サフィードは、はん、と鼻で嗤わらった。

「理解できなくはないが、ヴァルティアの妥だ協きよう案あんに乗る義理もないな。ファルナスの領地がもどってきたところでヴァルティアの犬では意味がない。ファルナスはヴァルティアの番犬になるつもりはない。おまえにそのような事情が理解できないとも思えないのだがな？」

「それは……」

　言い返されてすこし言葉に詰まったイリアに、サフィードは好戦的な瞳を向けた。

「おまえも納得していないというわけか。まあ、主あるじにこの案を持っていけと言われたならしかたがないな。話は聞いてやった。奴に言っておけ。大国を手て駒ごまに使いたいなら手た綱づなくらい己おのれでさばけとな」

　やれるものならやってみろ。そう言わんばかりの不敵な笑みに、アティルは思わず目を奪われた。

　アルカダルにいたころから自信に満ちていたが、その人となりは公子というやんごとない出自が育はぐくんだものだったらしい。公子の肩書きがもどったことで、さらに威い力りよくを増している気がする。

「──とまあ、そういう内容の返書はしたためてやるから、ついてきた奴らに持ち帰らせろ」

「え……？」

　そう告げるとサフィードは一歩踏ふみ出し、イリアの手首を取った。

　イリアはとっさに腕を引こうとしたが、固く摑つかまれているのかびくともしない。

「なにを……」

　イリアがかすかに怯えを宿やどした目を向けるとサフィードは宣言した。




「おまえを帰すつもりはないからな」




「────！」

　イリアは驚きに深い海色の瞳を見開く。

　そして驚いたのはアティルもおなじ、鉄てつ面めん皮ぴのオレスでさえも平常心を保たもてずに食い入るようにふたりの様子を見つめていた。

「なんのご冗じよう談だんを！」

「冗談なものか。俺がその案を飲めば、エルトリア領は〈ファルナス公〉に与えられるんだろう？　奴はどのみちエルトリア公をヴァルティアから放ほう逐ちくするつもりだった。ならば先にいただいても文句あるまい？」

「そのような御ご無む体たいな！　私の務めはヴァルティアの使者として殿下のご回答を持ち帰ることです！」

「──そして間かん諜ちようをつづける気か？」

「──！」

　覗のぞきこむように顔を寄せるサフィードに、イリアは息を吞んだ。

「ヴァルティアの内情を探さぐり、こちらに情報を流しつづけるつもりか」

「それ、は……」

「そのような危険な真似を俺は望んでいないし、死し間かんなど許さん。──オレス」

「はっ」

「エルトリア公にご滞在いただく。手配しろ」

「は、しかし……」

　めずらしくオレスが異論を挟もうとすると、そのつづきをイリアが叫んだ。

「まさか国使を捕とらえるおつもりですか!?」

　するとサフィードは、ついと目を向けた。なにをいまさらと言わんばかりの目だ。

「ああ、そうだが？　もともと殺されても文句は言えない立場だろう。エルトリア公の名を負っているというのであれば」

　十年あまり前の内乱でサフィードの両親が亡くなっていることをイリアは当然知っている。エルトリアは親の仇、そう面と向かって突きつけられたイリアはくちびるをふるわせたが、

「なに、悪いようにはしないさ。おとなしく誘ゆう拐かいされていろ。おまえがヴァルティアで得た知識は我わが軍の役に立つ。それだけで帰さない理由として十分だ」

「そのようなことをなされては殿下の御お名なに傷が……」

「傷どころか一度は名を失った立場だ。いまさら気にすることか」

　そう告げ、サフィードはイリアの頤おとがいに指の背を当て、くい、と上うわ向むかせると、

「もともとおまえは俺の婚こん約やく者しやだからな。返してもらっても文句はなかろう？」

「………」

　イリアは上向かされた状態で、しばし視線を揺らして考えこんでいたが、やがてこくりと肯うなずいた。







　そんなやりとりを見せつけられたアティルは、その場に呆然とたたずんでいた。

（いったいなにがあったの？）

　あまりに急な事態に、理解が追いつかない。

（サフィードが国使を捕らえた……？）

　敵国の使者が囚とらわれたり殺されたりするのはままあることだ。しかしそれは宣戦布告の返答にほかならないし、冷酷な君主だと非ひ難なんを浴びることもある。けっして褒ほめられたことではない。

（それにイリアさんになんて言ったの……？）

　ここに残ることを了承したイリアは、逃げ出すことなくおとなしくサフィードと言葉を交わしていた。

　ふたりが話しているのはファルナス語だ。アティルだって話せるし、聞き取れない音量でもない。だがアティルは呆然とたたずんだままふたりの姿を見ることにせいいっぱいだった。

　背せ丈たけもあり、すらりとした体格、立ち居に品があるふたりが語らう姿は、アティルにある言葉を連想させた。

　まるで王子様とお姫様──

（ううん、まるでじゃない）

　目の前にいるのはおとぎの国の住人などではない。正真正しよう銘めいの公子と貴族令れい嬢じようだ。

　ふたりはこれからのファルナスについて語っているのだろうか。サフィードを見上げるイリアの白い面は、こころなしか頰ほほがほんのり染まっているように見えた。

『おまえを帰すつもりはないからな』

　先ほどの一言がよみがえり、どくんと鼓動が跳ねる。

『おまえは俺の婚約者だ』

　不意に涙がこみ上げてきて、アティルは思わず廊ろう下かへと駆け出した。

「え!?　マィヤ様!?」

　アティルが駆け出したことで、それまで気にも留めていなかった室内の従者が、実は見知った相手だったことにイリアも気づいたらしい。

　呼び止めるイリアの声が聞こえたが、アティルはそのまま廊下に出ると、一気に階段を駆け下りた。
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　城内を駆けてアティルがたどりついた先は、小さな中庭の一角だった。

　外廊下にかこまれたその場所は草木が生おい茂しげり、手入れが行き届いていないせいもあってアティルの姿を覆おおい隠してくれる。先ほど城中を掃除していて見つけた場所だ。

　アティル──マィヤはそこにしゃがみこむと、立てた膝ひざに顔をうずめた。

　なぜ逃げたりしたのか──すこしでもあの場所にいたくなかった。あの光景を見ていたくなかった。

　他人同士というにはやや近い距離で言葉を交わすふたりは、とても自然に見えた。イリアは強引なサフィードのやり口に困惑しながらも、いつものことだからしかたないとあきらめて受け入れている節ふしがあった。

　ふたりの間にあったのは、長い時間でつちかわれた信頼感だ。心を飾らない子どものころから一緒にいたふたりだからこその関係。

　そのときマィヤの胸をある言葉がかすめた。

　お似合い──その現実に苦しくなって、思わず逃げ出してしまった。

『死間など許さん』

　死間──命を懸かけて敵方に潜入する間諜だ。

　イリアがファルナスのために尽つくそうとしていることはマィヤも知っていたし、イリアはかつてサフィードにヴァルティアとロマノスとの関係を伝えるためだけに、その身を懸けてアルカダルまでやってきたのだ。

　ヴァルティアにもどったのちも、サフィードのために尽くすだろうことは予想していた。そしてその行動がどのような想いに由来しているかも、マィヤは気づいている。

（イリア様はいまもサフィードのこと……）

『おまえは俺の婚約者だ』

　マィヤの心がきゅっと締めつけられた。

　イリアに顔を寄せてそう告げるサフィードには、見ているこちらがどきどきした。そしてイリアもまた、驚きよう愕がくしつつもどこかほっとしたような、どこか嬉うれしがっているように見えた。

　──うらやましい、と思った。

（サフィードもいまでもイリア様のことが……）

　だからアルカダルでの日々はすべて忘れて、ファルナスを取りもどし、イリアを側に置きたいと思っているのだろうか──

（──わたし、なにしに来たんだろう）

　マィヤは強く膝をかかえて、固く目を閉じた。

　呼ばれてもいないのに押しかけて、イリアがサフィードに望まれる様子を見て心を乱して、自分はそんな現実を見るために来たのだろうか。

　ファルナスに来たことは後こう悔かいしていない。サフィードの行方が知れただけでも十分だ。いまのこの状況がサフィードの返答だというなら、自分は受け止めてアルカダルに帰るべきなのだろう。

（それでも──）

　側にいたい──そう心が騒ぎたてる。マィヤはあばれる気持ちを押さえこむように膝をぎゅっと抱きしめた。

　あばれる感情の名をマィヤは知っている。いくら想っても受け入れられるとは限らないものだということもだ。行き場も受け取り先もないまま、悲しくあばれつづけるそれを息を詰めて耐えていた。

　そのときだ。

「マィヤ様」

　思いがけず名を呼ばれてはっとした。イリアの声だ。

　マィヤはそのまま息を詰めて潜ひそんでいたが、イリアは城の死角を知っていたかのようにすぐに見つかってしまった。

「マィヤ様、お隣よろしいですか？」

「そんなっ、お衣装が汚れてしまいます！」

　言い募つのったものの、イリアはひかえめに微笑ほほえむとそのまま隣に腰を下ろす。

　マィヤがどんな表情をしたものかとまどっていると、イリアは気にした様子もなくやさしい微笑を向けてきた。

「まさかマィヤ様とこのようなところでお会いできるなんて嬉しいですわ。殿下とご一緒にいらしたのですか？」

「あ、え……と……」

　けっして一緒に来たわけではない。自分は押しかけてきただけだ。

　マィヤは答えることができずにいたが、イリアは不審な表情を微み塵じんも見せず、おっとりと告げた。

「マィヤ様が殿下のお側にいてくださって安心しました」

「そんな、わたしは……」

　イリアのように望まれてここにいるわけでもなければ、必要だと言われたわけでもない。

「イリア様のようにお役に立てることはなにもありませんし……」

　マィヤが力なく首を横に振ると、イリアは「そのようなことはございませんわ」と告げ、なつかしそうに目を細めた。

「アルカダルで殿下とひさかたぶりにお会いしたときに驚いたのです。あの方がご自分以外に心をくだいていらっしゃるなど思いもしませんでしたから」

「え……？」

「殿下は昔から強い意思をお持ちで、殿下がこうと決めたなら周囲は従うのが当然でした。人を率いるお立場が輪をかけていたのかもしれません。ですがアルカダルでお会いしたとき、強い意思と自信をお持ちなのは変わりませんが、殿下はお変わりになったことに気づきました。命じるのではなく、心をくだいて見守るようなお相手がいるのだと──そのお相手がマィヤさまですわ」

「え、えっ!?」

　意い図としないところで自分の名が出て、マィヤは動揺した。

「わたしですか!?」

「ええ。以前のあの方はなんでもみずから率先してやってしまって、だれかを見守るなどとは縁遠い御方でしたから」

「あっ、あのときはただ、サ……殿下が任務でお側にいてくださっただけで！」

　イリアは、サフィードが側近として皇帝代行をしていたマィヤの側にいたことを知っている。だが普段から商人としてともに暮らしていたことは知っているのだろうか。

〈殿下〉と呼ぶ相手が商人に身をやつしていたなどと口にするのははばかられて、マィヤはあくまで皇帝代行と側近としてちかくにいただけだと主張してみたが、イリアは「いいえ」と頭かぶりを振った。

「ただの任務ならば、感情を殺してふるまうこともできる御方です。ですがマィヤ様についてお話しになっておられる殿下の表情はそうではありませんでした。あの穏おだやかな目を見て、その感情はマィヤ様がいてこそ得られたものなのだと感じました。とても目が離せないようなご様子でしたわ」

「そっ、それは言ったところでわたしが好き勝手動いてしまうからでは……!?」

「その行動を見守ることのできる深みができたのは、マィヤ様のおかげですわ」

　商人のときもかなり俺様気質だったが、ファルナスにいたころは輪をかけた状態だったようだ。

（ああ、でもたしかにうちに来た当初もそうだったかも……）

　自分ならばこうするのにと不満を抱かかえているような、頑かたくなさを感じることがあった。当時は、商売の流儀や方法が以前サフィードがいた商会と異なっているせいかと思ったが、それまで命じる立場だった彼が商人見習いという立場を受け入れられずにいらだっていたのかもしれない。

「殿下はアルカダルでお暮らしになって、人として心の幅をひろげられたように感じました。このたび殿下がファルナスにおもどりになられたのも、けっしてご自身の復権のためではなく、ヴァルティアの支配下に置かれ、意に沿わぬ戦を強しいられかねないファルナスの民を思ってのことでしょう。ファルナスにもどってこられた殿下は、以前の心におもどりになるかもしれない。そんなときにその心を育まれたマィヤ様が殿下のお側にいらっしゃることを、私は頼もしく思います」

「そんなっ、わたしはそのような大層なものでは……！　イリア様のほうがよほど殿下に必要とされておいでのようですし！」

　マィヤはあわてて手を振って誤解を解とこうとするが、そんな両手をイリアにつかまれてマィヤはひるんだ。

「マィヤ様から見れば、ファルナスにいらっしゃる殿下は遠い存在のように思えることがあるかもしれません。ですが殿下はきっとマィヤ様がご存じの殿下です。そのことを信じていただけませんか？」

　イリアはすがるように見つめてくる。ちかくで見るとますます美女だ。その美び貌ぼうと勢いに押されるままにマィヤが思わずうなずいていると、

「イリア様────？」

　彼女を探す声が聞こえた。

「どなたかお呼びのようですわ。ではまたゆっくりお話しさせてくださいましな、マィヤ様」

　イリアはここが舞踏場であるかのように優雅に立ち上がると、マィヤにゆるやかに会え釈しやくして、その場を立ち去った。







　イリアが早々に見つかったため、マィヤがここにいることは気づかれず、人の気配はイリアとともに去っていった。

　ひとり取り残されたマィヤは、人の気配が消えるなり、自身の頰を両手でぱん！　とひっぱたいた。

（──なにしてるのわたし）

　自分はイリアの言うようにサフィードの心の支えになっているなどとは思っていないし、イリアのようにサフィードに滞在を望まれる知識や知性もない。

（けれどここで膝を抱えていることがわたしのするべきこと？）

　自分はそんなことをするために海を渡ってきたわけではないはずだ。

　マィヤはにじむ涙を袖そでで拭き、敢かん然ぜんと立ちあがる。そして中庭を出ると、雑談に興きようじていた兵たちを見つけた。

「イリア様、さらに美しくなられたなあ」

「殿下がお帰しにならないのも無理もないよな」

「エルトリア公も放逐されたみたいだし、これで晴れて元の鞘さやか。身内の不ふ祥しよう事じとはいえイリア様には罪のなかったことだしな」

　ファルナス人にとっては仇の娘だが、イリアの評判は上々なようだ。

「麗うるわしい女性が城にいるだけで士気があがるよな」

　そう言い合ってやに下がっている兵たちに、マィヤ──アティルは「あの、お話し中すみませんが」と割って入ると、商売用の笑顔でにっこりと問いかけた。

「出すい納とう役の方ってどこにいらっしゃいます？」
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　突然話しかけられた兵は、「出納役？」と首をかしげながらも、財務をあずかる者の部屋へと案内してくれた。

「なんだおまえ？」

　机に向かったまま胡う乱ろんな目で見上げる壮そう年ねんの男は、この人も傭兵だったのだろうと一目でわかる筋肉質な体型をしていた。

「はじめまして。新しく来ましたアティルといいます」

「……ああ、オレスが連れてきたガキか。財務ならいまは俺があずかってるが、なにか用か？」

「あの、お訊きしたいことが。食材ってどこから仕入れていらっしゃいます？」

「食材？」

　思わぬ質問に不審そうに問い返されたが、アティルは微塵も陰を見せずに「はい、そうです」とうなずいた。

「それなら料理番が見つけてきた商人からだな。ヴァルティアで商人をやってたころの伝つ手てがあったそうだ」

「なるほど。食材といえば戦の命いのち綱づなですよね？」

「そりゃそうだ。腹が減ったら戦どころじゃないからな」

「今回イリア様がヴァルティアにおもどりにならないことで、ヴァルティアは本格的に兵を差し向けてきますよね。そこで陸路も封ふう鎖さされることが予想されるわけですが」

「たしかにな。まあ、そのことも考えてないわけでもないが、量は減るだろうな」

　男は神妙な面持ちでうなずく。

「そこでひとつご提案なのですが、海から食糧を調達したくないですか？」

「海から──海商か？　そりゃあ海路があったら助かるさ。けど海のほうは伝手が薄くてなあ」

　くしゃくしゃと後頭部をかきながら渋しぶい顔をする男に、アティルは懐ふところに入れていた金属製の板を取り出して卓たく上じように置いた。

「なんだこれは？」

「アルカダル帝国のシェリーク商会の割わり符ふです」

　その言葉に男は目を丸くした。

　立体的に複雑な形に削けずられている割り符は、遠方にいる商人同士が取引するために使うものだ。それとともに、裏に持ち主ぬしの名が彫ほられているため、商人の身分証代わりにもなっている。

「シェリーク商会っていやアルカダルの大おお店だなだろ？　オレスがアルカダルにいたのは聞いているが、なんでまたそんな大商会のものをおまえが？」

「ぼく、シェリーク商会の商人なんです」

「は!?」

「親がシェリーク商会の商人なので小さいころから手伝っていて、今回のファルナス行きでやっと割り符をもらえました」

　その告白に男は目だけでなく口も丸くした。

　ただの手伝いのガキだと思っていた子どもが、大店の割り符を持った商人だというのだから驚くのも無理もない。

「なのでぼくはシェリーク商会の伝手が使えます。もし取引に関わらせていただけるなら、海の購入経路確保に尽じん力りよくします」

　アティルは開いた口がふさがらない男に「いかがでしょう？」と挑戦的な笑みをきらめかせた。
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　午後、執務の休きゆう憩けいに席を立ったサフィードが窓から街を見下ろしていると、港の一角に見おぼえのある姿が目にあった。

　長いターバンをなびかせた小柄な身体が、人ごみにもまれながら、とてとてと駆けている。探しても見つけるのは困難なほどの人出、しかも顔も判別できるかどうかという距離だというのに、その挙動だけで不思議と目が拾ってしまう。

「あいつはなんで港に降りているんだ。城内に留めておくんじゃなかったのか？」

「護衛がついていますから問題ありません。厄やつ介かいな問題に巻き込まれることはないと思います」

「俺が心配してるのは、あいつみずからが厄介な問題を引き起こすんじゃないかということなんだがな？　あいつは港になにをしに行ったんだ」

「商あきないをするおつもりのようですね」

　その返答にサフィードは「……商い？」と不審げに眉をひそめた。

「ここでか？」

「ええ。糧食を確保する経路を探しに行ったようです。たしかに今後はさらに陸路の輸送が難しくなるでしょうから、海路の開拓は願ってもない話です」

　いまファルナス軍が押さえている砦は、陸路は完全にヴァルティアに押さえられたかたちだ。ヴァルティアが本格的に物流を阻はばんできたなら、兵が詰める砦はもちろん、街人さえも飢うえかねない。

　もちろん対応策は練ってあるが、海路があればありがたいのはたしかだ。

「シェリーク商会の信用の高さはファルナス近郊でも変わりませんから、よい仕事をしてくれるでしょう。イリア様を引きとめたことからそこまで察したなら、たいしたものです」

「………」

　海と陸の交まじわるところ、アルカダルでもっとも活気のある帝都で育った娘だ。彼女は、人々の生活は商人が流通させている〈物〉でなりたっていることを知っている。

　彼女はアルカダルで人々の求めるものを動かしていたように、ここでも糧食を動かすつもりだろう。この軍のため、そしてこの街に住まう民のために。

　しかしサフィードが返答できずにいると、割り込む声があった。

「そのような方を追い返そうとなされましたの？」

　その声とともに執務室に入ってきたのはイリアだ。

　ふたりの邪じや魔まをしないようにと、オレスは一礼して部屋から下がった。

「ファルナス軍にとっても大切な御方でしょうに」

　マィヤを追い返そうとしたのは事実だが、イリアが来る前の話だ。

「見たわけでもないだろう」

　そう抗弁すると、イリアはお見とおしとばかりに口こう端たんに笑みを浮かべた。

「どうりで私に対して強引な態度をお取りになると思いましたわ。あの方に見せつけるためだったのですね」

　──完全に見抜かれている。

「まさかあの方がいらっしゃるとは思いませんでしたから、私もすこし驚いてしまいましたわ」

　人をあてつけにお使いにならないでくださいましな。

　イリアはすべて見とおしているかのようにおっとりと微笑み、サフィードは、たいした女だと苦笑した。

「本当にマィヤ様をアルカダルにお帰しになってしまうおつもりですの？」

「自分の問題に巻きこんでいい女じゃないんでな」

「しかしあの方はみずから巻きこまれにいらしたのでしょう？　ご自分の意思で来られたのです。とてもおとなしくお帰りになるとは思われませんわね」

「そのときはまた頼むかもな」

　するとイリアは首を横に振った。

「お受けしかねますわ」

「なぜ？」

「あの方は、殿下が手放してはならない御方だと思いますから」

「──知っている」

　その率直な返答に、イリアがかすかに目を見開いた。

　自分にとって必要な相手だという自覚なら、すでにある。

『わたしの思い出まで勝手に消し去るなんて許さないんだから……!!』

　あの言葉を聞いたとき、マィヤの心にある想いにも気がついたし、心を寄せられている、ただそのことだけで力が湧わいてくるような気がした。なんでもできる気がした。

　しかしそれと同時に気づいたことがある。

　彼女と距離を置かなければいけない。

　自分ひとりの想いならばなんとでもする。けれども、自分にもしものときに彼女ひとりが傷つくような想いは遺のこしておくわけにはいかない。

　自分が動きはじめたのは未来をつかみ取るため。しかしいまはまだ、その先にあるものに手を伸ばすわけにはいかないのだ。

「あいつは俺がいなくても生きていける。──強い娘だ」

　サフィードはそう告げると、陽光を照りかえす海岸沿いを駆ける存在に、まぶしそうに目を細めた。
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「おう坊ぼつちゃん、今日は漁船が入ってきたんでいい魚があるぜ」

「わあ、お魚いいですね！」

「サラフからは麦が届いたんだ。持っていかねえか」

「ありがとうございます！　──備び蓄ちく分はあったほうがいいですよね？」

　アティルがふり返って訊たずねると、同行していた青年はこくりとうなずいた。

　毎日料理人である青年を連れて荷下ろししたばかりの港をまわるのが、ここ数日のアティルの日課になっている。

　ここアトゥナの街でもアルカダルのシェリーク商会の名はおおきい。代金を取りそびれることがないというだけでもアティルはお得意様で、その上ファルナス軍の台所をあずかっているとあっては、ファルナス軍の勝利を願う街人たちも自然と表情がやわらかくなる。

　今日も城の兵たちのために食材を見つくろい、城へともどりかけると、連れ立って歩いていた料理人の青年が話しかけてきた。

「本当にアティルさんには感謝しています。海から食材が確保できなければ、毎日パンとスープだけになるところでした」

「感謝だなんてそんな……間に合ってよかったですね」

　国使であったエルトリア公イリアがファルナスに捕とらえられた──その報しらせを受けたヴァルティアの動きは速かった。主おもだった街道が封ふう鎖さされてしまったのだ。いわゆる兵ひよう糧ろう攻めだ。

　ファルナス軍も封鎖を解とくべく戦っているものの、このアトゥナの街に入ってくる食材が極端に減ってしまった。

　とはいえ市場に出まわる食材が減っても、街人の日々の生活もある。城が糧りよう食しよくを買い占しめるわけにはいかない。

　そこで動いてくれたのが、海上の商人たちだ。

　アティルはシェリーク商会の伝つ手てを使ってファルナスで物資が不足していることを伝えたところ、近海をまわっていた船はこぞってアトゥナの港にやってきた。

　物不足で売れるとわかっていて手をこまねいている彼らではない。噂うわさは口づてにひろまって、いまでは港にひっきりなしに船が着き、海からの調達分だけで糧食を賄まかなえるほどだ。

　港を管理する者も、こんなに多くの船が入ってきたことははじめてだと、接岸の手配にあたふたしている。

「食材が届くのは助かりますけれど、毎日どんな食材が手に入るのかわからなくてすみません」

「それはかまいませんよ。僕がこうして出向いて献こん立だてを考えればいいことですから。今日はあれだけ魚が手に入ったので、今晩は魚のクリーム煮にしましょうか」

　青年の提案にアティルは思わず目を輝かせた。

　とろりと煮込んだ乳ちちとチーズのスープに、ほっこりととろける野菜と白身の魚。ここに来てはじめて食べた料理だがすっかり好物だ。

　アティルが食事を楽しみにしながら城の裏門をくぐると、先に買いつけた品がどんどん運び込まれていた。裏門で荷の確認を受け、許可が出たものだけ兵たちが城内に運び込むという仕組みだ。

　兵たちが荷の検査をおこなう中、アティルと青年は会え釈しやくして先に城に入ると城内は閑かん散さんとしていた。

「ずいぶん人が減っちゃいましたね……いま何人くらい残ってるんでしたっけ？」

　はじめて食堂に来たときは、あわただしく食事をして次の者に席を譲ゆずっていたのに、いまでは食べる速さを気にせずとも席があまっている。

　料理を作っている彼は具体的な城内の人数を知っているだろうに、答えを避けて言葉をつづけた。

「かなりの兵力を前線に送り出してしまいましたからね。しかしそのことを悟さとられるわけにはいきません」

「悟られる？　だれにですか？」

「もちろん〈敵〉にですよ」

「敵……？」

　温和な青年の口からさらりと漏もれた言葉に、アティルはどきりとした。

「ええ。前線から遠いこのアトゥナの城下は穏おだやかに見えますが、当然ヴァルティアの間かん諜ちようがまぎれ込んでいますし、我われ々われが買い込む食材の量はもちろん、煮に炊たきのための煙けむりも監視されていることでしょう。我々はその目を欺あざむくために食材をたくさん購入しますし、煮炊きのための煙も欠かしません」

（はー、そうなんだ……）

　料理番はただ調理がうまいだけではなく、そのようなことにも気を配くばらなければならない。彼もまた、〈情報戦〉という目に見えない戦場で戦う武人だったのだ。

「たしかに買っている量──特に日持ちがしないものなどを買えば、おおよそ見当がついてしまうかもしれませんしね。だからあんなにたくさんお魚を？」

　青年はひかえめに微笑しながらうなずいた。

　城内に残っている兵が腹いっぱい食べてもまだ残りそうな量を買いつけていたのは、敵の目を欺くためだったのだ。街に入り込んでいる間諜に、この城内にはまだ大勢の兵が残っているのだと思わせるために。

「けれどこんなに食べきれませんよね？　どうするんですか？」

「塩しお漬づけにして前線に送りましょう。内陸の彼らのほうが、流通が止まった影響を受けているでしょうから」

「あ、なるほど！　ぼくもお手伝いします！」

　アティルは料理は苦手だが、箱はこ詰づめくらいなら手伝えそうだ。

　しかし青年は「ありがたいお申し出ですが」と首を横に振り、べつの仕事を口にした。

「アティルさんには糧食の備蓄確認をお願いしてもよろしいですか？」

「はい！　任せてください！」

　いつ籠ろう城じよう戦になるやもしれないいま、備蓄確認は重要だ。いくら戦いくさに長たけていようとも保存している糧食が尽つきれば戦わずして負ける。糧食はまさに軍の命いのち綱づなだ。

　アティルは青年から金属製の鍵かぎをあずかると、城の奥にある食糧庫へと向かう。

　その途中で、回かい廊ろうにいた男が声をかけてきた。

「食糧庫か。手伝おうか？　備蓄確認は手間だろ」

　アティルはオレスの知り合いという触れ込みがきいているのか、親切にしてくれる人が多い。

「あ、はい。ありがとうございます」

　素直に好意を受け入れると、男はアティルとならんで歩きはじめた。

　男の背はアティルより頭ひとつ高く、しなやかに鍛きたえた肉体が服の上からも見て取れた。

「毎日街に出て買いつけだなんて、おまえさん、若いくせにすでにいっぱしの商売人なんだな」

　そうは言うが男も若い。二十代半ば、アティルと十歳もちがわないだろう。

「アルカダルにいた頃から商売してたのか？」

「はい。家が商家なので物心ついたころから関わってました」

「へえ、それがどうしてまたファルナスに？」

　それを訊ねられるのは何度目だろう。食事時に兵たちから幾いく度どとなく訊きかれたことだ。

「やっぱりおかしいですか？」

「そりゃそうだろ。戦がはじまるってときに、あえて戦場に乗り込んで来るなんてさ。来るのは武器商人か一いつ攫かく千せん金きんを狙ねらう山やま師しばかり、すくなくともシェリーク商会の商人が来るようなところじゃあないな」

　戦がはじまれば巻き添えを食わないように避ひ難なんする、たしかにそれが大おお店だなの商人の常識だ。

「アルカダルの皇こう宮ぐうに出入りしていたとき、オレスさんがお得意様で、お世話になったんです」

「ああなるほど、それでか。アルカダルに亡ぼう命めい中とは風の噂で聞いていたが、まさか皇宮武官に化ばけていたとはなあ」

「そのときぼくはオレスさんがファルナス人だとは知りませんでしたけど、とても頼もしかったですよ。出身を知って、さすが傭よう兵へいの国の方だなと思いました」

「適材適所だな。だがアルカダルも公子までこき使うってのはどうなんだ？　いくら皇宮内とはいえ傭兵は番犬じゃないんだぜ」

（あれ？）

　そのときなにかが引っかかった。──どこか、おかしい気がする。

「……殿でん下かが皇宮武官だったことがご不快ですか？」

　脳のう裏りで警けい鐘しようが響いているが、アティルは表情に出すことなく訊ねる。

「そりゃそうだろ。自国の王が他国の王にこき使われて、いい気がする奴なんていないだろうさ」

（────！）

　その返答に、渦うず巻まいていた疑問が確信に変わった。

（この人───）

「まあ亡命させてもらっていた身じゃえらいことは言えないけどな──」

　とつづけていた男は、並んで歩いていたアティルの姿がなくなったことに気がついて、ふり返った。

「おい、なにしてんだ。はやく食糧庫を調べないと──っておい!?」

　足を止めていたアティルは、踵きびすを返すと脱だつ兎とのごとく駆かけ出した。

「だれか……！」

　アティルは駆けながら腹の底から叫ぶ。だが食糧庫があるのはただでさえ奥まった場所だ。見回してもほかの兵の姿はない。いつもなら食糧庫を警備する兵がいるはずだが、いまは買いつけた食材の確認のために出はらっているのだ。

「待ちやがれッ！」

　アティルは必死に駆けるが、男とは背せ丈たけ──つまり足の長さがちがう。

　男は傭兵ばかりの城に潜もぐりこむだけあって身体からだはしっかり鍛えており、そんな大人から逃げられるはずもない。

　風になびいていたターバンをむんずと摑つかまれ、アティルの首が思わずのけぞった。

「面倒かけさせやがって。なんで逃げんだよ」

「だってあんた、ヴァルティアの間諜だろ!?」

「──！」

　はっと男の意識が逸それた瞬間に、マィヤはターバンから抜け出す。そして男から一歩飛びすさると、アティルのやわらかな金の髪がさらりと揺れた。

「はっ、なにを言いだすかと思えば──」

　男はそう言って笑い飛ばしたが、目は笑わないまま皮肉げに口こう端たんを上げた。




「──どうして気がついた？」




（──！　やっぱり……！）

　ヴァルティアの間諜だと気づいたのは、この男が『公子がアルカダルで皇宮武官をしていた』と思い込んでいたからだ。

　公子──サフィードは、アルカダルではシェリーク商会で商人として暮らしていた。

　サフィードが皇宮武官に扮ふんしたのはたった二度だけ、その二度ともがアティルが皇帝としてヴァルティア国王太子アレクセルと謁えつ見けんしたとき。つまりこの男はアレクセルとつながりがあるということだ。

　アレクセルもまさか、公子が普段は商人として暮らしていたなどとは思いもしなかったのだろう。ずっと皇宮武官として暮らしていたものだと思い込んで、間諜にもそう伝えてしまった。

　アルカダルにいたファルナスの者たちは、公子が商人をしていたことを知っているし、あまりこころよく思っていなかったともオレスから聞いている。だからアティルがここで商売をはじめたとき、『商人としてふるまうのはかまわないが、くれぐれも公子の過去は口に出さないように』と釘くぎを刺さされたし、ほかのファルナスの者も同様に公子の過去に触れないようにしていた。そのためこの男は城に潜せん入にゆうしてからも認識の誤あやまりを正すことができなかったというわけだ。

　しかしそのような事情を話してやる義理はない。アティルが口を引き結んで睨にらみつけていると、

「言うつもりはないということか。まあ勘かんは良いようだが、運は良くなかったみたいだな！」

　男は剣も抜かずに殴なぐりかかってきた。血が飛び散るのを避けたのだろう。

　アティルは飛んでくる拳こぶしを躱かわし、横から両手で伸びた男の腕を押すと、殴りかかった勢いに引っ張られるように男の身体が揺らいだ。

「おまえ、その動き……」

　男は数歩よろめいてふり返ると、アルカダルの大商人の小せがれが見知ったファルナス風の構えを取っていたことに驚いたらしく、目を瞠みはった。

「へえ、ファルナスの世話になったってことは本当らしいな……じゃあ遠えん慮りよなくやらせてもらおうか」

　男の裏うら拳けんがアティルの頭部を狙う。アティルは両腕を盾たてにして防いだが、ずん、と重い衝しよう撃げきが身体全体に伝わってきた。

　次ついで蹴けりが飛んできて、避よけきれなかったアティルは蹴り飛ばされて石いし畳だたみの上に転がった。

「うっ……」

　力を逃がすように蹴りを受けたが、それでも痛みが強い。うめくアティルを男はつづけて蹴ろうとしてきて、アティルは身を転がして避けた。

　そしてアティルは身を起こしたが、脇腹に食らった蹴りは思いのほか重く、片方の手で腹を押さえながら膝ひざで立つのがやっとだ。

「ほんと軽いな、おまえ。身体鍛えてねぇだろ。そんな細っこい首じゃ、片手で折れちまうぞ？」

　男はあくまでも腰の剣を抜くつもりはないらしい。痛みをこらえるアティルを追いつめるようにゆっくりと近づいてくる。それはまるで野生の獣けもののよう、どこから喰くらってやろうかと、舌なめずりが聞こえるようだ。

「……ぼくを手にかけてどうするつもりですか」

「さあなあ。このまま潜入をつづけるのもいいが、せっかく食糧庫の鍵が手に入るんだ。兵糧をつぶせる好機だからな。一気に片をつけちまってもいいな」

　海商のおかげで街の市場に物資が回るようになってきたとはいえ、城の食糧庫が燃やされたらファルナス軍にとって大きな痛手だ。食糧庫は外から燃やされないように石壁でできているが、内から火を掛けられればひとたまりもない。

（大事な食糧を──そんなことさせない）

　アティルは男から視線をそらすことなく呼吸を読みながら、頭の中で懐ふところの鍵と得物の短剣を確認した。

　男が剣を抜いていないいま、反撃の機チヤ会ンスは一度きりだ。

　剣の稽けい古こは受けていたものの、人を斬きりつけたことなどない。はじめて人に斬りつけることを思うと、緊張で手のひらに冷たい汗がにじんだ。

（けどこの男に鍵を渡しちゃダメだ）

　男を斬ってでもこの場をしのがなければ、もっと多くの人が──大切な人が傷つくことになる。

（サフィード──）

　アティルが覚かく悟ごを決め、悟られぬよう相手の息を読んでいたそのときだ。




　ひゅんっ、と風を切る音がした。




（なに……？）

　アティルも事情がわからないまま、次いでなにかが刺さったような音がする。なにごとかと目を走らせると、男の胸から突き出していたのは矢じりだった。

　男は自分の身になにが起こったのか理解できないまま呆ぼう然ぜんとたたずんでいたが、やがて口から血を吐いてその場に昏こん倒とうした。

　男の背に刺さっていたのは、おおきな矢羽だった。

（射られたのか？　いったい誰が──）

　はっとしてアティルがあたりを見まわすと、城の二階に弓をかまえる人影があった。──サフィードだ。

　サフィードは弓をその場に置くと、手すりをひらりと乗り越えて、外がい套とうをなびかせて地上に降り立った。

「無事か!?」

「あ、うん……」

　そう言いながらも、アティルは解けた緊張とともにぶり返した腹の痛みで立ち上がることができない。

　サフィードは眉まゆをひそめると、アティルの前に膝をつき、背中と膝に手をまわしてそのまま抱きあげた。

「サ、サフィード!?」

　いとも軽々と抱きあげられて、アティル──マィヤはあわてふためく。

「なっ、なにするの!?」

「痛みで立てないんだろう。ずっとあそこでうずくまっているつもりか？」

「それはそうだけど！　公子様がこんなことダメだって！　下ろして！」

　言いつのってみたものの、サフィードが歩みを止めることはない。そして、

「サフィード……！」

「黙れ」

　ただ一言、低い声こわ音ねで言葉を封じられてしまった。

　城内をゆくと兵から視線を向けられて、マィヤは恥はずかしさのあまり身体を小さくする。

　殿下がどうしてあんな下したっ端ぱを？　とみなが遠巻きにする中、ひとりの兵が声をかけてきた。

「殿下、いかがなされましたか」

「ヴァルティアの間諜が城内にまぎれこんでいて、こいつが襲われた」

「え!?」

「食糧庫の前で射抜いたが、息を吹き返すかもしれない。身み柄がらを確保してこい」

「は……はっ！」

「それと執しつ務む室しつに治ち療りよう道具を持ってこさせろ」

　そう言い置くとサフィードは階段を上って執務室に入り、その奥につながる寝しん室しつにマィヤを横たわらせた。そして駆けつけてきた兵から治療道具を受け取ると、さっさと部屋から追い出して、マィヤのかたわらに腰を下ろした。

「いったいなにがあったんだ」

「なにって……食糧の備蓄確認をするように頼まれて食糧庫に向かっていたら、あの男が手伝うってついてきたの。狙いは食糧庫の鍵だったみたい。途中でヴァルティアの間諜だって気がついたから、とっさに逃げ出したんだけど、追いつかれちゃって……」

　と説明していたマィヤだが、サフィードのいつになく険けわしい表情を見て取って、

「サフィード、怒ってる……？」

　おそるおそる問いかけると、怒ど声せいが飛んできた。

「あたりまえだ！」

　その声量と気迫にマィヤはふるえあがった。

「そんなあぶない真ま似ねしやがって！　鍵でもなんでも渡してやればよかっただろう!?」

「そっ、そんなわけにはいかないわよ！　あの男、貴重な食糧を燃やそうとしていたのよ!?」

　戦時中の糧食がどれほど大切なものか、マィヤなりに理解しているつもりだ。特に陸路が封じられて、入港が不安定な海路に頼っているいま、数日船が入らなくても飢うえないだけの備蓄は必ひつ須すだ。

「あの食糧はわたしが仕入れた大切な商品よ！　燃やすなんて許さないわ！」

　マィヤが商人としての矜きよう持じをにじませると、サフィードは目を瞠みはり、次いで呆あきれた息を漏らした。

「それだけ元気があれば問題なさそうだな。どこが痛むんだ」

「腕もしびれてるけど、特に痛いのは蹴られたお腹なかかしら」

　するとサフィードはあたりまえのようにさらりと告げた。

「見せてみろ」

「ええ!?」

　思わずマィヤはすっとんきょうな声を上げてしまい、サフィードは不ふ審しんげに眉をひそめた。

「見なければ怪け我がの具合がわからないだろう？」

　サフィードが言っていることは至し極ごくまっとうだが、マィヤはとっさに腹を抱かかえた。

「いやよ恥ずかしい!!」

「は!?　恥ずかしいなんざどの口が言ってるんだ!?　腹を出して寝ていた分ぶん際ざいで！」

「腹を出して、ってそんなはしたないことしてないわよ！　いつの話よそれ!?」

「屋敷でうたた寝しているときだ。いつも腹を出して、くかくか寝ていただろう!?」

「それはそういう服だったから……!!」

　気温の高いアルカダルでは衣い装しようの布地はすくない。もともと胸の下から腰のあたりまで開いているので、腹が出ていたのは不可抗力だ。

（けれどそんなところを見られてたの……!?）

　昼寝の光景を想像すると、気恥ずかしさが湧わきあがって顔が熱ほてる。

　そんなマィヤにサフィードは腕組みして告げた。

「言っておくが、この城にいる医者はもれなく男だからな。見ず知らずの男に診みられるのとどっちがいい」

　その指摘にマィヤはぐっと息を吞のんだ。

　女であることを隠かくしている以上、ほかの男に腹を見せるという選せん択たく肢しはない。いくらなんでも肌はだに触れられれば女だと気づかれる。

（ううう……）

　恥ずかしさでいっぱいだったが、マィヤが覚悟を決めて服をすこしめくり上げると、サフィードは目をすがめて視線を落とした。

　それは仕入れ確認のときの食肉を見る目と変わらない。せいぜい羊か鶏にわとりか──女として見ていないことがありありと伝わってくる。

（だから嫌だったのに！　どうせ色っぽい女によ人にんの腰つきじゃないわよ……！）

　マィヤはくやしさに涙がにじみそうになったが、

「ここは痛むか？」

　触れるサフィードの指先は冷たく、訊ねる表情は真剣そのものだ。

「あ……うん、ちょっと痛い……かも」

「じゃあこっちはどうだ？」

「そこもちょっと……」

　サフィードはまるで医師のように冷静に怪我を調べ、マィヤの手足を伸ばしたり回したりして動きを確認している。

　その真剣なまなざしに気恥ずかしさが鎮しずまってゆく中、サフィードは薬を塗りはじめた。

「冷た……！」

「痣あざになっているからな。内臓まで傷ついた様子はないから、まずは冷やすのが先だ」

　サフィードは淡たん々たんと答えて薬を塗ると、その上から布を当てて包帯を巻いた。

「あの……」

　サフィードの態度はあくまで事務的なもので、かすかに寂さびしさをおぼえて呼びかけたものの、

「打ち身のせいで熱が出るかもしれないな」

　とつづく言葉をさえぎられてしまった。

（やっぱりもう話してもらえないの？）

　助けてくれたのはただの偶然、通りすがりに自分が襲われていたのをたまたま見かけてしまっただけだ。

（本当はやっぱりわたしと関わり合いたくないってこと……？）

　胸が詰まる思いがしてマィヤがうるんだ目で見上げると、サフィードは覆おおい隠すように軽く手を載のせた。

「いまはゆっくり休め」

「……うん」

　サフィードには話すつもりがない。その言葉を受け入れるしかないのだと、泣きたい気持ちで胸がいっぱいになったマィヤだったが、つづく一言に思わず耳を疑った。

「──おまえのおかげで助かった」

（え……？）

　その声音は優しい。

　いまのサフィードはどんな顔をしているのだろう？

　見たいと思ったが、載せられた手がはずれることはなく、マィヤはその声音にほっとして、そのまま眠りの底に吸い込まれていた。
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　マィヤが眠りから目覚めると、あたりは闇やみに包まれていた。

　唯一の光源は、窓から射さしこむ月明かりだけだ。きらめく星海の中に満ちはじめて丸みを帯びた月がぽっかりと浮かんでいる。

（えっと、ここって……）

　どこだっけ、と一瞬混乱したが、すぐにこの場所にいる状況を思い出した。

（ここはサフィードの部屋だわ。わたしが怪我したから……）

　怪我をして運ばれて治療を受けて、眠りに落ちているうちに夜になっていたらしい。

　マィヤが寝台から身を起こすと腹部ににぶい痛みがあった。だがたいしたことはない。塗り薬のおかげか、昼よりも痛みは引いている。

（サフィードもただの打ち身って言ってたものね）

　さすがに一晩中ここにいるわけにはいかない。自分の部屋にもどって休もうとマィヤが寝台から降りたそのとき、扉とびらが開いて、サフィードが灯あかりを手に部屋に入ってきた。

「起きたのか。どこに行くつもりだ？」

「もう大丈夫だから部屋にもどろうかなって」

　いまが何時かわからないが、マィヤが目覚めるまでサフィードも寝ることができずに待っていたのかもしれない。

「寝台、借りちゃってごめんね」

　そう言ってかたわらをすり抜けようとすると、不意にサフィードがマィヤの腕を取って引きとめた。

「今晩はここで休んでいけ」

「……え？」

「いま調べさせているが、まだほかにも間諜が潜りこんでいるかもしれない。この部屋にいるのが一番安全だ」

　たしかに、味方のふりをして城内で暮らしている間諜から身を守るのは至難の業わざだ。

「でも寝台はひとつしかないし……」

　さすが公子様の寝台だけあって、五人くらい一緒に寝られそうなほどの広さがあるが、それでもおなじ寝台というのはためらいがある。

「俺はそっちの長なが椅い子すで休むから気にするな」

「そんな！　それならサフィードが寝台を使って。わたしは起きてるから」

　いま起きたばかりで眠れないし──そう告げると、「怪我人はおとなしく寝てろ」と軽く頭をこづかれた。

「横になっているだけでも身体が休まる」

　サフィードがこう言うときはなにを言っても無駄だ。マィヤは自分のぬくもりの残る寝台へとすごすごともどることになった。

　寝台に横たわったマィヤは、長椅子に行っちゃうのかなとサフィードの姿を目で追う。

　するとサフィードは寝台の脇に椅子を寄せて腰かけ、マィヤの額ひたいに手を伸ばした。

「──！」

　驚きに息を吞んだマィヤだが、サフィードは気づいた様子もなく「熱はそれほどでもないようだな」と淡々と告げた。

「今晩大丈夫なら明日は起きられそうだ」

「うん、明日も朝から港に降りなきゃいけないし！」

　マィヤは湧きあがる想いをごまかすように声を上げると、サフィードは「また商売か」と息をついた。しかしその息は昼のような呆れまじりではない。どこかなつかしさを感じさせるものだ。

「毎日がんばっているみたいだな」

「う、うん！　わたしも無む駄だ飯めし食らいの居い候そうろうをしに来たわけじゃないし！」

　言ってから、じゃあなにをしに来たんだ、と突っ込まれる気がして、マィヤは口早に言葉を継ついだ。

「このアトゥナの港はアルカダルより小さいけれど、商あきないの流れは変わらないのね」

「まあな。扱う荷の量がちがうだけで、生活に必要なものが変わるわけじゃないし、規模が小さいとかえって隅々まで目が届くしな」

　アルカダルの帝都にいるよりも全体が見渡せて勉強になるかもな──

　そう語るサフィードは、アルカダルにいたときと変わらない。出自がたとえ公子様でも、こうしてふたりきりで話しているときは商人のサフィードのままだ。

　アルカダルの屋敷にいたときの空気を思い出して、マィヤの心が軽くなった。

「商いに関わっているのは楽しいか」

「うん。やっぱりこういう暮らしがわたしの性しように合ってるみたい。……サフィードは？」

　すこし不安をおぼえながらマィヤは切り出した。

　アルカダルでの日々はサフィードにとってどのようなものだったのか。こちらにもどって公子としての生活はどうなのか。訊くのは怖いが知りたい。

「俺か……俺は性に合う合わない以前に、果たすべき務めがあるからな」

「務め？」

「ああ。みなが帰りたいと思う場所を作ってやれるのは俺だけだ。だから俺がやるしかない」

　それは〈ファルナス公子〉という名に付ふ随ずいするあまりに重い責務で、サフィードはしかたないとばかりに息をついた。

「あいつがうまいことやっててくれればよかったんだけどな」

「あいつって……ヴァルティアのアレクセル殿下？」

　ああ、とサフィードはうなずいた。あの男と知り合いだったというだけでも驚きだが、ただの知り合いという雰ふん囲い気きではない。

「もしかして親しかった？」

「まあな。隣国の後継ぎ同士でおない年だからな。幼おさななじみだった」

「……！」

　隣国の王族同士、顔見知りでもおかしくないとは思ったが、そこまで親しい間柄だとは思っていなかった。

　アルカダルの皇宮で再会したとき、元婚こん約やく者しやのイリアとの再会とあわせて、サフィードにはおおきな衝撃だったにちがいない。

　表情に出さないながらも、サフィードの心の内ではどのような思いが交こう錯さくしていたのだろう。

（あんなに近くにいたのに……）

　そのようなこと、まったく気づかなかった──サフィードが悟らせなかった。

「ヴァルティアがファルナスを乗っ取った経けい緯いはなんにせよ、ヴァルティアの治世は無む闇やみに国民を虐しいたげるようなものではなかった。だからこの十年はもったんだろう。──だがあいつはロマノス帝国の誘いに乗った」

　サフィードは怒りをこらえるように拳をにぎりしめた。

　アルカダルを狙っているロマノス帝国、その誘いに乗るということは、両帝国の争いの先せん鋒ぽうを買って出たということだ。

「わざわざロマノス帝国に加か担たんしなくとも、ロマノスともアルカダルとも敵対しないようにうまく立ちまわることもできたはずだ。しかしあいつはロマノスの先鋒になることを選び、そしてファルナスの民たみはロマノスの手先となって戦うことを拒こばんだ。──どちらが正しい道というわけじゃない。ただあいつとファルナスの民とは考え方がちがった。たがいが信じているものがちがうから一緒にいられなくなった。

　ファルナスの者たちがヴァルティアと分かれて、元のファルナス国という形を取りもどしたがっている以上、その旗はた頭がしらになれるのは〈公子〉として生まれた俺しかいない」

　サフィードはそう告げるといらだたしげに息をついた。

　サフィードも戦など望んでいなかった。だからこのようなかたちで独立の狼煙のろしを上げなければいけなかったことに憤いきどおっているのだ。

「……ねえ、サフィード」

「なんだ」

「公子様って楽しい？」

「──は？」

　その問いにサフィードは面食らったように顔を上げた。予想外の質問だったらしい。

「なんだいきなり。楽しいか、だと？」

「うん。だってサフィード、厳しい顔しているもの」

　サフィードは売上報告書に目を落としていたときも真ま面じ目めな表情をしていたが、それでもこの売り上げをどうしてやろうかと次の戦略を立てているような楽しさがにじんでいた。けれどもいまのサフィードの眉み間けんはただ厳しいだけだ。

　するとサフィードは呆れたように「おまえな」とため息を漏らした。

「楽しいはずないだろ。望むもののためとはいえ、命を懸かけて戦ってるんだ。金で片がつく商売とはわけがちがう」

「じゃあ戦わない方法はないの？」

「こちらから売ったケンカだ。引くわけにはいかない。独立を勝ち取るまでな」

「独立を勝ち取ったら楽になれるの？」

「どうだろうな。独立したところでそこで終わりというわけじゃない。旗はた頭がしらとしての務めがはじまるのは実質そこからだ。ずっと玉座に縛しばられる」




「──それじゃあ、サフィードはいつ楽になれるの？」




　その問い返しに、サフィードは食い入るようにマィヤに見入った。

　サフィードは民が求めるまま、王になる。

　世界にはみずから王となることを望む者は多いだろう。しかしサフィードは王になりたかったわけではない。ほかに責務をこなせる者がいないから自分がなるしかないという──そこにサフィードの幸せはない。

　マィヤは身を起こすと、サフィードに詰め寄った。

「周囲に求められたからって、サフィードは応えるだけでそれでいいの？　サフィードはそれで幸せになれるの？」

　思わぬところから突かれてサフィードは呆然としていたが、マィヤの真意を汲くみ取ると、心を立て直してマィヤをまっすぐに見み据すえて告げた。

「それでいい悪いという話じゃない」

「どういうこと？」

「人には生まれながらについてまわるものがある。人が親から生まれるかぎり絶対にだ。それを負わせまいとする親もいるかもしれないが、俺の場合はそうではなかった。

　俺は親の地位を継ぐ者として育てられたし、それにいま、俺がこうして生きていられるのは、〈公子〉としての俺を必要としてくれた者たちがいたからだ。その者たちが子どもだった俺を国外に連れ出して、アルカダルまでたどりつかせてくれた。そして俺がアルカダルで庇ひ護ごを受けていられたのも、ほかにも客将として諸外国に招かれてくれた将たちがいたからだ」

「客将？」

「ああ。各国へ散った将たちが、公子である俺を庇護しているアルカダルに刃やいばを向けないことを約束してくれた。アルカダルとの不戦関係、それがきっかけではじまったのがアルカダルの〈特使制度〉だ」

「あ……！」

　マィヤは思わず声を上げた。

　特使制度については皇帝代行をしていたときに学んだ。

　アルカダル帝国との友好の証あかしとして各国の王族を〈特使〉として皇宮に招き、アルカダルは関税で他国よりも友好国を優遇する。そして国家間の問題が起きたときには、特使を通じていちはやく関係修復に努める。経済と政治が結びついた、あたらしい形の友好関係だ。

（たしかにそれを提案したのがファルナス公子だって……）

　そのときはサフィードが公子だと知らなかったが、正体が判明したいま、頭のなかで知識の欠片かけらがつながった。

　特使制度がはじまったのはおよそ十年前、ファルナス公子が亡命してきたときだ。そしてそれでアルカダルに滞在をはじめたのがサラフ国のラフィーカをはじめ、白の宮殿に住まう王子たちだった。

（それを作り出したのがサフィードだったってこと？）

　マィヤは呆然とかたわらに座る相手を見た。

　皇宮でお得意様だった彼らが、まさかサフィードがはじめた制度のためにアルカダルの皇宮に滞在しているなどとは思いもよらなかった。

　──国を動かすとは、そういうことだ。

　自分があたりまえに暮らしている日常をはるかに超こえたおおきな枠わく組ぐみを作り、動かすこと。動かすものは商売の比ではない。物だけでなく、人をも動かす。人の生活そのものの仕組みを創つくることだ。

　国を継ぐべく生まれ、育てられた〈彼〉にとって、商売のすべての手順を知って商会の人間を動かすくらいわけもないことだった。

「たしかに楽しい立場ではないし、楽になれる見とおしなんてどこにもない。でも俺は生かしてくれた人たちの恩に報むくいなきゃいけないし、それが俺が果たすべき責務だと思っている」

「……もう、いままでみたいに暮らせないってこと？」

　サフィードはややためらったのちに「そうだな」と答え、マィヤは苦い思いとともにその答えを飲みこんだ。

　──訊くまでもなく、わかっていた。サフィードはもう住む世界がちがう人間なのだと。

　こんなにちかくにいるのに──触れれば届くところにいるのに、それでもふたりを隔へだてるものはどれほどおおきなことか。

　幸せな時間を一緒にすごしてきたと思ってきた。これからも過ごせると思っていた。けれどもサフィードは、自分の幸福や心の望む方向ではなく、まわりの者が望む道をゆく。そしてそれもまたサフィード自身が望んだことならば、マィヤはそれ以上なにを言うこともできない。

　熱い吐と息いきとともに涙がにじむ。サフィードが手を伸ばし、うなだれたマィヤの頭に手のひらを載せた。

「嘆なげくことじゃない。いまさらのことだ。どんな家族だって、大人になればいままでのようにはいられないだろう？」

　子どもをあやすように告げる優しい声音。しかしつづいた一言に、マィヤははっと面おもてを上げた。

「いつまでも兄きよう妹だい一緒というわけにはいかないんだから」




「──！　〈兄〉だなんて思ったことない……!!」




　マィヤははじかれたように叫んだ。

　屋敷では兄妹同然にあつかわれていたし、ラフィーカに対しても〈兄のようなもの〉と説明した。大切な家族にはちがいない。けれどもマィヤの心の中でサフィードを兄だと思ったことなどないし、そう呼んだこともない。

　驚きに目を見開いて言葉をなくすサフィードに、マィヤはゆっくりと告げた。

「兄だなんて思ったことないわ。一度も」

　その理由は、マィヤの心の中に確とした形で存在している。

（だからここまで追ってきたんだもの）




「だって、わたしはサフィードのこと────」




　はっきりと言葉を紡つむいでいたマィヤだが、そのつづきを言葉にすることができなかった。

　──不意に伸びてきたサフィードの指が、マィヤの鼻をふにっとつまんだのだ。

「──！　なにするのよ!?」

　思いがけない妨ぼう害がいにマィヤは声を上げる。だがつづく問い返しに面食らった。

「ここがどこだかわかって言ってるのか？」

「え？　ここって……？」

（どこだっけ……？）

　問い返しの意味を受け取りそこねて、マィヤが呆ほうけていると、

「そういうことは男を警戒できるようになってから言うんだな」

　サフィードはそう告げて、早く寝ろとばかりにマィヤの頭にぽんと手を置くと部屋から出ていった。

（……えっと、わたし、はぐらかされた？）

　疑問符が頭の中をぐるぐるめぐりながらも、取り残されてしまったマィヤはしかたなく寝台に潜りこむ。

（さっきのはどういう意味かしら……ここはどこって、ファルナス領のアトゥナの城内で公子様の私室……よね……？）

　そして隣は公子の執務室だ。

　公子──つまり公人として過ごす場所でするような話ではないということだろうか。しかしマィヤとていいかげんなつもりで告白しようとしたわけではない。

（男を警戒できるようになってから──って、お昼に男に襲われたことを言ってるの？

　たしかに襲われたのは事実だけど、ちゃんと間諜だって見抜いたわけだし……）

　とマィヤは考えをめぐらせるが、しかしどこか会話が嚙かみ合っていない気がする。

（……。……。……）

　ぐるぐるしていた思考を止めて、無心になってみて、マィヤはふと思い出した。

　──そういえば、ここは寝室だった。

　もし、国がどうとか立場がどうとか間諜の男とかがまったく関係ないのだとしたら、警戒というのはもしかして────

「えええええ……!?」

　マィヤは思わず声を上げてしまい、その大音量と衝撃とともに布団の中に潜りこんだ。

（だってだってだってサフィードを警戒って……!?　たしかにわたしは兄なんて思ってないけど！）

　自分にとって兄でなくとも、サフィードにとって自分は〈妹〉でしかない──なかった、はずだ。けれども。

　妹以外の存在として見てもらえた──そう思って、いいのだろうか？

「～～～～～～!!」

　身体の内から湧きあがる想いは声にならず、ただ想像するだけで身体が寝台の上をごろごろと転りまわる。

（早く寝ろなんて言われても……！）

　今夜はとうてい眠れそうになかった。
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　サフィードは足早に執務室を突っ切って、廊下に出て後ろ手に扉を閉めると、ようやく息をつくことができた。

　室内から彼女の奇き声せいが漏れ聞こえたような気がするが、そんなものは無視だ。

「馬ば鹿かかあいつは……」

　──よりにもよって寝台の上でうるんだ目を向けて告白しようとする奴があるか。

　そのような無防備な姿をさらしておきながら、『〈兄〉だなんて思ったことない』などとたわごとをいったいどの口が言う。

（まあ、これも俺のせいか……）

　彼女の前でひたすら無害な男を演じてきたのは自分自身だ。男に対する警戒心を育ててこなかった自分が悪い──悪いのはわかっているが、そのつけをまんまと払わされるかたちになってしまったサフィードは、前髪をかきあげて額を押さえ、ことさらおおきなため息をついた。

「……なにをしておいでです」

　隣の部屋から顔を覗のぞかせたのは側近のオレスだ。

　今日はもう休むように告げてあったのだが、私室にもどれない自分には渡りに船だ。サフィードはオレスの部屋に押し入ると、ソファーに腰を下ろした。

「あのようなところでなにをうちひしがれていたんですか」

「自分の教育不足を悔くやんでいた」

「……？　あの方のご様子を見にゆかれたのではなかったのですか？　具合はいかがでしたか」

「具合はいいようだ。──よすぎて、まいった」

　その言葉だけで事情を察したらしい。オレスに返された言葉はたった一言、

「自業自得です」

　あまりに的確すぎる指摘にサフィードはさらに沈んだ。

「普通の少女らしくお育てになることだってできたでしょう。ずっと一緒に暮らしていらっしゃったのですから」

「わかってる」

　できないことはなかった。だが、したくなかった。

　革新派として暗殺されてしまった先代アルカダル皇帝と、男性社会であるアルカダル皇宮をその手腕で采さい配はいして〈女じよ帝てい〉とまで呼ばれるようになった女じよ傑けつ。そのふたりの間に生まれた彼女が、みずからの出自を知らぬまま市し井せいで暮らせばどのような娘に育つのか、見てみたかった。

　異色の両親を持つ彼女は、やはりほかの商家の娘のように育たなかったが、それでもいいと思っていたし後こう悔かいはしていない。──ただ、そのつけを払わされる日が来るとは思ってなかった、それだけだ。

「女帝はなにを思って送りこんできたんだ……」

　シェリーク商会店主のハーティもまた、彼女の出自は知っているし、国外に出すことは実母である女帝の耳に入れているはずだ。たとえハーティが言わずとも、彼女にひそかに護衛がついていた時点で確実に女帝は知っている。

　城内では接触しないようにと距離を置かせていたので先ほどは間に合わなかったが、次からはぬかりなく果たすだろう。

　ファルナスが内戦状態にあることも知っていながら、なぜ大切な娘を送り出したのか。

「私が皇宮にいたころ、女帝陛下にお訊ねしたことがあります。殿下を姫のお側に置いていかがなさるおつもりかと」

「なに？」

「殿下が姫をお守りするために市井におられることにファルナスの者も不満を募らせておりましたので、その理由をお訊きできればと。すると陛下はこのようにおっしゃっておいででした。すべてはあれの人生──と」

「彼あ女れの人生……？」

「はい。将来的にも皇宮に呼びもどすつもりはなかったようですね」

　元は父親である先帝が暗殺されたことからはじまったことだ。双ふた子ごの兄弟である皇帝を皇宮から逃がすわけにはいかない。ならばいまひとりの忘れ形見だけでも、と侍じ女じよのシェリークにあずけて逃がされた娘だった。

　彼女は皇おう子じの母として皇宮を離れることはできない。娘の命を守るためには、娘として皇宮に置くことはできない。彼女は我わが子を守り抜くために、娘との別離わかれの道を選んだ。

「ですから女帝がなさるのはただ守ることのみ。そのほかはすべて彼女の人生、ファルナスにも彼女が望むから望みどおりに来させた、ただそれだけのことでしょう」

「彼女の望み……か」

　彼女がなにを言おうとしているのかは、言葉にならずともわかった。その熱を帯びた目が雄ゆう弁べんに伝えてきた。

　屋敷にいたころから、ときおり覗かせていた感情だ。しかし日常を壊すまいと表には出さずにいた想い──それが屋敷という場所を離れ、国を離れ、家族という縁すらなくなって、堰せき止めていたものがなくなった。

「それでいかがなさるおつもりです」

「もちろんアルカダルに返す。こんな危険なところに置いておけるか」

　兄とは思っていない──自分とて妹だとは思っていない。

　気持ちがないからではない。大切だからこそ、けっして身を危険にさらすわけにはいかないのだ。

「そうそうおとなしく聞き分ける御お方かたとは思えませんが」

「それもわかっている。──嫌というほどな」

　その困難さを思うと頭が痛い。だが彼女の心の叫びを受けて、どこかあたたかな気持ちになっているのもたしかだ。

「……今日は月がまぶしいな」

　月の光は人の心を惑まどわすという。今晩のことは月光が引き起こしたいたずらだったのかもしれない。

　月がまぶしくて今晩は眠れそうにない──そう察したサフィードは「一杯付きあえ」とオレスに命じ、

「はい」

　オレスは異議なく従ったが、一杯で終わらないことは主従ともに気づいていた。
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『海はいいな。どこまでもつづいていて』

　沈みゆく夕ゆう陽ひを照り返して輝く海。

　城の屋上から眺ながめる海は夕陽のある場所までつづいているかのようで、思わず見入ってしまってそう告げたのだが、幼なじみから返ってきたのは、

『陸だってそうだろう？』

　と、なんとも気のない言葉だった。

　この景け色しきに感動しないのは、この城に住まう幼なじみにとっては日常の光景にすぎないからだ。

　宝を持っていながらあたりまえと思っている、そんな幼なじみに自分は告げた。

『海があれば、なんだってできる』

　内陸国である自分の国は、決まった国としか接することができない。だがこの国はちがう。海さえあれば、海に面しているどの国にだって行くことができるのだ。しかし、

『海には無限の可能性が備わっているのはたしかだが、その分、敵の数も無限だ。水みず際ぎわの防衛も難しいし、海かい賊ぞくも横行していい迷惑だ』

　返ってきたのは、実に軍事でなりたつ国らしい意見だった。

　実際、政務でたびたび取りざたされる問題なのだろう。海にかぎらず街道にも山賊や盗賊が出没して、国を治める者には頭の痛い問題だ。

『ファルナスの傭兵も海賊にはお手上げか』

　そう揶や揄ゆすると、『あいにくうちは海賊あがりじゃないんでな』とさっくりと返された。

　ファルナスが元傭兵ならヴァルティアは元山賊だ。神に依い託たくされて国を創ったと標ひよう榜ぼうしている周辺諸国からは野や蛮ばんだと見下されているが、建国神話があるかどうかのちがいだけで、元はどの国も似たりよったりのものだ。

『海でライオンは役に立たない』

　ファルナスが港を広げることに積極的ではないのは防衛上の理由らしい。

『だが──海も陸も、国を超えて自由に行き来できるようになったらいいな』

　遠い夕陽を見やって告げる幼なじみに、自分は切り出した。

『まずは目指してみないか。ヴァルティアとファルナスで』

　すると幼なじみはようやくこちらを見た。

　自分たちの国はけっして大きくないし、二国でどれほどのものができるかわからない。それでもはじめなければいつまでも望みは遠いままだ。

　たがいが国を継ぐのはまだまだ先、けれども隣国にはこの幼なじみがいる。

　いつかはきっと叶かなう日が来る。

『俺たちならやれる』

　その一言に幼なじみは一瞬啞あ然ぜんとして、次いで、大した自信だと呆れながらも破は顔がんし、うなずいた。

『──ああ、そうだな』







「──摂せつ政しよう殿下」

　その呼びかけに、ヴァルティア王太子アレクセルは眠りから引きもどされた。

「……もうこんな時間か」

　執務室には煌こう々こうと灯りが焚たかれているが、窓のむこうはすっかり夜だ。夕陽を見ているうちになつかしい思い出に引きずりこまれていたらしい。

「寝所でお休みになられては」

　たしかにここ数日、執務つづきでろくに寝所に帰っていない。空が白しらみかけたころに執務椅子で寝落ちて、朝の早い側近に発見されるのが日常だ。

　アレクセルは頭かぶりを振って「そのうちな」と側近の気き遣づかいを流すと、揺れる赤茶色の髪にいつもの軽やかさがないことに気がついた。たしか湯を使ったのは昨日の朝、明日の朝議までには身み綺ぎ麗れいにしておく必要があるが、いまは政務が先だ。

　アレクセルは側近が手にしていた文を受け取ると、一通はファルナスとの戦の報告書だった。あいかわらず砦とりでは落とせずにいるらしい。

　そしてもう一通はロマノスの動向を知らせるもので、目を落としたアレクセルは、手を振って側近を下がらせた。

（ロマノス海軍が動くか……）

　アルカダルの隙すきを虎こ視し眈たん々たんと狙っていたロマノスだが、ファルナスの挙兵を聞きつけて海軍を動かした。

　アレクシウスが言っていたように、海に面した城は防衛が難しい。いまのファルナス軍にはたして海からの侵しん略りやくに備えるだけの兵が残っているだろうか。

（──どうしてこうなってしまったんだろうな）

　幼い日の自分たちは、ともに国を負う者として肩をならべて歩んでいけると思っていた。

　その未来図が壊されたのは十年前、あの夢に見た夕陽からそう遠くない日のことだった。

　友好関係にあったファルナスで内乱が起きた。将同士のささいな争いで、ヴァルティアと親しん戚せき関係にあったエルトリア公が援軍を乞こうてきた。

　そのときのヴァルティアに野心があったわけではない。しかし、

　いまならファルナスを獲とれる──

　王としてその誘惑に抗あらがうことができず、ヴァルティアは友好関係にあったファルナスを吞みこんだ。王太子の地位にあったとはいえ、まだ幼かったアレクセルにはどうすることもできなかった。

　そして十年の時が流れ、いまもまたヴァルティアはファルナスをつぶす立場にいる。

（さて、あいつはどう動く？）

　幼いころに夢見ていたのとはちがうかたちで、幼なじみはファルナスの名を負って立ち、自分もまた病床にある王の代わりに王権を手に入れた。

　それぞれが国を動かす立場に立った、つまりあの日見ていた夢を描えがける場所にいるということだ。

（──どういう未来を描きたかったんだかな）

『俺たちふたりでなんだってできる』

　アレクセルはなつかしい声音を思い出しながら、白い光を放つ月を見上げた。
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　翌朝、東の夜が白しらみはじめるころにようやく眠りについたマィヤだが、長年培つちかってきた体内の商人時計によって一いつ時ときもしないうちに目が覚めて、美お味いしく朝食をいただいてから、料理人の青年とともに港に向かった。

　そうしていつものように食材を求めて港をまわっていたのだが、マィヤ──アティルの耳に飛びこんできたのは、不ふ穏おんな噂うわさだった。

「ロマノス海軍が動きはじめた……？」

「ああ。寄港地も補給物資の準備をはじめていたな」

　商人は物の動きに敏感だ。軍船そのものを見ずとも、物の動きで戦いくさの気配を嗅かぎとることができる。

「その目的地は……」

「まあ、まちがいなくここだろうなあ」

「──！」

　アティルは不安に身体からだを強こわ張ばらせたが、海を駆かけめぐる働き盛ざかりの中年商人はあっけらかんと告げた。

「本格的に戦がはじまればこの港に近づくことも難しくなる。まあ、それまではきっちり稼かせがせてもらうつもりだけどよ、早めに避けはじめた奴らもいるしな」

　たしかにここ数日は荷に揚あげ待ちをしている船がちらほら見えたのに、今日は荷下ろしの小舟を出すだけで間に合っている。

「おまえさんも覚かく悟ご決めとけよ？」

　そのような忠告に礼を述べて、ほかにもさまざまな地域から入ってきた商人たちからロマノスの軍備について耳に入れると、アティルは一足先に城にもどらせてもらうことにした。

「サフィード！」

　執しつ務む室しつに飛びこむと、室内にいたのはサフィードとオレスだ。

　すこしでも早くこのことを伝えなければ。その思いが逸はやって駆けこんできたものの、執務机に向かうサフィードに上うわ目め遣づかいに見上げられて、アティル──マィヤはどきっとした。

（昨晩のこと忘れてた────!!）

　昨晩の告白は途中ではぐらかされたものの、言葉にしていないだけで言ったも同然だ。

　不意に恥はずかしさが湧わき上がってきて、つづく言葉が出てこずにマィヤが口をぱくぱくさせていると、サフィードがため息をついた。

「さっさと扉とびらを閉めろ」

「はっ、はい……！」

　ぺーぺーの新人が公子と直接口をきいているのを聞かれるのはまずい。マィヤは命じられるままにあわてて扉を閉めた。

　そしてふたたび執務机の正面にこそこそと戻ると、サフィードは涼すずしい顔で報告書に目を落としていた。──まったく昨晩のことを引きずっている様子はない。

（わたしひとりの思いちがい……？）

　すこしは女性として見てもらえていたのかと思っていたのに、やはり自分は〈妹〉でしかなかったのだろうか──

「今け朝さも港に行っていたみたいだな。なにかめずらしい食材でも見つかったのか？」

「あ、うん。今晩は南国から届いた果くだ物ものたっぷりの煮込みって────じゃなくて！

　ロマノスの海軍が動きはじめたかもしれないの!!」

　港で仕入れたばかりの情報だ。しかしサフィードは驚く様子もなく手て許もとの報告書をぺらぺらとめくると、「らしいな」とうなずいた。

「らしいな、って……？」

「さすが商人の情報は早いな。こちらも今朝の便で報しらせが届いたところだ」

「報せって、諸国に間かん諜ちようを送り込んでいるの？」

「送り込んでいるというか、十年前に外に散った者たちが逐ちく一いち情報を入れてくれているかたちだな」

（そうなんだ……）

　サフィードが内陸の前線砦とりでに赴おもむかず、港のあるアトゥナに留とどまっているのも、いちはやく海からの情報を仕入れるためなのだろう。

「それでどうするの？」

　ロマノス海軍が到着すれば、前方は陸からヴァルティア、後方は海からロマノスに囲まれてしまう。港を見たところファルナスには海軍と呼べるほどの船はないし、いくら兵の個々人が武術に秀ひいでているといっても限界がある。

　いったいどうやって切り抜ければ──と考えはじめたマィヤだったが、あっさり切り捨てられた。

「おまえが気にすることじゃない」

「きっ、気になって当然でしょ!?　ここが戦場になるかもしれないのに！」

　容よう赦しやない一言にあわてて反論したが、「ここはとっくに戦場だ」と、さっくりと切り返されてしまった。

「そっ、それはそうかもしれないけど……！」

「隣国でいい。安全に送れる船はないか」

　オレスに問うサフィードに、マィヤはあわてて言葉を挟んだ。

「わたしは……！」

　マィヤが案じているのは自身の安全ではない。サフィードの身だ。

　しかしおまえに心配される筋合いじゃないと言い返されるのも目に見えていて、なんとか言葉を探していると、オレスが答えた。

「今日の午後にもアルカダルへ向かう定期便が着くそうです」

「え……!?」

　ファルナス滞在は定期便が来るまで──それがマィヤに許された時間だった。

　ファルナスに来てからすでに十日ばかりが経たっている。だが次の定期便はあの日から半月後、すくなくともあと二、三日は猶ゆう予よがあったはずだ。

「どうしてですか？　定期便が来るのはまだ先でしたよね？」

「ロマノスとの戦の気配を察して、各港を足早に回ってきたようですね。おそらくアトゥナも早々に荷の積み下ろしを終えて、夕方には発たつでしょう」

　その言葉に、「そうか」とサフィードはうなずいた。

　夕方には港を出る──つまり、残された時はあと数刻しかないということだ。迫せまりくる期限がにわかに現実味を帯びてマィヤに襲いかかってきた。

　定期便に乗ってしまえば最後、次にファルナスに来られるのはいつの日か。戦で万が一のことがあれば、もう生きて会うことさえ難しいのでは──

（サフィードとこれでお別れ……？）

　不吉な未来に、脈がどくどくと耳の奥でこだまする。

「戦火がおよぶ前に定期便が着いてよかった。せっかく食材を買い出しに行ってもらったが、今晩の夕飯はあきらめ──」




「帰らない……!!」




　夕食の話題でごまかしたサフィードの言を、マィヤはありったけの声量でさえぎった。

　突然のことに警戒したオレスがとっさに間に入ったが、マィヤがきっ、と睨にらみつけると、オレスは込み入った話になると察したか、一礼して部屋を下がる。

　背後で扉が閉まる音を聞き届けて、マィヤは言葉をつづけた。

「ここが危険なんて百も承知よ。それでもやってきたのは戦がはじまるからって逃げ帰るためなんかじゃないわ」

　サフィードの置かれた状況については昨晩聞いた。もう昔のようにシェリーク商会の一商人として生きられないこともわかっているし、自分が公子様と釣つり合う女性なんかじゃないこともわかっている。けれどもそんなことであきらめるくらいなら、はじめからこんなところに来ていない。

（それでも、わたしは）




「サフィードと一緒にいたいの。ずっと」




　兄妹きようだいとしてではなく、ひとりの人間として側にいたい。気持ちが伝わっていないなら伝えるまでだ。

　心に届くまで、何度でも。

「アルカダルでずっと一緒に暮らしていたかった。あのときはなにも言わなくてもずっと一緒にいられるものだと思ってた。でもいなくなっちゃって、それはもう無理なんだってわかったけれど、アルカダルじゃなくてもいいの。わたしの望みはいままでの暮らしじゃない。サフィードの側にいることだから」

　──だから、帰らない。

　その告白をサフィードは驚きに目を見開いて聞いていた。だが「マィヤ」とため息まじりに名を呼んで立ち上がると、マィヤの正面に立った。

　頭ひとつ以上高い位置にある目が見下ろす。アルカダルにいたころと衣い装しようはちがうが、よく知る相手、よく知る距離だ。しかしマィヤの身体は緊張に強こわ張ばった。

「近いうちにこの城でも戦がはじまる。おまえにもしものことがあったら旦だん那な様に申しわけが立たない」

「父さまは納なつ得とくの上よ。自分のしたいようにしなさいって」

「それはほかのだれでもなく俺のところだったからだろう」

　その指摘にマィヤは反論できなかった。

　行くあてもなく海外に行きたいと言ったところで許してもらえなかった。許しが出たのは行き先がサフィードのところだからだ。

「俺は旦那様からおまえを預かっている立場だ。旦那様の信頼を裏切るわけにはいかない」

「そんな！　いつまでも子ども扱いしないで……！」

　マィヤは声を上げた。

　自分が子どもであることはわかっている。深窓の令れい嬢じようであればもう結婚していてもおかしくない年だが、商人として外に出ていたマィヤは父からもサフィードからも半人前の子どもだとしか思われていない。父の名の下でしか仕事ができないのだから当然だ。しかし。

「わたしは父さまの許しがなければ想いひとつ届けることができないの!?」

　いまマィヤの心にあるこの気持ちは、親の言で左右されるものではない。社会的には子どもでも、自分の感情に対する覚悟はできている。

　自分がほしいのは、サフィードのいない場所での安あん穏のんとした日常ではない。たとえ戦の中でも、ともに過ごせる明日だ。

「わたしは欲しいものを手に入れるためにここに来たの！　わたしはサフィードと一緒に生きていきたい！　ここまで来たのは別れを告げるためなんかじゃ────」

　その言葉のつづきは、不意に封じられた。

　サフィードの手が伸びてきたと思った次の瞬間、頰ほほに触れた手にすこし上を向かされて、口を唇くちびるでふさがれたのだ。




「────！」




　マィヤの思考は一瞬で吹き飛んだ。

　頭の中が真っ白になって、なにをされているのか理解できない。

　思いがけない事態になされるがまま茫ぼう然ぜんとたたずんでいたマィヤだが、遅ればせながら唇が触れ合っているこの状況を自覚すると腰から力が抜けた。

　ふらりと傾かしいだ身体を、背中に添えられていたサフィードの手が支える。

　気恥ずかしさか、はたまた別の感情か、マィヤは湧き上がるなにかにふるえながら受け入れているとやがて離れて、額ひたいがくっつきそうな至近距離から、先ほどまでつながっていた唇が言葉を紡つむいだ。

「──おまえ、うるさい」

「う、うる……っ!?」

（だから口をふさいだの!?　あれは世にいうキ、キっ………）

　キス──ではないのか。

　心の中で言葉にすることさえ気恥ずかしくて、マィヤがあわてふためいていると、サフィードは今度はマィヤの額にくちづけて、そのままマィヤの身体を抱きしめた。

「あんな言葉を不用意に口にするおまえが悪い」

　昨晩といい、まったくおまえは……と小言のような声こわ音ねながら、髪を撫なでる手はいつになく優しい。

　そして厚い生地越しに伝わるぬくもりが、緊張でとくとくとマィヤの鼓こ動どうを逸らせながらも、どこかほっとさせてくれた。

「おまえの気持ちは嬉うれしい。わざわざ、来てくれたんだな」

（伝わった……？）

　その言葉にマィヤの胸の奥からなにかが湧いてきて、サフィードの服をぎゅっとつかんだ。しかし。

「──だが、おまえには戦火がおよぶ前に帰ってほしい」

「……え？」

　その言葉にはっとしてマィヤは顔を上げて反論しようとしたが、両腕にしっかりと抱きしめられていて身動きが取れない。

（いま、帰れって……）

「どうして……？　一緒にいてくれないの……？」

　マィヤは胸にしがみついたまま訊たずねた。

　気持ちは嬉しいと言ってくれたはず。なのに、こんな優しい態度を取っているというのに、なぜ拒絶するのか。

「おまえは覚悟を決めているのかもしれない。けれど俺はおまえが傷つくのを見たくないんだ。──おまえが来てから、一日も早くアルカダルに帰したかった。ここはいつ戦になるかわからない。昨日、おまえが間諜に襲われているのを見かけて血の気が引いた。大きな傷でも負っていたらと思うと、気が気でなかった」

「………」

　ファルナスに来た当初からサフィードには拒絶される一方で、まさかそのようなことを思っていたとは考えもしなかった。

「もし今後、おまえの身になにかあれば俺が俺を許せない。だから」

　──おまえは無事でいてくれ。

　その言葉に、マィヤはぎゅっとしがみついた。

　ファルナスを捨てて一緒に帰ろうとは言えない。公子としての責務を重く受け止めているサフィードがそのようなこと受け入れるはずがない。

（でもせっかく想いが届いたのに）

　自分が来たのは別れを告げるためではないのに、どうすることもできないのか。

　しかし、戦の最中で己を守りきれるほどの実力が自分にはないこともわかっている。戦いに臨のぞむサフィードの足手まといだということも。

「やだ……」

　頑がん是ぜない子どものように嗚お咽えつまじりに漏もらすと、わかっているとばかりにサフィードは頭を撫でた。

　泣きにきたわけではないのに、そして子どもでもないのに、いまのマィヤは手に入らないものを求める子どものようにしがみつくしかできなくて、そんな自分をサフィードは頭を撫でてあやしてくれた。

　そうされるしかできないマィヤがくやしさを嚙かみしめていると、やがてサフィードがマィヤから手を離して「オレス！」と呼んだ。

　廊ろう下かに控ひかえていたらしくすぐさま扉は開けられ、サフィードは短く命を下した。

「支し度たくをはじめろ」

　そう命じるサフィードは声音はすでに公子のものにもどっており、それから一度もマィヤに視線を向けることはなかった。
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　ゆらり、ゆらり、と陸が遠ざかってゆく。

　大型帆はん船せんの最後尾で、マィヤ──アティルは夕ゆう陽ひに輝く海の向こうにそびえる城をじっと見つめていた。

　帰り支度をはじめてから乗船までは、あっという間だった。

　昼にアトゥナ港に姿を見せた定期便は、大型船のため接岸は難しく、小舟を介かいして荷の揚げ下ろしがされて、アティルも小舟で送られた。

　船は荷揚げと補給だけで、一刻ばかりでアトゥナの港を発った。

　見わたすと定期便の周囲には護ご衛えい艦かんがついている。定期便はさまざまな国が出しており、船せん籍せきの国が護衛艦をつけるが、この定期便はアルカダルの船らしい。護衛艦には、太陽と豊ほう穣じようを表すアルカダルの国旗がなびいている。

（わたしはこのままアルカダルに帰るの……？）

　アティルがよく見知った旗を呆ぼう然ぜんと見つめていると、声をかけてくる者がいた。

「風が強いですわね。お寒くありませんか？」

「──ああ、イリア様、申しわけありません」

　甲かん板ぱんにいたのはイリアだった。

　アティルはエルトリア公イリアの護衛という名目でこの船にいる。イリアの側を離れたことに頭を下げて謝罪したが、イリアは「お気になさらないで」と微笑ほほえんだ。

「だれも見ておりませんわ、マィヤ様」

　たしかに陽も落ちかけた肌はだ寒さむい甲板に出ているもの好きはいない。ちらほらいる人影は船員ばかり、だからイリアもアティルではなくマィヤと呼んだのだろう。

　銀色の長い髪をなびかせてイリアはマィヤの横にならぶと、夕焼けと夜よ闇やみの狭はざ間まに消えてゆく祖国を見やった。

「ずいぶんと遠くなってしまいましたわね」

「足が速い船ですので、三日ほどでアルカダルに着くかと……これからファルナスはどうなるんですか？」

「現在ファルナスが押さえる砦は少ないですが、各地でファルナスの者たちが蜂ほう起きをはじめております。ヴァルティアはそちらを鎮しずめるために兵力を割さかれて城攻めをしていられる状況ではありませんから、ロマノス軍を水みず際ぎわでどれほど食い止められるかといったところでしょうか」

「アトゥナが戦場になる、ということですか？」

「ええ。アトゥナがこの戦の要かなめですから──殿でん下かもそのお覚悟だと思われます」

「───！」

　淡たん々たんと告げられた言葉にマィヤは息を吞のんだ。

　イリアはエルトリア公として軍議にくわわっていたのだからそれが事実だ。

（だからサフィードはわたしを帰したの？）

　──おまえは無事でいてくれ。

　よみがえる声音に、マィヤの目に涙がにじんだ。

　無事でいてほしいのは自分もおなじだ。一緒に生きるためにファルナスへ行った。なのにどうして自分はこうしてファルナスから遠ざかることしかできないのだろう──

　隣で表情を揺らさないままファルナスを見つめていたイリアが、ぽつりとつぶやいた。

「これが女の戦いとはいえ、やはりつらいですわね」

「女の戦い……？」

「ええ。ファルナスでは自分の身を守るのが女の戦いなのです。女は戦いに出る男たちから留守をあずかり、なにより自分を奪われないようにしなければならない、そのように教わって育てられます。もちろんファルナスでは女も武術を修めますが、それは傭よう兵へいとして戦いに出るためではありません。自分や国に残された者たちを守るためのものなのです」

　エルトリア公の名を負っても例外にはなれませんでしたわ、とイリアはさびしそうに微笑んだ。

　ファルナスは傭兵たちが興おこした国だ。戦時には手薄になるし、女が人質目的で襲われることも多かったのだろう。

（だからサフィードは……）

　サフィードは女らしくしろと言いながらもマィヤに武芸を教えてくれた。その言葉は深窓の令嬢として生きろという意味ではなく、女であることを自覚しろという意味だったのだ。いくら武芸に秀でていても女は女、万が一、捕ほ虜りよとなったときには、命を奪われるだけでは済まない。

「──わたし、女の子だからって屋敷に閉じ込められるのが嫌でした。女の子だから、それだけの理由で未来を閉ざされた気がしたんです」

　マィヤはとつとつと語りだすと、イリアは静かに聞いていた。

「ですから男の子として街の外に出て、男の子とおなじように商あきないをおぼえました。けれどもそれはアルカダルが平和だからこそできたことだったんですね」

　昔のアルカダルの港は、女子どもが気安く出歩ける場所ではなかった。女じよ帝ていが国を鎮めて、治安を回復してくれたからできたことだ。

「戦場が危険な場所だってわかってます。自分の力では戦力にならないことも、たとえ武勇に秀でていても、女子どもが捕とらわれたなら男が捕らわれたきとはちがう悲しい身の上になるってことも。──でもいまでも心が逸るんです。わたしにもなにかできるんじゃないかって」

　そこまで告げると、マィヤはイリアに向き合った。

「イリア様、なにかわたしにできることはないですか」

「マィヤ様……？」

　イリアはヴァルティアの内情に通じ、ファルナスの現状も把は握あくしているし、政治も学んでいる。いまの状況になにか思うところがあるだろう。おとなしくこの船に乗ったのも、ただ自身を逃がすためだけではないはずだ。

「だって、イリア様も殿下をお守りするためになにかお考えでいらっしゃるのでしょう？」

　あのとき──ヴァルティアに帰すつもりはないとサフィードに引きとめられたとき、イリアの目に拒絶だけではないなにかがよぎったことをマィヤは見み逃のがさなかった。

（きっとイリア様はいまでもサフィードのことを）

　イリアにとって自分は恋こい敵がたきになるのかもしれない。けれどもサフィードを助けたいと思う気持ちにちがいはない。イリアはサフィードのために死を覚悟した間諜となり、命を懸かけてヴァルティアの内情を探さぐろうとしたほどだ。無む為い無む策さくでこの船に乗ったとは思えない。

　するとイリアは「マィヤ様はお見とおしですのね」と息をついた。

「私はこのままアルカダルへ向かい、女帝陛へい下かに嘆たん願がんに上がるつもりですわ。ファルナスの〈特使〉として皇こう宮ぐうに置いていただけないか、と」

「……！　それはつまり……」

〈特使〉という名のアルカダルの人質となることを、みずから望むということだ。

「それは殿下の命で……？」

　イリアは「いいえ」と首を横に振った。

「殿下には申し上げておりませんし、申し上げたところで却きやつ下かなさったことでしょう。私も、私の身ひとつで女帝陛下が受け入れてくださるのは難しいと思っております。いまファルナスの特使を受け入れるということは、この戦に介入するということですから。アルカダルにとっても大きな決断となるでしょう」

　休戦状態にあるロマノスとふたたび戦火を交まじえてまで、ファルナスを救うだけの益えきがあるかどうか。女帝はファルナス公子を保護していたことは別として、冷静に為い政せい者しやとしての判断を下すだろう。

「それでもなさねばならないのです。それがいまの私にできることですから」

　その言にマィヤは思わず息を吞んだ。

　イリアの揺るぎない瞳ひとみは彼女の芯しんの強さを感じさせた。

　女帝を動かすのは難しい、そうわかっていながら、いままでに各国で得た知識や情報、あらゆるものを使って彼女は戦うのだ──想う相手を守るために。

（それにひきかえわたしは……）

　サフィードに守られて逃がされただけで、なにもできないのか。

　自分にだってできることはなにかあるはず──

　そのときマィヤの思し惟いに割って入ったのは、予想外の声だった。

「──よお、アティルじゃねぇか」

「バルザックさん!?」

　思わずふりかえったマィヤだが、甲板にそれらしき人影はない。

（──あれ？）

　空耳だったかとマィヤがきょろきょろと見まわしていると、「おーい、こっちだこっち！」と声がしたのは海のほうだ。

　あわてて見やると、定期便と並へい走そうする護衛艦から手を振っている男がいる。

　ごつい肩幅に厚い胸板、隆りゆう々りゆうとした腕に黄こ金がね色のもさもさの髪。見るからに海かい賊ぞくの風ふう体ていのその男は、まちがいなくアルカダル海商商会所の商会長、バルザックだった。

　バルザックは海兵に命じて護衛艦と定期便との間に縄なわをかけさせると、五十近い年を感じさせない動きでするすると器用にこちらにわたってきた。

　昔は海賊だったという話はただの噂かと思っていたが、あの身のこなしを見るかぎり、あながち外見だけから流れたものではなさそうだ。

「最近顔を見せないと思ってたら海外に出てたのか。どこに行ってたんだ？」

「えっと、ちょっとファルナスまで……」

「ファルナスってことはさっきアトゥナから乗ってきたのか。あんな危険なところ、よくハーティが許したなあ」

「バルザックさんこそどうしてここに？」

「西のほうがきなくさいってんで様よう子す見みがてらな。知り合いがいたんで、ちょっとお邪じや魔まさせてもらってたんだ」

　そう言って、バルザックはくいっと護衛艦に親指を向けた。

（護衛艦に知り合いってアルカダル海軍の人ってこと？　どういう知り合いなんだろう？　昔は追う追われるの間あいだ柄がらだったとか……？）

　海賊の印象が離れないマィヤが呆然と護衛艦を見ていると、バルザックの顔がにやにやとやに下がった。

「それでおまえさんはこんなところで逢あい引びきかい？」

「逢引き!?」

「おまえさんも隅におけねぇなあ。こんな別べつ嬪ぴんさん、アルカダルでもそうそうお目にかかれねぇぞ」

（あっ、いまはアティル姿だから……）

　若い男女が甲板でふたり、しかも見つめ合って熱く語らっていたらそう思われるのも無理もない。

「いえっ、ぼくはこの方の護衛みたいなもので！」

「おまえさんが護衛？　サフィードならともかく、それはいい小遣い稼ぎをさせてもらったものだな。お嬢さん、いまからでも俺に乗り換えねえかい？　いい仕事するぜ」

　護衛として役に立つのは見るからに自分よりもバルザックだろう。だがその目つきには美人とお近づきになりたい下心が見え隠かくれしている。

　マィヤがイリアをかばうように立ちふさがると、「冗じよう談だんだよ」とバルザックは笑い飛ばした。

「ヴァルティアの貴族令嬢に手を出す気なんてねぇよ──ああ、いまはファルナスのお貴族様だったか」

「え？　どうしてそれを……」

「俺を誰だと思ってやがる。海は俺の庭だぞ？」

（あ、アルカダル商人の情報網もうで……？）

　さすが海の商会長、と驚きに目を瞠みはったマィヤだったが、「一度見た美女は絶対に忘れねえ」と胸を張るバルザックに、マィヤはがっくり肩を落とした。

（ああ、そういうこと……）

　イリアは以前、ヴァルティア王太子アレクセルに連れられてアルカダルを訪れている。そのときに見かけて覚えていたのだろう。

「しかし一介の見習い商人が渦か中ちゆうのお貴族様の護衛たあ、尋じん常じようじゃあねえなあ？」

「それは……」

　どこまで話してよいものかとマィヤが口ごもっていると、イリアが一歩前に出た。

「はじめてご挨あい拶さつさせていただきます。私はファルナス公の下でエルトリア領をあずかっておりますイリアと申します。このようなところでバルディダード船長とお会いできて光栄ですわ」

（……はい？　バルディダード？）

　その名はもちろん知っている。マィヤが敬愛してやまない大商人ドンパパスの書物にも何度も登場する名だ。

　バルディダードはドンパパスの親友で、彼とともに七つの海を駆けた冒険家として知られている。

（その名前がどうして？）

　マィヤが目をぱちくりさせていると、バルザックは目を細めてあご髭ひげをしごいた。

「そりゃあなつかしい名を知っているもんだな、お嬢さん」

　するとイリアもにこりと微笑んでみせた。

「ええ。奇遇にも私も一度見た美び丈じよう夫ふは忘れませんのよ。一度ファルナスにお立ち寄りになったことがございましたわね」

「ああ、もう二十年ちかく前の話だけどな」

「いやですわ。まだ十五年前の話でしてよ」

（──つまり十五年前にふたりはファルナスで会っていたってこと？）

　十五年前といえばイリアはまだ三歳、壮そう年ねんのバルザックの外見は十年やそこらでは変わらないとしても、おそるべき記憶力だ。

「そのときにこんな美女に育つって知ってりゃ攫さらって帰ったんだけどなあ」

　バルザックはそう言って大笑する。

　イリアの言を認めたということは、つまり────




「バルザックさん！　ドンパパスと親友だったんですか……!?」




　マィヤは思わず声をあげた。

　もしそうならば偉大なる大商人ドンパパスの歴史の生き証人だ。思いもよらない事実にマィヤが目をきらめかせるとバルザックが「まあそうだな」とうなずく一方で、イリアは困惑の笑みを浮かべた。

「──アティル様、いま大事なのはそこではありませんわ」

「といいますと……？」

「バルディダード船長はアルカダル海軍の元げん帥すいでいらっしゃいます」

「え？　元帥……？」

　元帥が軍隊の地位だということはわかるがどれほどのものかわからないし、バルザックも「元もと、な」と付け足した。

「あんときでもすでに引退していたし、いまはアルカダルの商会長だ」

　昔は海軍のとてつもなく偉えらい人だったらしいことは察したが、マィヤにとっては元海軍のお偉いさんよりも海商商会所の商会長で、ドンパパスの親友だったことのほうがよほど重要だ。

（だってナマでドンパパスの言葉を聞いていたってことでしょ!?）

　これはドンパパパス語録についてぜひご教授いただかねば！　と拳こぶしを握ったアティルだったが、ふたりは興奮するアティルをよそに話を進めていた。

「船長が見てこられたということは、ただの交易の視察ではございませんわね？」

「まあ、物もの見み遊ゆ山さんでなかったことはたしかだなあ」

「船長はロマノスの軍備をどうご覧になりましたか？」

　すかさず切りこむイリアに、マィヤにもようやく事情が吞み込めてきた。

（つまり、アルカダルのだれかが、元海軍のお偉いさんだったバルザックさんにロマノスの状況を見に行かせたっていうこと？）

　ヴァルティアの背後にロマノスがついていることはアルカダル皇宮に報告してある。それで戦の準備の様子を探りに行かせたのだろう。

　アルカダルの海軍を統すべていた人の目なら見立てはたしか、イリアが欲しているのはその情報だ。

「まだうちと本格的にやろうって気はないようだな。目標は対ファルナスに絞しぼっているようだ」

「ファルナスに勝ち目はあるでしょうか？」

「ファルナスがどれほどの軍備を隠しているか知らねぇが、戦がはじまればアトゥナはもって三日だな」

「三日!?」

　想像以上の短さに思わず声が漏れた。

「そこで出で端ばなを叩いて早々にアトゥナから退ひいて、あとは内陸の砦で迎え撃つって寸法だろう。だが水際で押さえなかったらあとは籠ろう城じよう戦せんだ。ファルナスの兵はめっぽう強いが、それでもおなじ人間、連戦となれば疲ひ弊へいする。陸からヴァルティア軍と一緒に囲まれたらきついだろうな」

　十五年前といえばアルカダルの情勢が揺れていたころ、それ以上前となるとアルカダルが特使制度を導入する前、周辺諸国と小こ競ぜり合いをくり返していた時代だ。

　実戦を知っている人の厳しい見立てに、イリアの表情も翳かげった。

「ヴァルティア相手に蜂起したのはまずくないし、勝てる戦だろうよ。ただロマノスは桁けた違いにでかいからなあ」

「アルカダルはロマノス軍に対してどうするおつもりですか」

「さあな。俺は見たものを伝えるだけでそれを決めるのは国だ。このファルナス侵攻がうちに攻め込むための前ぜん哨しよう戦せんなのはあきらかだから手は打つかもしれねぇが、この戦にアルカダルが絡からむかどうかは別問題だ」

　ファルナスは見捨てる──そう言外に告げられ、イリアの白い面おもてがさらに色をなくし、代わりにマィヤが言を継ついだ。

「……あの、バルザックさん、ロマノス軍が出しゆつ立たつしたら何日くらいでアトゥナに着くんですか？」

「あの艦隊規模なら五日ってところだな。俺が見たのは一昨日おとといでまだ準備中だったが、そろそろ出ていてもおかしくないな」

　ロマノス軍が到着するのが早くて五日後、この船がアルカダルに着くのが三日後。仮にイリアの嘆願が受け入れられてすぐに援軍が駆けつけても、到着するにはさらに三日以上かかる計算になる。

（間に合わない──）

　マィヤは厳しい現実に唇を嚙んだ。

　すべてが計算どおりに行くわけではないし、あきらめるのはまだ早い。けれどもイリアの方策ではファルナスを守り切れないかもしれない。

（あんなちいさな港じゃ攻め落とされるのも時間の問題よね。せめてファルナスに軍船があれば時間を稼げるんだろうけど──）

　そのときマィヤの目に留まったのは、アルカダルの国旗、定期便のすぐ横に並んで進むアルカダルの軍船だった。

（──そうよ！）

　マィヤは、はっと顔を上げた。

「バルザックさん！　この近海にいまアルカダルの定期便は何便回ってますか!?」

　定期便を管かん轄かつしているのは、バルザックが商会長を務める海商商会所だ。

　バルザックは「そうだなあ」と指折り数え、

「逆回りもふくめて七、八便といったところか」

（それで十分！）

　闇のなかに光明を見み出いだしたマィヤは叫んだ。




「ちかくの定期便をこちらにまわしてください、全部……！」
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　マィヤとイリアがアトゥナを発ったのち、入れ替わるようにしてサフィードの元にひとつの報せが届いた。

　──ロマノス軍、出港。

　来るべき報せが来た。そのことに緊張しつつも、サフィードはかすかな安あん堵どもおぼえていた。

（間に合った……）

　この報せが届くまでに要した日数をさし引いても、ロマノス軍が到達するまであと三日、一方、昼に出立した定期便は一路アルカダルに向かって進んでいる。定期便が戦に巻きこまれる心配はない。

（まあ、遭そう遇ぐうしてもアルカダルの軍船相手にケンカを売ることはないだろうけどな）

　定期便に危害をおよぼすことは、定期便を出している国との即時開戦を意味する。いまのアルカダルは内海の覇は者しや、もっとも安心できる船だ。

　定期便はさまざまな国が出しているが、今回寄港してくれた船がアルカダルの定期便であることにサフィードは安堵していた。これで憂うれいなく軍事に集中できる。

　アトゥナ近郊は遠とお浅あさで、接岸できるのはほんの数隻せき、一度に上陸しようとしても兵を小舟で送り込むことしかできない。港に向かないところが今回はファルナス軍に有利に働く。

　船上から火矢や投石のとどく範囲は物を撤去させ、燃えない材質の防護柵さくをめぐらせる。どれほどの兵力の差があろうとも、戦場が小さければ戦えるのは前線にいる兵だけだ。兵を展開するだけの場所がここにはない。

「──引きこんで、叩く」

　街の動線をすり鉢ばち状に細工して、隊列が槍やりのようにとがったところを周囲から討うつ。戦術の研究に長たけたエシャンの祖国の兵法から学んだ作戦だ。

　はじめに手痛い被害を受ければ、漁ぎよ夫ふの利を得に来ただけのロマノスは怯ひるむ。ヴァルティアも元ファルナス領に潜もぐり込んでいる者たちが蜂起すれば、前線に兵を送りこんでいられない。

（ロマノス軍はいつ攻めてくる──）

　ロマノスとヴァルティアの挟きよう撃げきさえ回かい避ひできれば、やがて状況はファルナス軍に有利に傾く。

　しかしロマノス軍出立の報せがヴァルティアにも届いたのだろう。前線でのヴァルティアの攻勢が勢いを増している。

　自分も前線で戦えたなら。そう思うが、この数日のロマノス戦が正しよう念ねん場ばだ。

　持ちこたえてくれ──

　祈る気持ちで迎撃の準備を整えること三日、夜明けとともに「軍船発見」の報せがもたらされた。

「──来たか」

　サフィードは立ち上がると、壁に掛けてあった剣を手に取った。

「ロマノスの軍勢はどれほどだ」

　正直、ぎりぎりの戦力だ。食い止められなかったときには内陸の砦に退く。すでにその手はずも整えてある。

　しかし「それが……」と答える伝令の歯切れが悪い。

　他国から情報を入れているので、ロマノス軍のおおよその数は予測がついていたが、予想外の大艦隊が押し寄せてきたのだろうか。

　サフィードは舌打ちすると、踵きびすをかえして窓辺に寄った。

　朝あさ靄もやがたって視界はよくないが、おぼろに大型軍船が五、六隻見て取れる。兵力としては二千から三千、これならばはじめから報告を受けていたとおりの数だ。

　思っていたより接近を許しているが、なにを驚くことがあるだろう──と、伝令の指さす先に視線を落とすと、予想以上に近くの沿岸に船があった。

　船の規模は中型や小型と小ぶりながらも、その特性を活かして水深の浅い港ちかくまで入ってきている。その数、十隻以上──受けていた報告以上の艦数だ。

　──予想外の事態だが、迎え撃つしかない。

　サフィードは船数と船の規模から敵兵数を頭の中ではじき出していたが、船を凝ぎよう視ししているうちに違和感をおぼえた。

　沿岸に迫る船にはなんとなく既き視し感かんがある。朝靄のなか、毎朝アルカダルの港で見ていた船に船影が似ている気がする。

「あれは……」

　そのとき雲間から光が射さし、朝靄が光を乱反射するなか、ひときわおおきな旗を見て取ることができた。




　──それは帝都パイダリエーサの港でひるがえっていた、アルカダル帝国の旗だった。




「どういうことだ!?」

　サフィードが声を上げると、「はっ！」と伝令兵がかしこまり、

「そのことで、かの船の者から文が届いております！」

「よこせ！」

　巻かれた皮紙をひったくるように奪うと、そこにはただ一言、見覚えのある悪筆でアルカダル語がつづられていた。




『押し売りにきたぜ　　バルザック』
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（間に合った……！）

　朝日の中、アトゥナの港を背に、海の向こうに展開するロマノス軍の船団を見たマィヤはおおきな息をついた。

「心配しなくても俺に任せろって言ったろ？」

「そんなこと言ったって、ぎりぎりだったじゃないですか！　もしロマノスの船に先に入られていたら間に合わないところでしたよ!?」

「あんなちっちぇえ港に夜のうちに入ろうとする馬ば鹿かがいるかよ。尻しりひっかけて座ざ礁しようするのが関の山だ。陽の出ているうちに入れなかった時点であいつらの負けだ」

　俺の知らねえ港はねぇんだよ。

　バルザックはそう告げると、得意げに煙管キセルを吹かした。







　──ことは三日前にさかのぼる。

「ちかくの定期便をこちらにまわしてください、全部……！」

　突然声を上げたマィヤ──アティルを、バルザックはぼけっと見やった。

「なんだいきなり？　なにをするつもりだ？」

「なにって……〈商売〉です！」

　そう言い切ったアティルに、バルザックは「へえ」とおもしろそうに口こう端たんを上げた。

「この俺相手に商売しようというのかい？」

　バルザックに凝視されると肉食獣に目をつけられた気がして、アティルは背筋が凍こおる思いがした。

　昔の肩書きはさておき、バルザックはアルカダル帝都の海の交易を牛ぎゆう耳じる男だ。父のハーティが名のある商人だからアティルも話をしてもらえるだけで、本当なら一介の見習い商人ごときが声をかけられる相手ではない。

　アティルは生なま唾つばを飲みこみ、覚悟を決めて、口をひらいた。

「──この近海を就航中のアルカダルの定期便、通常枠わくと臨時枠をすべてシェリーク商会が買い取ります」

　その宣言にバルザックはぽかんとしたが、やがてその意味を理解すると大たい笑しようした。

「そりゃすげぇ話だな。すでに積んである荷はどうするつもりだい」

「到着が遅れることの保障はうちでもちます」

「生ものだったらどうするよ」

「定期便で生ものを送るってどれだけ高級食材なんですか!!」

　定期便は護衛艦つきの交易船だけあって、積み荷は高額なものに限られる。たいていは宝石や香木といった高級品で、食材も保存のきく香辛料がほとんどだ。それに定期便は内海各国の港を転々とまわるため到着は早いとはいえないので、足の早い食材を載のせる商人はいない──ということぐらいはアティルも知っている。

「まあ、どういったわけだかシェリーク商会の今年の臨時枠は使用回数がゼロにもどっちまってるし、七、八便くらいなら手持ちの枠で埋められるな。で、その枠を買い取った定期便でなにをするつもりだい」

「ファルナスの未来を、買います」

　言葉の意図を察したイリアが息を吞む。

「……なるほどな。船の行き先はアトゥナってわけか」

　と使い途みちを察したバルザックも、にやりと口端を上げた。

「だが、いくらハーティが甘い御ご仁じんだとはいえ、たかだか一介の見習い商人にそんな勝手が許されるのかい？　つまりこの取引の担たん保ぽだ」

「それ、は……」

「定期便八隻分、シェリーク商会にとっても手痛い額のはずだ。おまえさんにそれだけの額を動かせるのかい？　それにおまえさんがどうしてファルナスにそこまで入れ込むのかわからねぇな。まさかそこの別嬪さんにたぶらかされたってわけじゃねぇだろう？」

　アティルを見つめるバルザックの目が厳しくなった。

　アティルの懐ふところにはハーティから預かった割わり符ふがある。これを見せればとりあえず担保になるはずだ。しかしバルザックを欺あざむいていることには変わりがない。

　いま、ここで必要なのは割り符ではない──信頼だ。

　──もし明かせば、商人見習いの〈アティル〉はどうなってしまうのだろう？

　そのような思いがちらりと脳のう裏りをよぎったが、アティルはすぐさま打ち消した。

（いまはそんなこと考えている場合じゃない！）

「ファルナスを守りたいと願っているのはぼく……いえ、わたし自身です。

　わたしはマィヤ・アルティラーラ・エルダ・イル・アッファード、本当はシェリーク商会ハーティのひとり娘だと言ったら信じていただけますか」

「………」

　バルザックは国宝級の宝ほう飾しよく品ひんを鑑定するかのように、鋭するどい目でじっとアティル──マィヤを見つめる。

　マィヤは息を詰めて耐えつつも、なおも口を開いた。

「この戦には、我わが家やのサフィードの命がかかっています。サフィードはいま、ヴァルティアに奪われた祖国を取りもどすためにアトゥナにいます」

　その一言にはじめてバルザックが眉み間けんを揺らし、そして「……ああ、そういうことか」と息をついた。

「ようやく得とく心しんがいったぜ。おまえさんのことは知っていたが、あいつまでワケありだったとはな」

「えっ!?　わたしのことは知ってたんですか!?」

　あわてて訊ねると、「ハーティから娘をよろしくと頼まれていたんでな」とさっくりと明かされた。

（と～う～さ～ま～～～～!!）

　商売のための男装とはいえ、さすがに商会長を欺いてばれた日には商人生命を断たたれると思ったのだろうか。普段からどこか抜けまくっているわりに、妙なところで抜かりがない。

「まあ、奴もなにか抱かかえてるんだろうなと思ってたが、なるほどな、お嬢さんと一緒にいたガキがあいつってわけか」

　どうやらバルザックは公子時代のサフィード──アレクシウスとも会っていたらしい。

「あいつも女ふたりに心配されていいご身分なこった……ってか公子様だったか。

　じゃあ一丁、公子様相手にでっかい商売をはじめるとするか！」







　──それからマィヤたちの乗った定期便は近場の港に寄り、イリアを別の高速船に乗せてアルカダルに送り出しつつ、ほかの定期便への連絡を飛ばした。

　アルカダル海商商会所の商会長の名前の威い力りよくは絶大で、定期便八隻、それに付ふ随ずいする護衛艦十隻あまりがアトゥナ近海に集まったのが昨晩のこと。

　おなじく近海にはロマノス海軍が姿を見せていたが、もう陽も落ちて、暗闇のなかで浅瀬に近づくのを敬遠したのだろう。

　ロマノス軍がアトゥナを遠巻きにしている隙すきをついて、港に入る航路を知っているバルザックがアルカダルの定期便と護衛艦を率いて先にアトゥナ港に入り、入り口を陣じん取どった──というのがこの三日間の経けい緯いだ。

「いまごろあっちの船の奴ら、あわててるんだろうなあ」

　バルザックが上じよう機き嫌げんに煙管を吹かした。

「なにしろこっちを退どかせなきゃ港にすら入れないんだからな」

　アトゥナの港に入ることができる航路は、寄せ集めのアルカダル定期便護衛艦隊が立ちふさがっている状態だ。

　アルカダルの船は一箇所に固まっていて、港の周囲はがらあきという不自然なかたちだが、この航路を通らなければロマノスの大型船は港に入れない。へたに動けば座礁する。

　そしてアルカダル軍をどけようにも、実力行使に出た瞬間に二大帝国の開戦が決まってしまうという難しい状況だ。

「見た感じ、あちらのほうが兵数が多そうですけれど……？」

「戦ってのは全体の兵数が問題じゃない。実際に何人戦いに参加しているかだ。そもそも奴らにアルカダルと戦う気き概がいがあるかどうか、開戦を決定する権限すらあるのかどうか不明だな。嬢ちゃんもそれを狙ねらって定期便に目を付けたんだろう？」

　ええ、まあ、とマィヤはうなずいた。

　ロマノスはヴァルティアとファルナスが戦っている裏を突こうとしただけで、本格的に戦いにきたわけではない。ましてやアルカダルと戦うつもりなどさらさらないはずだ。

　こちらは定期便になるだけ食しよく糧りようを積んできたので、定期便と護衛艦というよりむしろ軍艦と補給艦が陣取っているようなもの、ロマノスが退くまで徹底的に居座るつもりだ。

（これが交易大国アルカダル商人の戦いかたよ！）

　マィヤは夜が明けても進軍しようとしないロマノスの軍船を、きっ、と睨みつけた。
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　一方、ロマノス軍の進軍をアルカダルの定期便が留とどめていることを知ったサフィードは、前線の砦に兵を送るとともに報せも持たせた。

　──ロマノス軍は、到着すれども進軍せず。

　その報せをヴァルティア側にも流る布ふさせたところ、やがてそれがファルナスの罠わなではなく事実だと知ったのだろう。ロマノス軍との挟撃を狙っていたヴァルティア軍は、攻勢を控えるようになった。

　どんと居座ったまま動こうとしないアルカダルの船に、埒らちがあかないと思ったのか帰還命令が出たのか、ロマノス軍が戦火を交えることなく撤退したのは五日後のことだ。

　ロマノス軍の撤退と同時にファルナスの蜂起も勢いを増し、鎮圧に追われるヴァルティアも城攻めから手を引いた。

　まだ問題は山積みながら、当面の危難は去ったと息をついたとき、沿岸に居座っていたアルカダルの定期便が寄港したとの報せがもたらされた。

（さて、ここからが商売、か）

　どのような意い図とで沿岸に居座っていたにしろ、アトゥナの街が戦火からまぬかれたのはまちがいなく彼らのおかげだ。客人として歓迎しなければならないと、サフィードは立ち上がる。

　相手はバルザック、アルカダル帝都で商人をやっていて知らない者はいない。

　アルカダルの海商商会所の商会長で、さからえば帝都はおろかアルカダル中の港から締め出されるともっぱらの噂の商人の首ド領ンだ。もちろんサフィードも面識がある。

（そのバルザックみずからが押し売り──か）

　そのことをあらためて思い出したサフィードは、公子であることを忘れ、一商人として背中に冷たい汗が流れるのを感じた。

　──いったいなにを買わされるんだ……？

　バルザックが握るアルカダル帝都の海の交易額、それだけでもかつてのファルナスの国家予算をはるかに超こえる。もし彼に睨まれれば、ほとんどの周辺諸国の国家財政が破たんするだろう。

　その彼が〈押し売り〉とわざわざ書いて寄よ越こしたのだから、今回の支援に対して糧食はもちろん、謝礼金を出すのは当然として、押し売られる商品もさぞかし高いものにちがいない。

　国を取りもどしたものの早々に財政赤字か──

　なまじ商人としての計算がはたらいてしまう自分にため息をつきながらも、サフィードは城の入り口で、救国の英雄を出迎えた。

「よお」

　バルザックは帝都の商会所にいたときと変わらず、どこの賭かけ場ばの元締めかと思う恰かつ好こうをしていた。サフィードは人となりを知っていたので驚かないが、狩かりを終えてきたばかりの海賊だと言っても納得されそうな風体だ。

「バルザック殿、このたびの援軍感謝する」

　知った間柄とはいえいまの自分はファルナス国を預かる公子、公的な立場を貫こうとしたが、「なに偉ぶってやがんだサフィード」と一言で無にされてしまった。

「おまえさんの商人登録はまだ抹まつ消しようされてねえぜ？」

　幸い、この場にいるのは、自分がアルカダルで〈サフィード〉として生きていたことを知っている側近ばかりだ。いまさら隠すことでもないかと、サフィードは「まあ、そうですね」とうなずいた。

「ずいぶん小こ綺ぎ麗れいな恰好しやがって。でもたしかにそっちのほうが似合うな」

　まさかおまえさんまでワケありだったとはな。そう言ってバルザックは笑ったが、サフィードはその言にひっかかりをおぼえた。

（もしかして知っているのか……？）

　バルザックは公子という出自を『おまえさんまで』と評した。ということは、その大元となる人物の事情を知っているということではないだろうか？

　バルザックは元は世界を股またにかけた冒険家で、アルカダル海軍の重じゆう鎮ちんだ。そしていま、アルカダル経済の要である商会長であることを考えても、まちがいなく女帝の信頼は厚い。

　この援軍には女帝の意向もふくまれていたのかもしれないし、これから行う取引も女帝に筒つつ抜ぬけだろう。

「ここには商売にいらしたそうですが、なにを売りに来られたのでしょうか」

　覚悟を決めてサフィードが訊ねると、バルザックは図体に似合わず声をひそめた。

「俺は人身売買はやらねぇ主義なんだが、まああれだ」




　──花はな嫁よめの押し売り、だな。




「……は？」

　いま商品名らしからぬ単語が出た気がするが、聞きまちがいだろうか。

「言っておくが俺が売るんじゃねぇぞ。商品のほうから押しかけてきたんだからな。あとはてめえでなんとかしろや」

　呆然とするサフィードの前からバルザックが一歩横に身をどける。するとひらけた視界の先に彼女はいた。

　いつからそこにいたのだろう。少女姿の彼女は感かん極きわまった様子で身体をふるわせている。

　その姿を見て、ようやくこの数日のアルカダルの動きに得心がいった。

（彼女の差し金だったのか……）

　──定期便に乗った彼女は、定期便に同行する護衛艦の使い道に気がついたのだろう。それからすぐに近海を航行中の定期便に声をかけ、アトゥナ近海に結集させた。でなければアルカダルの軍船がこれほど短時間のうちにファルナスに来られるはずがない。

　一緒に生きていきたい、そう言って泣いていた彼女は、ファルナスを離れてもなお、自分のためになにかしようと努力していてくれたのだ。

「──マィヤ」

　その名を口に乗せると緊張からか、びくりと彼女の肩がこわばった。

　こんなとてつもないことをしておきながら、それ以上に叱しかられるようなことでもやらかしたのだろうか。

　しかたのない奴だなと苦笑が漏れて、ほら、と手を差し伸べると、彼女の表情がぱっとあかるくなった。




「サフィード────！」




　大声で叫び、短い髪をなびかせて駆けてくる。

　──そのとき、彼女の頭上に天に嘉よみされし光を見たと思った。

　生まれ落ちた瞬間からほかのだれよりも政治に巻きこまれながら、みずからの手で運命を切り開くその強さ。

　兄だからとか公子だからとか、立場など関係なく、ただ手離してはいけない──そう直感して、サフィードは飛び込んでくる彼女を両腕で抱き止めた。







「サフィード……？」

　駆け寄ったマィヤは、まさか抱きしめられるとは思わず驚いたが、抱きしめる腕の強さに心がいっぱいになって、サフィードの胸の中で泣いた。

　そんな自分の背中をあやす手がなつかしくて、マィヤは理解した。

　国や場所なんて関係ない。

　ほかでもない、自分はここに帰りたかったのだと。

　そう思うといまここにあるぬくもりが嬉しくなって、笑みがこぼれて、涙はまだ止まっていなかったけれども顔を上げた。

　見上げた先にある顔は、髪も身なりも整えた公子様だったが、見つめる優しい目は以前とおなじサフィードだ。

「──おまえがしたことだったんだな」

「うん。だってただ逃がされるだけなんて性しように合わないもの。

　そこに欲しいものがあるなら、指をくわえて見てるんじゃなくて、手を尽つくして取りにいく、それがアルカダルの商人、でしょ？」

　その商人魂だましいはサフィードからの受け売りだ。

　まあ、ほとんどバルザックさんにやってもらっちゃったんだけど……と正直に白状すると、サフィードは「たしかにそうだな」と破顔して、マィヤの頭をくしゃっと撫でた。

　そして髪をわしわしと撫でながら、なにげなさを装よそおって顔をマィヤの耳元に寄せ、

「──感謝する」

　こそりと告げられた一言に、マィヤの顔から心の内から湧きあがる笑みがこぼれおちた。







　ロマノスが撤退したのち各地でファルナス独立の動きが拡大し、次々に砦を奪だつ還かんしていった。

　ヴァルティアがファルナスの独立を認めて停戦協定に応じたのは、一ヵ月ひとつき後のちのことである。
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　ファルナスとヴァルティアは旧国境線にしたがって国を分け、停戦協定が結ばれた。

　ファルナス軍はまだ砦とりでを半数も取りもどしていなかったが、ヴァルティアが早々に譲じよう歩ほしたかたちだ。

　早期決着の対価として十年前の件は責めを問わない、そういう条件の下で、国境近くのファルナス側の砦で調印式がおこなわれた。

　そして式を終えたサフィードが私室にもどろうとしたとき、不意に背後から声をかけられた。

「よお」

　声の主ぬしは、つい先ほどまで調印式の場にいたヴァルティア王太子、アレクセルだ。

　うしろに控ひかえていたオレスが警けい戒かいするそぶりを見せたが、サフィードは手を振って下がれと指示をした。

　一対一で不覚を取るおぼえはないし、ここはファルナスの砦、アレクセルにとって敵地のどまんなかだ。みずからの命を懸かけてまで狙ねらってくるはずもない。

　オレスはかすかに不満をにじませながらも無言で下がると、サフィードはアレクセルを私室に誘った。

「葡ぶ萄どう酒しゆでいいか」

　毒殺を警戒するならやめておくが、とつづけると、

「ファルナスが毒殺した日には、傭よう兵へいの看板を下ろさないとな？」

　とアレクセルは軽口で受け入れ、向き合ってソファに腰を下ろした。

　そして酒杯が運ばれてくると乾杯もなくめいめいに口をつけ、アレクセルは葡萄の出来などどうでもいいとばかりに言げん及きゆうせず、単刀直入に切り出した。

「早々に片が付いてよかっただろう」

　もちろん、両国の戦いくさの話だ。

　軽口ながら恩を着せるような言に、サフィードはさらりと返した。

「たがいにな」

「──なに？」

「イリアを帰してきたときからおまえの狙いは読めていた」

　すると「ほう？」とアレクセルは面おも白しろそうに口こう端たんを上げた。

「帰してきたとは都合のいい言葉だな？　強引に留め置いたと報告を受けているが？」

「おまえが奪ってほしかったんだろう？」

　そう切りこんでみるとアレクセルは興味深げに笑みを浮かべ、

「なんのためにそんなことを？」

　とつづきをうながし、サフィードは応じた。

「ファルナスへの使者の任、たしかにイリアみずからが望んで申し出たことかもしれない。だが当然、使者に立ったイリアは捕とらわれる可能性がある。それでもなお彼女に任せたということで感づいた。おまえは俺がイリアを帰さない可能性に賭かけて俺に預けてきたんだとな。おおかた貴族連中──特に前エルトリア公がロマノスになびいて、手に負えなくなったってところだろう」

　否定しないアレクセルにサフィードはつづけた。

「十年前、エルトリア公はファルナスを裏切ってヴァルティアを招き入れたが、そのあとファルナス公の忘れ形見である俺がアルカダルに保護されていることが判明した。公子はヴァルティア王太子が支配下に入れといった誘いは断ってくれたが、いずれはアルカダルの力を借りてファルナス奪だつ還かんに来るかもしれない。そのとき公子は親の仇かたきである自分に復ふく讐しゆうするにちがいない。自分の身を守るためにはアルカダルに対抗する力──ロマノスの力がどうしても必要だ。そう考えたエルトリア公は、ヴァルティアの臣の立場を超こえて、過か剰じようにロマノスと懇こん意いにしはじめた。それこそ、今度は自分の領地をロマノスに差し出してでも庇ひ護ご下かに入ろうとしたんだろう。

　おまえはロマノスにすり寄っていたが、それはあくまでヴァルティアを発展させるためだ。ロマノスとアルカダルに起きる戦で甘い汁をすすろうとしていたおまえと、ロマノスの支配下に入っても守ってほしいエルトリア公の間に溝みぞができた。ヴァルティアがロマノスの庇護下に入れば、対アルカダル戦の先せん鋒ぽうとして使われるだけで、なんの旨うま味みもないどころか利用されるだけだからな」

　そんな状況を打破するためにおまえは俺を利用することにしたんだ、とサフィードは突きつけた。

「表向き、ロマノスにいい顔を見せているおまえは、表立って親しんロマノス派のエルトリア公を処しよ罰ばつできない。そこで邪じや魔まなエルトリア公にファルナスへの使者という難題を押しつけてみずから逃亡するように図はかり、娘のイリアを新たなエルトリア公として俺の元に送り込んだ。ロマノス相手に『自分たちがエルトリア公を追い出したわけではない。エルトリア公はファルナスによって拉ら致ちされたのだ』という名目が必要だったからな。

　あとはファルナスとロマノスがつぶし合ってくれれば、ファルナス蜂ほう起き軍もそのうち瓦が解かいすると読んだんだろうが、読みちがえたのはロマノスとファルナスの戦が予期せず起きなかったことだ。それでおまえは、ロマノスが撤退し、予定外に無傷でアルカダルの後ろ盾だてをも得たファルナスがヴァルティアに攻め込んでくる前に、旧ファルナス領の割かつ譲じようで手を打ったというわけだ」

　ちがうか？　とサフィードが見つめると、アレクセルは「ご明察」と軽く杯さかずきを掲かかげた。

「察しのいい相手だと実に助かる。おかげで犠ぎ牲せいもすくなくて済んだ」

　アレクセルは調停を切り出す時機を読んでいる、そう察したサフィードは、無理を押すような砦攻めはしなかった。砦を囲み、退却もしくは逃亡する時間を与えてから攻めるようにしたので、かなりの犠牲が抑えられたはずだ。

　おおよそ、このままファルナスに攻め込まれればヴァルティアは危あやうい──そう貴族たちに認識させるまでの時間が必要だったのだろう。ファルナスの大半をあずかっていたエルトリア公が捕らわれていたことで、ヴァルティア旧領で線引きという案を受け入れられることも早かった。

「しかしおまえにその気があったなら、もうすこしヴァルティアの領土を確保できただろうに」

　旧領を丸ごと返してくれるとは、サフィードも予想していなかった。

「それは半はん端ぱなところで妥だ協きようすれば禍か根こんを残すだけだからな。元のかたちにすれば、すくなくとも周辺各国からとやかく言われることはなくなる。それに、元々その領地は俺が望んでいたものでもなかったことだしな」

「……なに？」

「親父おやじにしてもそうさ。ファルナスの地を虎こ視し眈たん々たんと狙っていたわけじゃない。ただ、ファルナスで起きた勢力争いで、エルトリア公に加勢して、争いを収めるだけのつもりだった。エルトリア公もさして野心家というわけではない。どちらかといえば小心者で、嫁よめの実家だったヴァルティアの力を借りて自領を守りたかっただけだろう。実際、城の留守を任されていた俺も父からそう聞かされていた。──しかし、混乱の最さ中なかに魔がさした」

　魔、とサフィードは口の中でその言葉を転がした。

　──そんなささいなことで両親は命を落としたのか。

　かすかに拳こぶしがふるえたが、ほんのささいな出来事から命を落とした君主など世界中に大勢いる。魔がさすような隙すきを与えてしまったそのこと自体が、為い政せい者しやとして責任を取るべきことなのだ。

「しかしヴァルティアはなんの備えも根回しもなくうっかりファルナスを手に入れてしまったばかりに、貴重な将には逃げられるわ、周辺各国とは敵対するわ、アルカダルの同盟網もうに目を付けられるわ、領地こそ広がったがヴァルティアは孤立して、結果的にロマノスにすがるしかなかった。それでもロマノスを利用して力をつけようと画策したが、エルトリア公がロマノスの外交官と接近しすぎて、あとはおまえの言ったとおりの流れだ」

「エルトリア公の行方ゆくえは？」

「さあな。逃亡中にどこぞで行き倒れたか、ロマノスまで無事落ち延びたか、行方知れずだ。だがエルトリア領は正式にイリアが継ついでいる。奴がしゃしゃり出てきても彼女の正統性は揺らがない」

「そうか。助かる」

　それは、仮にロマノスが前エルトリア公を保護したところで、彼の身を盾に横やりを入れてくるおそれはないということだ。きちんと法的基き盤ばんを整えた上でイリアを帰してくれたことには感謝しなければなるまい。

「ヴァルティアは海を手放した以上、隣国がロマノスと揉もめるのは望まない。ロマノスは懲こりずに次はファルナス懐かい柔じゆうに乗り出してくるかもしれんが、せいぜいうまくあしらってくれ」

　ロマノスの外交官の情報ならいくらでも流してやる、とアレクセルはうそぶくと、安あん堵どの息とともにこう告げた。

「なにはともあれ間に合ってよかった」

「──間に合った？」

「ああ。俺かおまえか、どちらが国を司つかさどるにしろ、ロマノスの思いどおりになるような属国にだけはしてはいけない、そう思っていたからな」

　明かされた本心に、サフィードは思わず目を見開いた。

　──アレクセルもまた、自分とおなじようにロマノスからこの地を守ろうとしていたということだ。

「なぜ──」

「なぜって、昔言ったろう？　隣国の王同士、末永くともに在ろう、と」

　──それは海を眺ながめながら交かわした幼おさない日の約束。

　ヴァルティア王とエルトリア公に不意にさした魔の誘惑、そして断たたれてしまった未来。

　しかしアレクセルは望む未来をあきらめず、ヴァルティア王太子としてその未来をたぐり寄せるために動いていたのだ。

　啞あ然ぜんとして見つめるサフィードを前に、アレクセルは告げた。

「これでまたおなじ未来が見られる」

「そう……だな」

　取りもどしたのは領地や地位だけではなかった。

　その事実に胸の奥に湧わき上がるものを感じながら、サフィードは旧友と固い握手を交わした。





[image: ]






　朝議を終え、私室でくつろぐ女じよ帝ていの下にはひとりの皇こう宮ぐう商人が呼ばれていた。

　ふたりの間は天てん蓋がいの薄はく紗さによってさえぎられているものの、人ばらいをして室内にふたりきりだ。

　これでこの皇宮商人が若く見目麗うるわしい青年であれば不ふ謹きん慎しんな噂うわさも持ちあがるだろうが、室内にいたのはのほほんとした中年男で、容姿はけっして悪くないが野心家にはほど遠く、とうてい噂にならなさそうな男だ。

「〈小鳥〉は飛び立ってしまいましたよ」

「然さ様ようか」

　その皇宮商人の報告に、女帝はなんら感情をのぞかせることなく告げた。

　預けたもう一羽が発たったときからこのことは予想がついていた。

「はじめからこうなることを見越して彼をよこしたのですか？」

　我わが子同然に可か愛わいがっていた〈小鳥〉、それを失った皇宮商人の声こわ音ねは多少の落らく胆たんと非ひ難なんの響きがある。両方可愛がっていただろうに、いや可愛がっていたからこそか、ふたりとも手て許もとを離れてしまったことが寂さびしいのだろう。

　しかしそんな感傷につきあっていられるかとばかりに、女帝は「なにを馬ば鹿かなことを」と流した。

「勝手に好きなところに飛んでいっただけであろう。妾わらわの知るところではないわ」

　とはいえ、つい数ヵ月前までこの皇宮内にいた彼女が、国をも超えた遠い場所に行ってしまったことに感かん慨がいがないわけではない。

　産んで間なしに手放した娘。もう二度と会うことはないと思っていた。それが意い図とせずしてみずから飛び込んできたのだ。驚かなかったといえば噓うそになる。

　遠くから見かけた彼女は、いまひとりの我が子と背せ恰かつ好こうがよく似ていた。少年姿をしていたからなおさらだろう。離れて暮らしていても、その血のつながりは見て取れた。

　もっと側で見てみたい、そう思わなかったわけではない。手放した日のことも思い出さなかったわけではない。

　──だが、涙なら、手放すと決めたときに十分に流した。

　あのときの自分は、これから先帝の遺い児じとなる息子むすこをこの手で守り抜かなければならなかった。ただひとり、皇帝となるべき男子を守るために、弱みとなる存在を側に置いておくことはできなかった。

　もし先帝の遺児が双ふた子ごだと知れたなら、きっと彼女にも危害が及ぶ。万が一彼女が誘ゆう拐かいされて犯人が自分を脅おどしでもしてきたら、自分は彼女を見捨てる決断をしなければならない。

　そのような事態になる前に、彼女を皇宮から出した。彼女を守ると同時に、双子の男子を守るためにみずから手放した。

　我が子を選別した自分にはもう感傷に浸ひたる資格などない。できることはただ、彼女が健すこやかであることを、その幸せを祈るだけだ。

「──とても良い子に育ちましたよ」

　思いを読んだわけでもないだろうに、皇宮商人はにこにこと告げる。

「だから心配はしていないんですけれどね」

　どこか誇ほこらしげな皇宮商人の口ぶりに、女帝は「然様か」といつもとおなじ口く調ちようで返した。

　自分と息子が囚とらわれつづけるこの皇宮から、名実ともに解とき放たれた彼女は、自分の知らぬ場所で生きてゆく。

　だがこの皇宮商人とおなじように心配はしていない。

　──どこにあっても広い空はあかるく彼女を照らすことだろう。

　そう確信して女帝は空を見やって目を細めた。
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　調停式を終えたサフィードがアトゥナに帰城したのは、式から半月ばかり経たったあとのことだった。

　丸三日もあれば着く距離なのだが、ついでとばかりに近辺の街や砦に足を伸ばして様子を見てまわっているうちにすっかり日が経っていた。

　ロマノス軍が撤退したあとには海沿いに留とどまる理由もないとサフィードも前線に出ていたため、アトゥナにはほとんどもどっていない。

　彼女は不慣れな城に何日も置き去りにされたかたちだ。見知った者がいない中で心細かったのでは──と思ったサフィードだったが、

「ああ、あの御お方かたなら今日も港に出ていらっしゃいますよ」

　アトゥナにもどったサフィードはさも当然のように城門で告げられ、そのまま馬を向けると、港の喧けん騒そうの中、ひときわ通る声が耳に飛び込んできた。

「その穀物は倉庫じゃなくて、お城に運んじゃってください！　そっちの積み荷は次の便に乗せ換えますのでそのままここで！」

　海風にターバンをなびかせて駆かけまわる。その姿を見て、サフィードは馬上でため息をついた。

　──彼女が港に置いてゆかれて心細いはずがなかったのだ。

　それどころか、水を得た魚のように勢いよく人混みの中を泳ぎまわっている。

　サフィードはオレスに先に城にもどっているように伝えて馬を預けると、

「あっ、殿でん下か！」

「お帰りなさいませ殿下！」

　目ざとく見つけた街人から口々に声をかけられた。

　正確にはサフィードは、ロマノスから与えられた称号である〈大公〉ではなく、〈王〉として即位した。そのため敬称は殿下ではなく〈陛へい下か〉になるのだが、街人にとってはささいなことだ。

　わざわざ訂てい正せいすることでもないし、古くからなじんだ〈殿下〉という敬称のほうが親しみを感じて、サフィードが手を振ってこたえていると、彼女も気づいて「あ！」と声を上げた。

「サフィード！」

　彼女が駆け寄ってくると、街人は潮しおが割れたように道を開ける。そしてまた興味深そうに取り巻きはじめたので、サフィードは手を振ってみなに遠えん慮りよしてもらった。

「式典は無事終わったの？」

「まあな。ちょっと視察に寄っていて遅くなった。こっちのほうはどうだ」

「うん、バルザックさんがアルカダルから積極的に船を出してくれているから、港はいそがしすぎて目が回りそうよ。あ、そういえばイリア様から文が届いたのだけど、このまましばらくアルカダルの皇宮に留まるんですって」

「ああ、それなら俺にも文が届いた。ほかの者を代わりに送ると言ったんだがな」

　あの日、マィヤとともに定期便に乗せたイリアは、そのままアルカダルに渡り、両国の友好のために努めてくれている。

「白の宮殿に滞在しているのよね？　それって王子たちからひっきりなしに求婚されるんじゃ……」

「まあ、そうかもしれんがイリアのことだ。角かどが立たないように適当にあしらうだろう」

　文には様々な国から取引の打だ診しんがあった旨むねがしたためられていた。よほど効率よく話を引き出しているらしい。実に心強い特使だ。

　主あるじ不在の間のエルトリア領は、サフィードが預かっており、旧主の大公を裏切った領地だけに、どのような扱いを受けるかと怯おびえていた領民も、国王直々の平等な統治を受けて安堵している。

「イリアは皇宮で勉強したいんだそうだ。たしかにアルカダルは文ぶん献けんもそろっているし、研究者も多いからな。ファルナスの片かた田舎いなかにいるよりよほど面白いだろう」

　すると〈勉強〉の一言にマィヤは「ひぃっ」と声をあげた。皇宮で知識を詰め込まれたときのことを思い出したらしい。

「まあ、彼女は誰かさんとは出来がちがうからな。知識が耳からこぼれ落ちることもないだろうし、いろいろ吸収して帰ってきてくれるだろう」

　楽しみだな、とつづけるとマィヤが叫んだ。

「わっ、わたしもがんばってるから！」

「──は？　なにを張り合ってるんだ？」

「おっ、女の意地よ！」

　謎なぞな返答に、なんだそれは……とサフィードは嘆たん息そくした。

「女として張り合うなら、まずは恰好からどうにかしたらどうだ？」

「え？　恰好？　どこか変？」

　とマィヤは衣い装しようを見下ろした。アルカダル風にターバンを巻いているものの、ファルナスの衣装をきっちり着こなしているし、似合っている。

「いや、まちがってない。まちがってはいないが、どこからどう見てもそれは男の恰好だ」

「うん。だってファルナスの女の子の衣装じゃ動きにくいし」

　マィヤはさも当然のようにうなずき、サフィードはため息をついた。

「おまえな……おまえが女だってことはもう国中の者が知ってるんだぞ？　ロマノス海軍を戦わずして退けた凄すご腕うでの女商人だってな」

「凄腕の女商人!?」

「そうだ。アルカダルの凄腕の女商人は、絶世の美女か、はたまた数多あまたの男を顎あごで使う女じよ傑けつか──地方ではそんな噂で持ち切りだっていうのに、その恰好はないだろう。だれも救国の英雄だと気づいてくれないぞ？」

　するとマィヤはさらりと告げた。

「そういう理由ならこのままでいいわ」

「──なに？」

「べつにわたしは英雄になりたいわけじゃないし、港で動きやすいほうが大事だもの」

　マィヤは誰しもがうらやむ立場をばっさりと切り捨て、呆ぼう然ぜんと見つめるサフィードに言葉をつづけた。

「あのね、わたし、ファルナスにシェリーク商会の支店を作りたいの」

「……支店？」

「そう！　アルカダル商人のやり方って、商売の方法を長い時間をかけて体系化したものでしょう？　わたしはせっかくそれを知っているんだもの。ここにシェリーク商会の支店を作って、ファルナスの人たちにも広めたいの。

　港が発展すればますます国も発展するわ。そのうち海商商会所も作って、ファルナス商人の力を結集させて、いつかファルナス発の定期便も出せるようになったらいいなって」

「───」

「あ、そのためには港の拡張も考えないといけないわね。アトゥナの海岸は港に向いていないけれど島がたくさんあるでしょう？　サフィードがいない間に島を全部まわってきたんだけど、いい港にできそうな場所がいっぱいあったの！　そこに港を作って、大型船も入れるようにして、荷はアトゥナまで小舟で運ぶようにしたらどうかしら？　それなら船が混雑することもないし、荷に揚あげ時間も調整できるから港の人も助かるし、それにね、」

　アトゥナで待っている間に考えていたのだろう計画を、マィヤは目を輝かせながら指折り語り、サフィードはそんな彼女の姿を呆然と見つめた。

（こいつは……）

　女帝の娘だからなど関係ない。アルカダルから遠く離れた地でも、自分の足で立ち、みずから輝ける存在だ。

　惹ひきつけられるように思わずその頰ほおに手を伸ばす。

　熱く語っていたマィヤは触れられてようやく「え？」と気づいて、こちらを向いたところにサフィードはそのまま唇くちびるをかさねた。




「～～～～～～～～!?」




　とっさのことにあわてるマィヤの手首をくちづけたまま押さえる。

　羞しゆう恥ちにふるえる唇から漏れる熱い吐と息いき。

　それを吸い取るとひさびさのやわらかな感触にどこか安堵して、湧き起こっていた熱が鎮しずまるのを感じて顔を離すと、すこし遅れてひらかれたマィヤの目がうるんでいた。

「──いっ、いきなりなにするの!?」

　なにって、それくらい言わずともわかるだろう。ならば行為そのものより理由を訊きいているのだろうとサフィードは受け取って、

「かわいかったから」

「かっ、かわ……っ!?」

　そのあとマィヤはなにか否定するような言葉をつらねていたようだが、動揺のあまり言葉になっていなかった。

「みっ、みんな見てるのに……!!」

　そういえば、先ほどまでにぎやかだった周囲がやけに静かだ。

　見わたすと、周囲の者たちが息を詰めてこちらを見つめている。どうやら期せずして見世物になっていたらしい。

　港に出て、海風の匂いにつられてつい商人時代の感覚にもどってしまったが、こういうときに以前とは立場がちがうのだと思い知らされる。

「あー……まあ、これでやりやすくなっただろ」

「なにが!?」

「国王の女に手を出そうって奴はいないだろうからな」

「～～～～!!」

　マィヤは魚のように声もなく口をぱくぱくとさせる。

　そしてしばらくしてようやく口がはたらいて、

「そんなことしなくたってわたしはイリア様みたいに声をかけられることはないしこの一ひと月つきだってちょっかいなんてだれも……！」

　などとまくしたてはじめる。

　しかし化け粧しよう気けのない顔を真っ赤に染めて、羞恥をこらえながら言いつのる姿が可愛くて、もう一度口をふさいでやろうかなどと考えたことを彼女は知らない。

　だが観衆に見せて喜ばせてやる義理もない。つづきは城に帰ってからだななどと考えながら、サフィードはマィヤを抱きしめた。




「──ただいま」




　──おかえりなさい。

　息を飲んだのち、胸の中から聞こえたかすかな声。その声音を受け止めながら、サフィードはようやく帰ってきた故郷の空気を吸い込んだ。













　その年、アルカダル帝国のシェリーク商会がファルナスのアトゥナに支店を開く。

　それと時をおなじくしてアトゥナ周辺諸島で港の開発がはじまり、その港はやがて東のアルカダルと西のロマノスをつなぐ海上交易の中心として栄えることになる。




　国をつなぐ海の商人として名を馳はせた女商人は、王おう妃ひとなったのちも国の経済に貢こう献けんし、ファルナスは交易国として大いに栄さかえたという。





了
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　こんにちは、九く月つき文あやです。

〈わけあり商しよう人にんの皇こう宮ぐう録ろく〉シリーズ３作め、〈想おもいは遙はるか、海うみの果はてまでお届とどけします〉をお手に取っていただきありがとうございます。




　皇帝代行を終えて商売の日々にもどったマィヤですが、ある朝忽こつ然ぜんとサフィードが姿を消して旅立ってしまいました。挙兵の噂うわさを聞きつけたマィヤが亡ぼう国こくファルナスに駆かけつけると、砦とりでにはサフィードの姿が。しかし砦にいるサフィードは商人ではなく、そこで告げられたサフィードの真実の名とは──？

　と、いうわけで今回の舞台は、アルカダル帝国を離れてファルナスです。

　ネタバレになりますので、話の続きはあとにしますね。




　近況といたしましては、はじめて救急に電話しました。

　私ではなく家族の救急だったのですが、いざとなるとあわてますね。電話番号はかろうじて思い出せたものの、「救急ですか？　消防ですか？」と聞かれて、ようやく救急と消防がおなじ番号だと気づく始末。隊員さんが処置している間に入院準備をして、すかさず荷物に突っ込んだのはＰＣ端末。はじめて救急車に乗り、今年の正月は夜間救急で処置を待ちながら原稿にむかっておりました……。幸い家族は大事にはいたらず、数日で起きられるようになりました。




　あとは毎年恒例のバラの植え替えをしていました。

　バラは１月２月の冬眠中に植え替えが必要なのですが、ベランダには増えも増えたり30鉢のバラ。この頃には原稿も終わり、ゆったり植え替えをしていたところ、今度は親が検査入院して無理がきかないので、働きに出ている親の代わりに実家の庭を見ることに。

　実家では、ユリを育てる父とバラを育てる母との間で静かな領土争いが勃ぼつ発ぱつしておりまして、ユリバラ戦争（勝手に命名）のまっただ中、永久中立を標ひよう榜ぼうしながら、[image: ]鉢を超えるバラの植え替えと雑く草さ引ひきにあけくれておりました。

　雑草引きって、きりがないんですけど妙に中毒性があるんですよね。おまえら根ね絶だやしにしてやるぜー！　と別のなにかが目覚めながらも、日の出から日の入りまで格闘して、庭を綺き麗れいにしてきました。開花シーズンが楽しみです。




　さて本文内容にもどりまして、ようやくサフィードが本当の名を明かしてくれました。それとともに、仮の名で蓋ふたをしていた気持ちがいろいろこぼれてきたみたいです。

　しかし根は俺様なのに、気持ち的には相撲すもうでいえば寄り切りというか押し出しというか、マィヤに軍配が上がった感じがしますね。高い買い物を摑んだサフィードですが、手た綱づなを取りつつ、引っ張っているのか引っ張られているのかわからないようなバランスで、これからも仲良くやっていくと思われます。

　本作をお手に取ってくださいました皆さま、ここまでお付き合いくださいましてありがとうございました。感謝を申し上げします。

　また、イラストをご担当くださいましたすがはら竜先生、お声がけくださいました初代担当様、夏からご担当いただいている現担当様をはじめ、本シリーズの制作に携たずさわってくださった皆さまに感謝申し上げます。




　それではまた、皆さまとお目にかかれることを祈りつつ。





九月　文　拝













～光の調べ～









　プラタナスのやさしい木漏れ日の下、手紙に目をとおし終えたイリアは、ほう、と息をついた。

　すこし走り気味につづられた文字に、差出人の多忙さが見て取れる。ならばほかの伝達文書のように口述筆記でよいものを、それでも直筆でつづられた文字が、気遣いを忘れない文章とともに心に沁みて、イリアは手紙を胸に当てた。そのときだ。

「ああイリアちゃん、ここにいたんだ」

　その声に視線を上げると、やってきたのはふたり連れの青年だった。

　太陽からこぼれ落ちた光そのものの金髪の青年と、射干玉ぬばたまの闇の黒髪の青年。

　自分はちゃん付けで呼ばれるような可愛い年でも性格でもないのだが、この金の髪の青年に呼ばれると、心にすとんとおさまってしまう。気遣いを感じさせずに自然と懐に入ってくる不思議な人物だ。

　これほど気さくな性格でありながら大国サラフの王子だというのだから、異色の才と言っていい。大国の王子であれば、もうひとりの黒髪の青年のように、他人とは一線を画す空気をまとうのが普通だ。

「ラフィーカ様、エシャン様。このようなところにおいでとは、どうなさいましたの？」

　イリアが腰かけていた噴水の縁から立ちあがって訊ねると、

「うるさいさえずりに耐えられなくてね」

　黒髪の青年の辟へき易えきした様子に、金髪の青年──ラフィーカが「まあまあ」となだめた。

「一介の公子だと思ってたエシャンが実は太子だったなんて知ったものだから、みんな浮かれてるんだよ」

「情報が早いことだ」

「だってアルカダルの皇宮だよ？」

　遅いはずがないと言外に告げるラフィーカに、「こっちに顔を出すんじゃなかった」と黒髪の青年──エシャンは息をついた。

　かつてアルカダルの皇宮にいたエシャンは、祖国に帰って地位を回復して、あらためて太子として女帝に挨拶に訪れていた次第だ。

「ここは小鳥から逃げるにはいい場所だな。貴殿もそのくちか」

　イリアがここにいた理由を、エシャンにさっくりと見抜かれてしまった。

　各国の王子目当てに通ってくるアルカダルの貴族令嬢。彼女らにとって、おなじ〈特使〉とはいえ女性である自分は目障りな存在だ。にこやかに挨拶は交わすものの、彼女らの邪魔をしないように適度に場を外し、これ幸いとばかりにゆっくり書庫に籠って資料を読んだり、気候のよい日は宮殿のはずれにあるこの木陰ですごしている。

「よくこの場所を見つけたものだ」

「わたくしこそ見つかってしまうとは思いませんでしたわ。せっかく探した場所でしたのに」

「ここって実は、エシャンのお気に入りの場所だったからね」

「まあ、そうでしたの？」

　この場所はすでに先住者の息抜きに使われていたらしい。

「不在中にとられてくやしい？」

　ラフィーカにいたずらめいた目を向けられたエシャンは、

「もう、俺の居場所じゃないからね」

　とさらりと躱す。その表情はやわらかく、ふたりの長年の関係を感じさせた。

「ところで、イリアちゃんはここでなにを？」

「今朝、国から文が届いたので目を通しておりましたの」

「ああ、ファルナスから届いたんだ。マィヤちゃんは元気そう？」

「ええ。マィヤ様も陛下もつつがなくお過ごしのようですわ」

　すると、はん、とエシャンが鼻でわらった。

「わざわざ挨拶に来てやったものを。ふたりとも不在とはな」

「会えなかったのは残念だけどさ。東国にくらべたらファルナスなんて目と鼻の先だし、ちょっと足を延ばしてくるのも……って、エシャンは知ってたんだ？　マィヤちゃんの〈お兄さん〉のこと」

「まあね。俺は奴より先にここにいたから。奴が皇宮からいなくなって、てっきり世をはかなんで消えたものかと思っていたけれど、たくましく生きのびていて驚いたよ」

　つまり、エシャンは亡命したばかりの頃のサフィード──アレクシウスを知っているということだ。

　思わず鼓動が逸はやったイリアが、「そのころの殿下はどのようでしたの？」と口を開くと、

「おや、興味がおありかな」

　エシャンは口端に笑みを浮かべ、西洋風に膝をついてイリアの手を取った。

「お望みとあれば、いくらでもお話しいたしますが？」

　見上げた作り物の笑顔の裏にあるのは嘲あざけりだ。

　そのことに気づいたイリアはすぐさま仮面の笑顔を作って返すと、エシャンは、ばかばかしいとばかりに無造作にイリアの手を離して立ち上がった。

「動じない女というのも可愛げがないものだ」

　エシャンは、イリアが〈アレクシウスの過去〉に動じてしまったことを見のがしてはいなかった。幼いころから人々の思惑が飛び交う皇宮で過ごしてきたとはいえ、あなどれない観察眼の持ち主だ。

「とはいえ聡さとい女は悪くない。それをあんな本能まかせの小娘相手にあっさり引くのか？」

　恋心まで一目で見抜かれてしまい、しかしこの方がお相手ではしかたないですわねと、イリアは苦笑を浮かべた。

「わたくしは、陛下のご両親を殺あやめた咎とが人びとの娘ですから」

「ほう？」

「わたくしに対して父の罪を不問に付していらっしゃるとはいえ、お側にいれば陛下も父の罪過を意識せずにはいられないでしょう。わたくしも陛下の御心を揺らすのは本意ではありません」

「お優しいことだな。だがそんなことを気にするような奴でもあるまい？」

　鋭い指摘を、イリアはあいまいに微笑んで流した。

　もし自分になんらの負い目もなかったなら。

　もし十数年前の父の罪がなかったなら──

　それは意味のない仮定だ。父の罪がなければ、アレクシウスが国を追われることもなく、自分たちは婚約者同士として成長し、あらためて想いについて考える必要もなかった。




　けれども、罪を犯したのが自分の父ではなかったなら───




　心の深みからわきあがってきたささやきを、イリアは笑顔でふたたび沈めた。

　きっとそんなふうに考えてしまう時点で、自分はあの少女に負けている。

　自身の心に純粋でまっすぐな少女。アレクシウスが選ぶのは彼女だと、アルカダルにいたときから感じていた。

　──あのとき、アルカダルへと向かうおなじ船にいながら、アレクシウスの窮地を救ったのもまたあの少女だった。

　彼女が女帝の娘であることは出立前にひそかに聞かされていたが、自分とてけっして社会的地位や知識で劣っていたわけではない。しかしおなじ船の上で一個の存在としてありながら、彼女は自身の力で大切な相手の窮地を切り抜けてみせたのだ。完敗だと認めざるを得ない。

「わたくしはこうしてお心に留めていただけるだけで幸せですわ」

　すると、「ずいぶん殊勝なところもあるものだな」とエシャンは皮肉げな笑みで流した。

「祖国をひとり離れて籠の鳥をやっていて楽しいか？」

「ええ。女帝陛下の政まつりごとを間近で拝見できるのは、とてもありがたいことですわ」

　打ち込むなにかがあるのはありがたい。負い目など気にすることがなくなるくらいに、いまは自分自身を磨きたい。

「アルカダルは学問や研究も進んでおりますし、おなじ女人としても、ぜひとも女帝陛下の手腕を学んでゆきたいと──」

　──そのときだ。

　イリアの視界の隅を、ふわ、とよぎる光があった。

（えっ……？）

　通りすぎた光にはっと目を奪われ、いるはずのない存在に鼓動が跳ねた。

　しかし、じっと凝視していると思いちがいであることに気がついた。年の頃や背格好こそ似ているが、容姿はさほど似ていないし、なにより歩き方がちがう。傭兵国ファルナスで生まれた者として、人の所作を先に注視してしまうのはもはや習性だ。

　かの少年は〈彼女〉ではない──そう理解はしたものの、目が離せず、

「あの御方は……」

　と漏らすと、ラフィーカが応えた。

「ああ、スィル？　まだ会ったことなかったっけ？　女帝陛下お気に入りの宮廷楽師なんだよ。

おーい、スィルー！」

　ラフィーカは大声で呼んだものの、スィルと呼ばれた少年は気づかなかったらしく、二歩、三歩と足を進める。

　それからふと、呼び声とはべつのなにかを耳にしたかのように足を止めて、こちらを見た。

（あ……）

　──まるで宝石のような翠緑色。

　イリアが吸い込まれるように瞳に見入るなか、少年は歩み寄ってきた。

「どなた……ですか……？」

「こちらは特使のイリアちゃん。スィル、会うのははじめてだよね」

　どうだったかな、と少年が小首をかしげると、あざやかな金の髪がふわりと揺れた。

「一曲聴かせてあげてよ」

「……なにかご希望はありますか……？」

　ぽわんとした彼の雰囲気は、彼女の鮮烈さとは真逆のやわらかな印象だ。

　それでも気がついてしまったのは、彼女を一方的な恋敵として観察していたためだろうか。皇宮のどこかに血のつながった存在がいる、そう知っていればこそのひらめきだったかもしれない。

　イリアは直感した。──この少年が、彼女の兄弟なのだ、と。




　彼女は女帝の娘、すなわち彼女の兄弟である少年は───




　イリアが彼の問いに答えられないまま見入っていると、少年はまたほかのなにか──まるで風の声を聞いたかのようにうなずき、噴水の縁に腰かけて、竪琴に指をすべらせはじめた。──流れはじめたのは故郷ファルナスのなつかしい調べだった。

　だれも彼にイリアの出身を告げていないというのに、しかしラフィーカとエシャンは不思議に思った様子もなく、慣れた風情でスィルのまわりに腰を下ろして耳をかたむけた。

　その調べは宮廷楽師の名に恥じないもので、イリアも思わず腰を下ろした。

　──皇宮の奥でひっそりと育てられ、いまだ表舞台に姿を現さないという幼い皇帝。

　暗殺を恐れて娘を皇宮から出した女帝のこと、手元に残した息子も〈皇帝〉だとわかるような育てかたをしているはずがなかったのだ。

　この少年はあまりにも警戒心を知らなすぎる。もしかしたら彼自身、彼女と同様、自分が〈女帝の子〉であることを知らされていないのかもしれない。

　女帝は我が子が無事成人するまで盾となりつづけるのだろう。彼が本当の皇帝になるのは、無事成人まで生き延びて、先帝を弑した者たちを駆く逐ちくしてからだ。

　皇帝が表舞台に現れるまでにアルカダルではきっとおおきな粛清がおこなわれる。皇宮内に留まらず、国中がおおきく揺れるだろう。

　そのとき内海の諸外国は──ファルナスはどうなるのだろう？

　そんな懸念が脳裏をよぎったが、その答えは心のなかに落ちていた。




　──ファルナスには彼女がいる。




　彼女の大切な存在を守ろうとする強さは母親譲りだ。どれほどの困難が襲いかかろうとも、あのまっすぐな瞳で荒波を乗り越えていくにちがいない。

　そう確信したイリアは、しずかに瞳を閉じ、陽だまりのような少年が奏でる天上の調べに身をゆだねた。
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